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第１１号様式（その１）（評価委員会資料）

１．基礎情報（平成30年度版三重県市町要覧による）
市町名 三重県
310,019 1,782,190
12.4% 12.4%

2,865.00 372,352.55
2,497.56 348,833.49
13.8% 64.0%
10.2 10.1

２．  令和３年度 みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠・加算枠）事業実績

小計 対策区分１ 対策区分２ 対策区分３ 対策区分４ 対策区分５ 基⾦積立

1 2 3,261,500 3,261,500 3,261,500

2 2 4,286,700 4,286,700 4,286,700

3 4 5,720,000 5,720,000 5,720,000

4 4 1,804,000 1,804,000 1,804,000

5 2 4,453,900 4,453,900 4,453,900

6 4 869,000 869,000 869,000

7 2 1,721,042 1,145,000 1,145,000

8 2 396,000 100,000 100,000

9 2 6,245,800 1,561,450 1,561,450

28,757,942 23,201,550 0 14,808,550 0 8,393,000 0 0

３．  令和３年度 みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（連携枠）（防災枠）事業実績
事業量
(ha・m)

事業費
(円)

内交付⾦充当
額(円)

４．事業方針及び事業実施により期待される効果、情報発信への取組
事業方針

 森林整備や危険⽊除去を⾏ったことにより、地域住⺠の⽣活の安全性が確保されたとともに、整備された場所は⼦供の遊び場としても利⽤され、⼦供が森
林にふれあう場を作ることができた。
 ⽊製備品を導入したことにより、施設利⽤者に森林や⽊材について学び、ふれあう場を提供することができた。

情報発信への取組

 みえ森と緑の県⺠税を活⽤した事業であることの周知を図るため、ホームページへの掲載と、導入した⽊製備品へのロゴマークの焼き印をつけた。

森林再⽣力強化対策事業

 本市は、東側に伊勢湾、⻄側に鈴⿅⼭脈に接し伊勢湾沿いには⽯油化学⼯業等の発達した中核都市です。四⽇市市総合計画の基本構想で「環境・防災先進
都市」を将来都市像の一つに位置付けており、公害の歴史と教訓から、豊かな環境を基本とした都市整備と、防災力強化を両軸に、快適性と安全・安心が高
い水準で保たれたまちづくりを目指しています。
 みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦を活⽤することにより、都市公園や地域の⾥⼭や⽵林を整備し、緑にふれあう環境を整えるとともに、公共施設等での県産
材の利⽤を進めることにより、森への関心、⽊材利⽤の意義への理解を深め、緑を身近に感じ大切にしていくことのできる社会づくりを推進します。

事業実施により期待される効果

流域防災機能強化対策事業

小学校支障⽊伐採 業務委託

中学校支障⽊伐採
業務委託

認定こども園備品
整備事業

少年自然の家
管理運営事業

都市公園危険⽊
処理事業

市⺠活動センター
運営事業

⾥⼭・⽵林環境保全支援事業

危険⽊等除去支援事業

計

事業区分 事業概要

⺠有林⾯積(ha)＊２

災害からライフラインを守る事
前伐採事業

令和 ３ 年度 みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 市町別総合評価シート

市町名
人口（人）

年少人口割合（％）＊１

森林⾯積(ha)

森林率(%)
都市公園⾯積（㎡/人口）＊３

＊１：全人口に占める15歳未満の人の割合
＊２：国有林以外の森林（個人や法人が所有する私有林のほか、都道府県や市町村が所有する公有林も含みます。）
＊３：都市公園法に基づき国または地方公共団体が設置する都市公園及び都市計画区域外において都市公園に準じて設置されている特別地区公園

番
号

対策
区分 事業名

事業費
（円）

交付⾦充当額（円）（当年度交付⾦額＋基⾦活⽤額）

0%

64%

0%

36%

0%

対策区分別事業費割合★①-5、②-5

1

2

3

4

5

対策区分１

対策区分２

対策区分３

対策区分４

対策区分５
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第１１号様式（その１）（参考資料）
   令和３年度森林環境譲与税事業の実績

【記載要領】
ア． 事業カテゴリーの欄は下記の項目から該当するものを選択し記載するものとする。

① 意向調査の準備作業
② 意向調査
③ 私有林整備
④ 公有林整備（財産区有林含む）
⑤ 森林保護対策
⑥ 林道・林専道の整備等
⑦ その他（森林整備）
⑧ 担い手確保
⑨ 林業就業者の育成
⑩ 専門員の雇用
⑪ 新たな組織の設立
⑫ その他（人材育成等）
⑬ 木造公共建築物の整備等
⑭ 木質バイオマス利用推進
⑮ 森林・林業・木材普及活動等
⑯ その他（木材・普及啓発関係）
⑰ 基金積立（森林整備等）
⑱ 基金積立（人材育成等）
⑲ 基金積立（木材利用等）
⑳ 基金積立（執行残額等）

1 ⑦ その他（森林整備） 919 919

事業
番号

事業カテゴリー
事業費

（千円） 内、譲与税（千円）

2 ⑮ 森林・林業・木材普及活動等 3,564 3,564

3 ⑮ 森林・林業・木材普及活動等 4,026 4,026

4 ⑮ 森林・林業・木材普及活動等 4,378 4,378

5 ① 意向調査の準備作業 8,422 8,422

6 ⑰ 基金積立（森林整備等） 6,703 6,703

7

8

9

事業カテゴリーの項目

10

合計 28,012 28,012

資料２－２

4－3



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和 3 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 新規

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】
 ⼤きくなりすぎた結果、⻑年⼿付かずのままとなっている⽀障⽊・危険⽊を新たな⼩学校にて伐採等を⾏う
ことで、倒⽊や折れ枝等の被害を予防的に防ぐ。既に取り入れた学校からは好評の声が上がっているため、上
記の⼩学校でも取り入れた。

 教頭だけでなく、⽤務員等その学校に⻑年勤務する職員と帯同して学校敷地内を回ることによって、⽀障⽊
や潜在的に危険のある樹⽊について発見しやすくしている。

2．事業実績概要

 ⼩学校の⽀障⽊や危険⽊の伐採等について、造園業者に業務委託を⾏う。

 四日市市

 2校（笹川⼩学校・内部東⼩学校）

 笹川⼩学校 １３本 伐採
 内部東⼩学校 ７本 伐採

3．有効性【２つの基本⽅針である「災害に強い森林づくり」「県⺠全体で森林を⽀える社会づくり」を進める
うえで有効な取組であるか。】

 学校敷地内の安全が確保され、児童が安心して校庭等を利⽤できる。

  四日市市立各⼩学校において、⽀障⽊や危険⽊の伐採等を⾏うことにより、台風や強風に起因する倒⽊や枝
折れによる被害を未然に防ぎ、学校関係者の安全を確保する。

事 業 費 3,261,500 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦ その他

3,261,500

1．事業の目的

1 ⼩学校⽀障⽊伐採業務委託

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 四日市市

番 号 事  業  名
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令和 3 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 新規

事 業 費 3,261,500 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦ その他

3,261,500

1 ⼩学校⽀障⽊伐採業務委託

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 四日市市

番 号 事  業  名

【実施⽅法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】
（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】 

【情報発信の内容】

7．写真及びその他資料
別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）
・「プール近くの⼤きく危険な⽊を伐採してもらったので、安心してプールまで⾏くことができる。」等の反
応があった。

HP掲載 実施後 ⼩学校関係者

⼿段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）
施工看板に掲示 実施中 ⼩学校関係者

6．情報発信度【みえ森と緑の県⺠税の事業成果や事業効果を広く県⺠に周知することで、「災害に強い森林づ
くり」や「社会全体で森林を⽀える社会づくり」への県⺠の理解が深められたか。】

委託事業 造園業者 補助事業ではない

5．公益性【事業実施により、幅広い県⺠が受益を受けることができたか。また多くの県⺠に受益があるような
工夫がされているか。】
【受益者及び、期待する波及効果】

市有施設であるため

【実施後の管理体制及び転⽤、目的外使⽤の規制等】
・地元ボランティア団体やＰＴＡなどによる奉仕活動、ＮＰＯ団体及び市費による対応
・市立⼩学校であるため、転⽤が想定されず、該当しない。

受益者
期待する波及効果

学校関係者および地域住⺠
笹川⼩学校 850人 内部東⼩学校 1,110人

  一般競争入札
  ⼩学校敷地内で樹⽊の伐採を⾏うことから、安全に作業を⾏える高度な技術を有している造園業者を選定。

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活⽤されたか。】

①実施⽅法
②主な委託先及び

補助対象者等
③補助率・
負担率等

④補助の上限及び
定額補助の額

備考
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 四日市市

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 ⾦額 備 考
⽀障⽊伐採 20≦Ｃ＜30 本 1.00 1,339 1,339

30≦Ｃ＜60 本 1.00 5,099 5,099
60≦Ｃ＜90 本 5.00 12,652 63,260
90≦Ｃ＜120 本 3.00 24,005 72,015
120≦Ｃ＜150 本 3.00 60,461 181,383
150≦Ｃ＜200 本 5.00 124,529 622,645
200≦Ｃ＜250 本 2.00 210,000 420,000

諸経費 共通仮設費 190,191
現場管理費 785,498
一般管理費 591,458
消費税 328,612

3,261,500

２．暮らしに身近な森林づくり

⼩学校⽀障⽊伐採業務委託

４．効率性：主な経費内訳

合計
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真5 写真6

内部東小学校　着工後 内部東小学校　工事看板

写真2

笹川小学校　着手前 笹川小学校　着手後

笹川小学校　工事看板 内部東小学校　着工前

写真3 写真4

事業名 小学校支障木伐採業務委託

７の（１）．写真

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 四日市市 新規
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和 3 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】
 ⼤きくなりすぎた結果、⻑年⼿付かずのままとなっている⽀障⽊・危険⽊を新たな中学校にて伐採等を⾏う
ことで、倒⽊や折れ枝等の被害を予防的に防ぐ。既に取り入れた学校からは好評の声が上がっているため、上
記の中学校でも取り入れた。

 教頭だけでなく、⽤務員等、その学校に⻑年勤務する職員と帯同して学校敷地内を回ることによって、⽀障
⽊や潜在的に危険のある樹⽊について発見しやすくしている。

2．事業実績概要

 中学校の⽀障⽊や危険⽊の伐採等について、造園業者に業務委託を⾏う。

 四日市市

 4校（保々中学校・⻄陵中学校・⻄笹川中学校・⼤池中学校）

保々中学校 ２０本 伐採
⻄陵中学校 ６本 伐採
⻄笹川中学校 ６本 伐採
⼤池中学校 １０本 伐採

3．有効性【２つの基本⽅針である「災害に強い森林づくり」「県⺠全体で森林を⽀える社会づくり」を進める
うえで有効な取組であるか。】

 学校敷地内の安全が確保され、生徒が安心して校庭等を利⽤できる。

  四日市市立各中学校において、⽀障⽊や危険⽊の伐採等を⾏うことにより、台風や強風に起因する倒⽊や枝
折れによる被害を未然に防ぎ、学校関係者の安全を確保する。

事 業 費 4,286,700 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦ その他

4,286,700

1．事業の目的

2 中学校⽀障⽊伐採業務委託

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 四日市市

番 号 事  業  名
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令和 3 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 継続

事 業 費 4,286,700 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦ その他

4,286,700

2 中学校⽀障⽊伐採業務委託

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 四日市市

番 号 事  業  名

【実施⽅法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】
（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】 

【情報発信の内容】

7．写真及びその他資料
別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）
・「階段付近の⽊を伐採したため、落ち葉が少なくなり、雨の日などの階段の上り下りがより安全になっ
た。」等の反応があった。

HP掲載 実施後 中学校関係者
学校だより等掲載 実施後 中学校関係者

⼿段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）
施工看板に掲示 実施中 中学校関係者

6．情報発信度【みえ森と緑の県⺠税の事業成果や事業効果を広く県⺠に周知することで、「災害に強い森林づ
くり」や「社会全体で森林を⽀える社会づくり」への県⺠の理解が深められたか。】

委託事業 造園業者
補助事業ではな

い

5．公益性【事業実施により、幅広い県⺠が受益を受けることができたか。また多くの県⺠に受益があるような
工夫がされているか。】
【受益者及び、期待する波及効果】

市有施設であるため

【実施後の管理体制及び転⽤、目的外使⽤の規制等】
・地元ボランティア団体やＰＴＡなどによる奉仕活動、ＮＰＯ団体及び市費による対応
・市立中学校であるため、転⽤が想定されず、該当しない。

受益者
期待する波及効果

学校関係者および地域住⺠
保々中：420⼈ ⻄陵中：360⼈ ⻄笹川中：450⼈ ⼤池中学校：1,110⼈

  一般競争入札
  中学校敷地内で樹⽊の伐採を⾏うことから、安全に作業を⾏える高度な技術を有している造園業者を選定。

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活⽤されたか。】

①実施⽅法
②主な委託先及び

補助対象者等
③補助率・
負担率等

④補助の上限及び
定額補助の額

備考
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 四日市市

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 ⾦額 備 考
⽀障⽊伐採 20≦Ｃ＜30 本 5.00 1,339 6,695

30≦Ｃ＜60 本 8.00 5,099 40,792
60≦Ｃ＜90 本 12.00 12,652 151,824
90≦Ｃ＜120 本 6.00 24,005 144,030
120≦Ｃ＜150 本 3.00 60,461 181,383
150≦Ｃ＜200 本 5.00 124,529 622,645
200≦Ｃ＜250 本 3.00 210,000 630,000

諸経費 共通仮設費 244,513
現場管理費 1,032,386
一般管理費 792,485
消費税 439,947

4,286,700

２．暮らしに身近な森林づくり

中学校⽀障⽊伐採業務委託

４．効率性：主な経費内訳

合計

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真5 写真6

西陵中学校　着工後 西陵中学校　工事看板

写真2

保々中学校　着工前 保々中学校　着工後

保々中学校　工事看板 西陵中学校　着工前

写真3 写真4

事業名 中学校支障木伐採業務委託

７の（１）．写真

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 四日市市 継続

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真3 写真4

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 四日市市 継続

事業名 中学校支障木伐採業務委託

７の（１）．写真

写真2

西笹川中学校　着工前 西笹川中学校　着工後

西笹川中学校　工事看板 大池中学校　着工前

写真5 写真6

大池中学校　着工後 大池中学校　施工看板

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和３ 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

3 認定こども園備品整備事業

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 四日市市

番 号 事  業  名

 神前こども園に⽊製の机及び椅⼦を導⼊し、⽊材と市⺠の関係を深める。

事 業 費 5,720,000 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦ その他

5,720,000

1．事業の目的

 三重県材を活用した備品を配置することにより、施設の利用者等に森林が保全されることの意義を周知す
る。
 施設内の掲示板に掲示、園だよりの配布を行うなどする。

2．事業実績概要

 神前こども園に三重県産材を活用した机及び椅⼦を導⼊する。

 四日市市

 1箇所

 机50個、椅⼦181脚

3．有効性【２つの基本⽅針である「災害に強い森林づくり」「県⺠全体で森林を⽀える社会づくり」を進める
うえで有効な取組であるか。】

 園児及び教職員等が三重県産材を活用した机及び椅⼦を利用することによって、⽊材とのふれあいが進む。
机及び椅⼦とふれあい、実際に使用することで、⽊材の性質や特性について実体験できる“学びの場”になる。

 施設の教職員や多くの保護者が集まるイベント開催時に啓発活動等を行うなどする。

資料２－２
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令和３ 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 継続

3 認定こども園備品整備事業

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 四日市市

番 号 事  業  名

事 業 費 5,720,000 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦ その他

5,720,000

【実施⽅法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】
（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】 

【情報発信の内容】

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施⽅法
②主な委託先及び

補助対象者等
③補助率・
負担率等

④補助の上限及び
定額補助の額

備考

6．情報発信度【みえ森と緑の県⺠税の事業成果や事業効果を広く県⺠に周知することで、「災害に強い森林づ
くり」や「社会全体で森林を⽀える社会づくり」への県⺠の理解が深められたか。】

物品購⼊ 森林組合
補助事業ではな

い

5．公益性【事業実施により、幅広い県⺠が受益を受けることができたか。また多くの県⺠に受益があるような
工夫がされているか。】
【受益者及び、期待する波及効果】

 公立のこども園の整備

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

 園での管理を行う

受益者
期待する波及効果

園児100人、保育所関係者30人
保護者への波及効果も期待できる

  調達契約課により選定された業者で指名競争⼊札を行い、最も低額であった業者。

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）
ロゴマーク掲示

(ｼｰﾙ・ﾌﾟﾚｰﾄ
等）

実施中 シール、焼印によりみえ森と緑の県⺠税を活用した事業であることを周知する。

回覧板・掲示板 今後 みえ森と緑の県⺠税を活用した取組として、園の掲示板に掲示する。
学校だより等掲載 今後 みえ森と緑の県⺠税を活用した取組として、園だよりに掲載する。

7．写真及びその他資料
別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 四日市市

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 ⾦額 備 考
神前こども園 机 台 50.00 63,272 3,163,600 県産材使用

神前こども園 椅⼦（0〜3歳児用） 脚 88.00 12,925 1,137,400 県産材使用

神前こども園 椅⼦（4〜5歳児用） 脚 90.00 14,993 1,349,370 県産材使用

神前こども園 箱型椅⼦ 脚 3.00 23,210 69,630 県産材使用

5,720,000

４．森と人をつなぐ学びの場づくり

認定こども園備品整備事業

４．効率性：主な経費内訳

合計

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

事業名 認定こども園備品整備事業

７の（１）．写真

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 市町名 四日市市 継続

写真5 写真6

園児使用の様子 園児椅子　箱型

写真2

園児机 園児椅子

ロゴマーク　机 ロゴマーク　椅子

写真3 写真4

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和 3 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

4 木とふれあう環境づくり事業(少年自然の家管理運営費)

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 四日市市

番 号 事  業  名

  四日市市少年自然の家において、三重県産材を活用したテーブルやベンチ等の備品を導入することにより、
施設の利用者に対し、森林や木材についてふれあい、学ぶ機会を提供し、森と県⺠の関係を深めることを目的
とする。

事 業 費 1,804,000 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦ その他

1,804,000

1．事業の目的

・利用者に里山保全活動等を通して、森林等が保全されることの意義を広く周知する。
・小中学校等が実施する自然教室、施設が実施する主催事業において、木製備品を活用し里山保全等の森林環
境教育を行う。

2．事業実績概要

 四日市市少年自然の家において、三重県産材を活用したテーブルやベンチ等の備品を導入する。

 四日市市

 四日市市少年自然の家 １箇所

 ベンチ29台、机(1800×900×700）６台、机（1200×750×700）５台

3．有効性【２つの基本⽅針である「災害に強い森林づくり」「県⺠全体で森林を⽀える社会づくり」を進める
うえで有効な取組であるか。】

 三重県産材を活用した備品を配置することにより、施設の利用者に森林や木材についてふれあい、学ぶ機会
を提供し、森と県⺠の関係を深めるとともに、環境に対する意識を⾼める効果が期待できる。

・施設が実施する主催事業において「里山体験キャンプ」を実施し、里山保全等の森林環境教育を実施した。

資料２－２

4－17



令和 3 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 継続

4 木とふれあう環境づくり事業(少年自然の家管理運営費)

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 四日市市

番 号 事  業  名

事 業 費 1,804,000 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦ その他

1,804,000

【実施⽅法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】
（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】 

【情報発信の内容】

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施⽅法
②主な委託先及び

補助対象者等
③補助率・
負担率等

④補助の上限及び
定額補助の額

備考

6．情報発信度【みえ森と緑の県⺠税の事業成果や事業効果を広く県⺠に周知することで、「災害に強い森林づ
くり」や「社会全体で森林を⽀える社会づくり」への県⺠の理解が深められたか。】

物品購入 小売業者
補助事業ではな

い
指名競争入札にて購入した。

5．公益性【事業実施により、幅広い県⺠が受益を受けることができたか。また多くの県⺠に受益があるような
工夫がされているか。】
【受益者及び、期待する波及効果】

 市が管理運営を委託している施設である。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

 市の備品であり、施設管理者へ貸付を行い管理を委託する。

受益者

期待する波及効果

利用者（市内外の小中学校、⻘少年団体、主催事業の参加者等） 約20,000人
リピーターの増加が期待できる。また、利用者家族への波及効果も期待でき
る。

  指名競争入札
   木製机、木製椅子の製作の実績のある三重県内の業者から選定。

ロゴマーク掲示(ｼｰﾙ・ﾌﾟﾚｰﾄ
等） 実施後 購入した備品にロゴマークの焼き印を付けた。

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）
HP掲載 実施後 みえ森と緑の県⺠税を活用して購入した備品について紹介した。

7．写真及びその他資料
別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 四日市市

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 ⾦額 備 考
少年自然の家 机(1800×900×700） 台 6.00 77,000 462,000
少年自然の家 机（1200×750×700） 台 5.00 71,060 355,300
少年自然の家 ベンチ 脚 29.00 30,470 883,630
少年自然の家 運搬経費等 式 1.00 103,070 103,070

1,804,000

４．森と人をつなぐ学びの場づくり

少年自然の家管理運営事業

４．効率性：主な経費内訳

合計

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

事業名 少年自然の家管理運営事業

７の（１）．写真

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 市町名 四日市市 継続

ベンチ

机(1800×900×700） ベンチ

写真3 写真4

机（1200×750×700）

写真5 写真6

みえ森と緑の県民税ロゴマーク　焼き印 みえ森と緑の県民税ロゴマーク　焼き印

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとす
る。（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併
載する場合は、同じ角度から撮影したものとす
る。

写真2

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和 3 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 新規

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

 枯れそうな樹木を早期に発見し、倒木による事故を未然に防ぐよう努める。

 利用者が多い箇所に近接する枯木を優先的に伐採する。

2．事業実績概要

 南部丘陵公園、垂坂公園・羽津山緑地等における樹木等の伐採作業等について、業者に委託する。

 四日市市

 南部丘陵公園、垂坂公園・羽津山緑地、三重城山緑地、鵜の森公園

 危険木伐採 58本、支障枝剪定 10本、支障竹伐採 100㎡

3．有効性【２つの基本⽅針である「災害に強い森林づくり」「県⺠全体で森林を支える社会づくり」を進める
うえで有効な取組であるか。】

 利用者及び通行者の安全性が確保され、利用者が安心して公園を利用することができる。

 南部丘陵公園、垂坂公園・羽津山緑地等において、危険木の伐採をおこなうことで、台風に起因する倒木や
枝折れを未然に防ぎ、利用者の安全を確保する。

事 業 費 4,453,900 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦ その他

4,453,900

1．事業の目的

5 都市公園危険木処理事業

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 四日市市

番 号 事  業  名

資料２－２
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令和 3 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 新規

事 業 費 4,453,900 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦ その他

4,453,900

5 都市公園危険木処理事業

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 四日市市

番 号 事  業  名

【実施⽅法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】
（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】 

【情報発信の内容】

7．写真及びその他資料
別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

施工看板に掲示 実施中 みえ森と緑の県⺠税を活用した事業である施工看板を設置

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）
HP掲載 今後 みえ森と緑の県⺠税を活用した取組としてホームページに掲載する。

6．情報発信度【みえ森と緑の県⺠税の事業成果や事業効果を広く県⺠に周知することで、「災害に強い森林づ
くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県⺠の理解が深められたか。】

委託事業 造園業者
補助事業ではな

い

5．公益性【事業実施により、幅広い県⺠が受益を受けることができたか。また多くの県⺠に受益があるような
工夫がされているか。】
【受益者及び、期待する波及効果】

 公共施設である公園等の利用者の安全を確保する必要があるため。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

 特になし。

受益者
期待する波及効果

利用者
安全が確保される

  園路脇等の伐採作業は高度の技術を要するため、現場経験豊富な地元造園業者へ委託した。

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施⽅法
②主な委託先及び

補助対象者等
③補助率・
負担率等

④補助の上限及び
定額補助の額

備考

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 四日市市

事業名

鵜の森公園
作 業 内 容 単位 数量 単価 金額 備 考

本 1 181,000 181,000
本 1 31,000 31,000
式 1 61,000 61,000
式 1 27,300

300,300

南部丘陵公園①
作 業 内 容 単位 数量 単価 金額 備 考

㎡ 100 4,100 410,000
式 1 40,000 40,000
式 1 45,000

495,000

南部丘陵公園②
作 業 内 容 単位 数量 単価 金額 備 考

本 3 40,000 120,000
式 1 10,000 10,000
式 1 13,000

143,000

三重城山緑地
作 業 内 容 単位 数量 単価 金額 備 考

本 1 241,000 241,000
式 1 49,000 49,000
式 1 29,000

319,000

南部丘陵公園及び垂坂公園・羽津山緑地
作 業 内 容 単位 数量 単価 金額 備 考

本 3 5,101 15,303
本 17 12,660 215,220
本 17 24,010 408,170
本 8 50,330 402,640
本 7 67,660 473,620
本 10 14,375 143,750
式 1 2,206,297 1,247,297
式 1 290,600

3,196,600

消費税

消費税

事業費

２．暮らしに身近な森林づくり

都市公園危険木処理事業

４．効率性：主な経費内訳

危険木伐採（吊り切り、90≦C＜120、処分含む）

諸経費

事業費

危険竹伐採

危険木伐採（60≦C＜90、処分含む）
諸経費
消費税

危険木伐採

諸経費

消費税

消費税
事業費

危険木伐採（90≦C＜120）
危険木伐採（120≦C＜150)
危険木伐採（150≦C＜180）
支障枝剪定

諸経費

事業費

危険木伐採（30≦C＜60）
危険木伐採（60≦C＜90)

諸経費

事業費

危険木伐採（90≦C＜120、処分含む）

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真3 写真4

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 四日市市 新規

事業名 都市公園危険木処理事業

７の（１）．写真

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとす
る。（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併
載する場合は、同じ角度から撮影したものとす
る。

写真2

鵜の森公園　伐採前 鵜の森公園　伐採後

南部丘陵公園　伐採前 南部丘陵公園　伐採後

写真5 写真6

垂坂公園・羽津山緑地　伐採前 垂坂公園・羽津山緑地　伐採後

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真3 写真4

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 四日市市 新規

事業名 都市公園危険木処理事業

７の（１）．写真

写真2

三重城山緑地　伐採前 三重城山緑地　伐採後

写真5 写真6

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和 3 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

6 ⽊とふれあう環境づくり事業(市⺠活動センター運営費)

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 四日市市

番 号 事  業  名

 市⺠活動の拠点である市⺠活動センター「なやプラザ」において、施設の利⽤促進を目的として、来館者に
とってさらに魅力のある空間とするために三重県材を活⽤した壁面設置⽤ルーバーパネルを導入することで、
施設利⽤者に対し、森林や⽊材について学び、ふれあう機会を提供し、森林に対する県⺠の意識向上に繋げ
る。

事 業 費 869,000 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦ その他

869,000

1．事業の目的

 当該事業において⽊製設備を導入したスペースは、施設内のフリースペースであり、施設利⽤者に対し、当
該スペースの利⽤を呼びかける中で、三重県材を⽤いた⽊製設備・備品が整備されている旨も積極的に周知し
ていく。

2．事業実績概要

 令和元年度に三重県材を⽤いた机及び椅⼦を導入し、令和２年度に⽊質床パネルを設置した市⺠活動セン
ター「なやプラザ」内のフリースペースについて、三重県材壁面設置⽤ルーバーパネルを設置する。

 四日市市

 １箇所

 県産材壁面設置⽤ルーバーパネル７台

3．有効性【２つの基本⽅針である「災害に強い森林づくり」「県⺠全体で森林を⽀える社会づくり」を進める
うえで有効な取組であるか。】

 三重県材を活⽤した設備を導入することにより、施設利⽤者に、森林や⽊材について学び、ふれあう機会を
提供し、森林の役割や⽊材利⽤の意義について考えるきっかけとなることが期待される。

 来館者にとって魅力ある空間となるよう、三重県材を活⽤したエリアをさらに拡充した。

資料２－２
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令和 3 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 継続

6 ⽊とふれあう環境づくり事業(市⺠活動センター運営費)

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 四日市市

番 号 事  業  名

事 業 費 869,000 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦ その他

869,000

【実施⽅法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】
（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】 

【情報発信の内容】

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活⽤されたか。】

①実施⽅法
②主な委託先及び

補助対象者等
③補助率・
負担率等

④補助の上限及び
定額補助の額

備考

6．情報発信度【みえ森と緑の県⺠税の事業成果や事業効果を広く県⺠に周知することで、「災害に強い森林づ
くり」や「社会全体で森林を⽀える社会づくり」への県⺠の理解が深められたか。】

工事請負 建設業者
補助事業ではな

い

5．公益性【事業実施により、幅広い県⺠が受益を受けることができたか。また多くの県⺠に受益があるような
工夫がされているか。】
【受益者及び、期待する波及効果】

 本市が管理する公的施設の施設整備の一環として実施する事業であるため。

【実施後の管理体制及び転⽤、目的外使⽤の規制等】
 当該施設は指定管理による運営となっているため、当該事業において導入した⽊製設備は、指定管理者によ
り⻑期にわたり利⽤できるよう適正に管理を⾏う。

受益者
期待する波及効果

施設利⽤者（R3年度：26,278人/年間）
施設利⽤者からの口コミによる波及効果も期待できる

 本市の過去の交付⾦事業において入札のあった事業者など、県産材を活⽤した事業について対応可能な事業
者から、見積合せにより選定。

広報誌掲載 実施後
施設の広報誌に「みえ森と緑の県⺠税」を活⽤し、⽊製設備を導入したこ
とを掲載するなどして周知を図る。

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）
ロゴマーク掲示 実施後 交付⾦事業による導入品であることを示すシールを導入設備に貼付する

7．写真及びその他資料
別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 四日市市

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 ⾦額 備 考
なやプラザ ルーバーパネルＷ910 台 6.00 115,500 693,000
なやプラザ ルーバーパネルＷ990 台 1.00 176,000 176,000

869,000

４．森と人をつなぐ学びの場づくり

市⺠活動センター運営事業

４．効率性：主な経費内訳

合計

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

事業名 市民活動センター運営事業

７の（１）．写真

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 市町名 四日市市 継続

写真5 写真6

工事実施後② 「みえ森と緑の県民税市町交付金事業」シール

写真2

工事実施前 工事実施中①

工事実施中② 工事実施後①

写真3 写真4

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

〇配布チラシ

・写真以外に、事業効果や情報発信の内容がわかるその他資料がある場合は添付する。

・追加資料には、資料の説明を記載する。

継続

事業名 市民活動センター運営事業

７の（２）．その他資料

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 市町名 四日市市

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和 3 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】
 市⺠への事業のPRを⾏うことで、⾃主的な⾥⼭・⽵林整備を⾏う活動団体を増やし、持続的な管理に繋げて
いく。

 広く市⺠からの相談窓⼝となる市⺠センターに周知することで、本補助事業制度を市⺠に知ってもらう機会
を増やした。

2．事業実績概要

 市内の地域団体が⾃主的に⾥⼭や⽵林を整備する取組みに対して、事業費の一部を支援する。

 ⾃治会等の地域団体

 ３箇所

＜中村町⾃主防災クリーン隊＞事業費：228,610円 うち補助⾦：171,000円
＜⼭一⾥地・⾥⼭クラブ＞事業費：859,663円 うち補助⾦：500,000円
＜ネクストステップ研究会＞事業費：632,769円 うち補助⾦：474,000円

3．有効性【２つの基本⽅針である「災害に強い森林づくり」「県⺠全体で森林を支える社会づくり」を進める
うえで有効な取組であるか。】

 荒廃した⾥⼭や⽵林が再生され、憩いの場や安全性が確保されるとともに、生物多様性の保存に資すること
が期待できる。

 市内の⾥⼭保全活動団体等が地域住⺠の憩いの場としての利⽤や安全性の確保を目的として、⾃主的に⾥⼭
や⽵林を整備する取組みを支援して、持続的な活動に資することを目的とする。

事 業 費 1,721,042 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦ その他

1,145,000 576,042

1．事業の目的

7 ⾥⼭・⽵林環境保全支援事業

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 四日市市

番 号 事  業  名

資料２－２
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令和 3 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 継続

事 業 費 1,721,042 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦ その他

1,145,000 576,042

7 ⾥⼭・⽵林環境保全支援事業

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 四日市市

番 号 事  業  名

【実施⽅法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】
（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】 

【情報発信の内容】

7．写真及びその他資料
別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（⾃由記載）
HP掲載 実施後 みえ森と緑の県⺠税を活⽤した取組として、ホームページに掲載する。

6．情報発信度【みえ森と緑の県⺠税の事業成果や事業効果を広く県⺠に周知することで、「災害に強い森林づ
くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県⺠の理解が深められたか。】

補助事業 ⾃治会等 3/4以内 500,000

5．公益性【事業実施により、幅広い県⺠が受益を受けることができたか。また多くの県⺠に受益があるような
工夫がされているか。】
【受益者及び、期待する波及効果】

 荒廃した⾥⼭や⽵林を再生させることで市⺠生活の安全性や生物多様性を確保することができる。

【実施後の管理体制及び転⽤、目的外使⽤の規制等】

 当該地の転⽤規制等は困難であるが、適正利⽤について確認済みである。

受益者
期待する波及効果

中村町：約450名 平尾町：約625名 ⼭之一色町：約558名
倒⽵除去により下草刈りが可能、道路の見通しがよくなる等

 公募による実施
 活動内容が事業の内容に適合している⾃治会等に補助している。

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活⽤されたか。】

①実施⽅法
②主な委託先及び

補助対象者等
③補助率・
負担率等

④補助の上限及び
定額補助の額

備考

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 四日市市

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 ⾦額 備 考
事業費補助(⾃主防災クリーン隊) 件 1.00 228,610 228,610
事業費補助(ネクストステップ) 件 1.00 632,769 632,769
事業費補助(⼭一⾥地・⾥⼭クラブ) 件 1.00 859,663 859,663

1,721,042

２．暮らしに身近な森林づくり

⾥⼭・⽵林環境保全支援事業

４．効率性：主な経費内訳

合計

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真3 写真4

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 四日市 継続

事業名 里山・竹林環境保全支援事業

７の（１）．写真

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとす
る。（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併
載する場合は、同じ角度から撮影したものとす
る。

写真2

ネクストステップ　施行前写真
（メリノール学院駐車場正面から撮影）

ネクストステップ　施行後写真
（メリノール学院駐車場正面から撮影）

山一里地・里山クラブ　施行前
（山之一色町字茨谷１４４３）

山一里地・里山クラブ　施行後
（山之一色町字茨谷１４４３）

写真5 写真6

中村町自主防災クリーン隊　施行前
（中村町中山１５１０－１）

中村町自主防災クリーン隊　施行後
（中村町中山１５１０－１）

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和 3 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

 多数の⾃治体等が危険⽊の伐採に取り組むように、市⺠への事業のPRを⾏っていく。

 広く市⺠からの相談窓⼝となる市⺠センターに周知することで、本補助事業制度を市⺠に知ってもらう機会
を増やした。

2．事業実績概要

 ⾃治会等が実施する危険⽊等の伐採作業に対して、事業費の一部を支援する。

 ⾃治会等の地域団体

 松原連合⾃治会所有の聖武天皇社敷地内１か所

 危険⽊１本伐採

3．有効性【２つの基本⽅針である「災害に強い森林づくり」「県⺠全体で森林を支える社会づくり」を進める
うえで有効な取組であるか。】

 地域の安全性が確保される。

 地域において緑豊かで安全な生活環境を保全するため、土地所有者等に代わって⾃治会等が実施する道路沿
いの危険⽊等の伐採作業に対して支援する。

事 業 費 396,000 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦ その他

100,000 296,000

1．事業の目的

8 危険⽊等除去支援事業

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 四日市市

番 号 事  業  名

資料２－２
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令和 3 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 継続

事 業 費 396,000 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦ その他

100,000 296,000

8 危険⽊等除去支援事業

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 四日市市

番 号 事  業  名

【実施⽅法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】
（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】 

【情報発信の内容】

7．写真及びその他資料
別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（⾃由記載）
HP掲載 今後 みえ森と緑の県⺠税を活⽤した事業であることの周知を図る。

6．情報発信度【みえ森と緑の県⺠税の事業成果や事業効果を広く県⺠に周知することで、「災害に強い森林づ
くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県⺠の理解が深められたか。】

補助事業 ⾃治会等 3/4以内 100,000

5．公益性【事業実施により、幅広い県⺠が受益を受けることができたか。また多くの県⺠に受益があるような
工夫がされているか。】
【受益者及び、期待する波及効果】

 通⾏の支障またはおそれのある危険⽊を除去することで地域の安全性を確保することができる。

【実施後の管理体制及び転⽤、目的外使⽤の規制等】

 当該地の転⽤規制等は困難であるが、適正利⽤について確認済みである。

受益者
期待する波及効果

地域住⺠
約1,000名（松原町）

 公募による実施
 活動内容が事業の内容に適合している⾃治会等に補助している。

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活⽤されたか。】

①実施⽅法
②主な委託先及び

補助対象者等
③補助率・
負担率等

④補助の上限及び
定額補助の額

備考

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 四日市市

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 ⾦額 備 考
事業費補助(松原連合⾃治会) 件 1.00 396,000 396,000

２．暮らしに身近な森林づくり

危険⽊等除去支援事業

４．効率性：主な経費内訳

合計

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真3 写真4

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 四日市 継続

事業名 危険木等除去支援事業

７の（１）．写真

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとす
る。（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併
載する場合は、同じ角度から撮影したものとす
る。

写真2

施行前 施行後

写真5 写真6

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和 3 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

 伐採する地域の検討を早期から行う。

 ライフライン事業者、県と協議し効果の高い事前伐採地域を検討した。

2．事業実績概要

 台風などの倒木被害により、電気などのライフラインが寸断される恐れのある樹木を事前に伐採する。

 四日市市

 １箇所

 樹木伐採４８本 樹木枝払８本

3．有効性【２つの基本⽅針である「災害に強い森林づくり」「県⺠全体で森林を⽀える社会づくり」を進める
うえで有効な取組であるか。】

 ライフラインが寸断される恐れのある樹木を除去することで近隣住⺠の安全性が確保された。

 市内において、台風などの倒木被害により、電気などのライフラインが寸断される恐れのある樹木を事前に
伐採し、ライフラインの維持及び住⺠の⽣命や財産を守ることを目的にする。

事 業 費 6,245,800 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦ その他

1,360,900 200,550 4,684,350

1．事業の目的

9 災害からライフラインを守る事前伐採事業

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 四日市市

番 号 事  業  名

資料２－２
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令和 3 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 継続

事 業 費 6,245,800 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦ その他

1,360,900 200,550 4,684,350

9 災害からライフラインを守る事前伐採事業

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 四日市市

番 号 事  業  名

【実施⽅法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】
（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】 

【情報発信の内容】

7．写真及びその他資料
別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）
HP掲載 今後 みえ森と緑の県⺠税を活⽤した事業であることの周知を図る。

6．情報発信度【みえ森と緑の県⺠税の事業成果や事業効果を広く県⺠に周知することで、「災害に強い森林づ
くり」や「社会全体で森林を⽀える社会づくり」への県⺠の理解が深められたか。】

委託事業 造園業者 補助事業ではない

5．公益性【事業実施により、幅広い県⺠が受益を受けることができたか。また多くの県⺠に受益があるような
工夫がされているか。】
【受益者及び、期待する波及効果】

 ライフラインが寸断される恐れのある樹木を除去することで市⺠の安全性を確保することができる。

【実施後の管理体制及び転⽤、目的外使⽤の規制等】

 当該地の転⽤規制等は困難であるが、適正利⽤について確認済みである。

受益者
期待する波及効果

智積町：約1,800名   川島町北部：約1,200名
市⺠の安全性確保

 一般競争入札
 ２級以上の造園技能士又は街路樹剪定士を有する造園業者を参加資格とした。

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活⽤されたか。】

①実施⽅法
②主な委託先及び

補助対象者等
③補助率・
負担率等

④補助の上限及び
定額補助の額

備考

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 四日市市

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 ⾦額 備 考
樹木伐採 本 56.00 下記参照 2,553,390
運搬 m3 71.00 3,754 266,534
処分 t 28.00 13,000 364,000
諸経費 共通仮設 268,325

現場管理費 1,340,990
一般管理費 963,739
消費税 488,822

6,245,800

作 業 内 容 名 称 単位 数量 単価 ⾦額 備 考
枝払 本 8.00 50,000 400,000
幹周30㎝以上60㎝未満 本 13.00 12,780 166,140
幹周60㎝以上90㎝未満 本 13.00 23,410 304,330
幹周90㎝以上120㎝未満 本 14.00 38,000 532,000
幹周120㎝以上150㎝未満 本 4.00 84,230 336,920
幹周150㎝以上200㎝未満 本 4.00 203,500 814,000

計 2,553,390

２．暮らしに身近な森林づくり

災害からライフラインを守る事前伐採事業

４．効率性：主な経費内訳

合計

樹木伐採

事業費

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真5 写真6

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとす
る。（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併
載する場合は、同じ角度から撮影したものとす
る。

写真2

施行前 施行中

施行後

写真3 写真4

事業名 災害からライフラインを守る事前伐採事業

７の（１）．写真

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 四日市 継続

資料２－２
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桑名市

資料２－２
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第１１号様式（その１）（評価委員会資料）

１．基礎情報 （「三重県市町要覧（令和３年度版）」「令和２年度森林・林業統計書」より）
桑名市 三重県
138,976 1,771,855
13.1% 12.2%

2,960.03 372,119.91
2,871.36 348,600.78

22.0% 64.0%
9.2 10.4

２．令和３年度 みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠・加算枠）事業実績

小計 対策区分１ 対策区分２ 対策区分３ 対策区分４ 対策区分５ 基⾦積立

1 5 534,000 534,000 534,000

2 2 4,931,000 4,931,000 4,931,000

3 4 3,055,000 3,055,000 3,055,000

4 4 5,113,000 0 5,113,000

13,633,000 8,520,000 0 4,931,000 0 3,055,000 534,000 5,113,000

３．令和3年度 みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（連携枠）（防災枠）事業実績
事業量
(ha・m)

事業費
(円)

内交付⾦充
当額(円)

４．事業方針及び事業実施により期待される効果、情報発信への取組
事業方針

⺠有林⾯積(ha)＊２

令和３年度 みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 市町別総合評価シート

市町名
人口（人）

年少人口割合（％）＊１
森林⾯積(ha)

里山再生・竹林整備推進事業

学校の森 再生事業

みえ森と緑の県⺠税市町交
付⾦基⾦積立事業

番
号

対策
区分 事業名

森林率(%)
都市公園⾯積（㎡/人口）＊３

＊１：全人口に占める15歳未満の人の割合
＊２：国有林以外の森林（個人や法人が所有する私有林のほか、都道府県や市町村が所有する公有林も含みます。）
＊３：都市公園法に基づき国または地方公共団体が設置する都市公園及び都市計画区域外において都市公園に準じて設置されている特別地区公園

交付⾦充当額（円）（当年度交付⾦額＋基⾦活用額）

播磨２号緑地里山整備事業

事業費
（円）

 里山や竹林の整備に関わり、また整備された里山や竹林に触れることにより得られる癒しの効果を通して、人々の暮らしと森林環境との関わ
りに対する理解が深まった。

情報発信への取組

 現場での看板設置や、ポスター配置・チラシ・ホームページでの活動紹介など、事業活用の現場であること、県産材の活用であることを重点
的にアピールし情報共有を推進した。

森林再生力強化対策事業
災害からライフラインを守る事前伐採事業

 本市は木曽三川の河口部に位置し、森林率は約22％と、県平均と比較すると低い値となっている。林業活動はほとんど実施されていないが、
一方で古くからタケノコ生産が盛んであり、市内各地に竹林が存在している。しかし、近年は地域の森林への関心が低下し、十分な手入れが行
き届かず、荒廃した里山や竹林が増加傾向にある。このため本市では、みえ森と緑の県⺠税を活用し、市⺠団体と連携して⾝近な里山や竹林を
整備する活動を通じて「県⺠全体で森林を⽀える社会づくり」の推進に取り組む。

事業実施により期待される効果

計

事業区分 事業概要

流域防災機能強化対策事業

0%

58%
0%

36%

6%

対策区分別事業費割合★①-5、②-5

1

2

3

4

5

対策区分１

対策区分２

対策区分３

対策区分４

対策区分５

資料２－２
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第１１号様式（その１）（参考資料）
令和３年度森林環境譲与税事業の実績

1 ⑯ その他（木材・普及啓発関係） 4,400 4,400

事業
番号

事業カテゴリー
事業費

（千円） 内、譲与税（千円）

2 ⑲ 基金積立（木材利用等） 10,133 10,133

3

4

5

6

7

8

9

14,533

10

合計 14,533

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和3 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

1 播磨２号緑地里山整備事業

対策区分 ５．地域の身近な水や緑の環境づくり 桑名市

番 号 事  業  名

 荒廃した山を里山として山道などを整備し、緑の自然と身近にふれあう場を提供し、自然学習の場、地域活
性の場、健康づくりの場として利活用する。

事 業 費 534,000 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦ その他

534,000 0 0

1．事業の目的

・当事業により整備した里山における市内の小学校やボランティア団体による森林環境教育の実施
・里山散策路の開放

2．事業実績概要

 枯木・危険木の撤去、樹木の間伐、樹木剪定、剪定枝等をチップ化した木チップを利用した散策路の整備、
湧水(水路)の整備

桑名市

１箇所（播磨２号緑地内）

0.46ha

3．有効性【２つの基本⽅針である「災害に強い森林づくり」「県⺠全体で森林を⽀える社会づくり」を進める
うえで有効な取組であるか。】

・樹木の整理や沢の整備による土砂流出の防止
・危険な樹木を撤去し、公園利用者の安全確保や近隣住⺠の⽣活環境の保護
・緑の自然と身近にふれあう場、自然学習の場、地域活性の場、健康づくりの場としての利活用

 県⺠税利用の広報強化のため、ＨＰへの掲載やのぼりの設置、イベント時の県⺠税ＰＲといった周知に努め
た。

資料２－２
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令和3 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 継続

1 播磨２号緑地里山整備事業

対策区分 ５．地域の身近な水や緑の環境づくり 桑名市

番 号 事  業  名

事 業 費 534,000 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦ その他

534,000 0 0

【実施⽅法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】
（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】 

【情報発信の内容】

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施⽅法
②主な委託先及び

補助対象者等
③補助率・
負担率等

④補助の上限及び
定額補助の額

備考

6．情報発信度【みえ森と緑の県⺠税の事業成果や事業効果を広く県⺠に周知することで、「災害に強い森林づ
くり」や「社会全体で森林を⽀える社会づくり」への県⺠の理解が深められたか。】

委託事業 活動団体 補助事業ではない

5．公益性【事業実施により、幅広い県⺠が受益を受けることができたか。また多くの県⺠に受益があるような
工夫がされているか。】
【受益者及び、期待する波及効果】

市が管理する緑地であり、公益性があるため、

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

市が管理する緑地であり、該当しない。

受益者
期待する波及効果

幼児、小学⽣等緑地利用者
整備による安全確保や自然とのふれあいや自然学習を通じた啓発等

 委託先である「ホタルとなかまの会」は、現地でゲンジボタルの保護活動を行っている団体であり、市と播
磨2号緑地の利活用に関する協定を締結しているため。

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）
標識・標柱等設置 実施前・中・後 播磨2号緑地建屋・ゲート前に県⺠税を活用した事業である旨の看板を設置

のぼり設置 実施中 播磨２号緑地の建屋前にのぼりを設置。
HP掲載 実施前・中・後 ホタルとなかまの会ホームページに県⺠税を活用した事業である旨を記載

7．写真及びその他資料
別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 桑名市

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 ⾦額 備 考
人件費 時間 450.00 902 405,900 延べ180人×2.5H

諸雑費 式 1.00 128,100 燃料費、消耗品

534,000

５．地域の身近な水や緑の環境づくり

播磨２号緑地里山整備事業

４．効率性：主な経費内訳

合計

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

写真1 写真2

・当
事業

写真4

写真5 写真6

事業名 播磨２号緑地里山整備事業

７の（１）．写真

対策区分 ５．地域の身近な水や緑の環境づくり 市町名 桑名市 継続

写真5 写真6

里山散策路開放（６月） 実施中ののぼり設置

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとす
る。（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併
載する場合は、同じ角度から撮影したものとす
る。

写真2

木の伐採、除草(実施前、６月） 木の伐採、除草(実施後、６月）

木の伐採、除草(実施前、10月） 木の伐採、除草(実施後、10月）

写真3 写真4

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

〇ホタルとなかまの会ホームページ

継続

事業名 播磨２号緑地里山整備事業

７の（２）．その他資料

対策区分 ５．地域の身近な水や緑の環境づくり 市町名 桑名市

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和３ 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

2 里山再生・竹林整備推進事業

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 桑名市

番 号 事  業  名

 竹林整備を進めることで、里山の再生による自然環境及び生活環境の向上を目的とする。また、防災・減
災、獣害対策につなげるとともに、地元工業⾼校生による竹林整備、その他住⺠参画を促し、安全安⼼な森づ
くりの理解と森林環境教育の浸透を図る。

事 業 費 4,931,000 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦ その他

4,931,000

1．事業の目的

2．事業実績概要

 枯竹・倒木等の除去、雑草等の除去、竹の間伐、チップ化した竹散布による現場の整備

桑名市

４箇所（志知、力尾、芳ケ崎、播磨）

1.5ha

3．有効性【２つの基本⽅針である「災害に強い森林づくり」「県⺠全体で森林を⽀える社会づくり」を進める
うえで有効な取組であるか。】

 竹林の整備により周辺住⺠の生活環境が改善され、また、地域住⺠や生徒が竹林整備等を体験することによ
り、森林環境意識を醸成することにつながる。

 県⺠税事業であることの周知をより推進するため、のぼりの設置を増やした。

 整備した竹林は所有者や地域住⺠により管理することとし、環境保全のための意識づけをしていただく。
 また、地元工業⾼校生にも竹林整備の活動の体験学習をしてもらい、竹林整備の大切さや森林環境に対する
関⼼を⾼めた。

資料２－２
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令和３ 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 継続

2 里山再生・竹林整備推進事業

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 桑名市

番 号 事  業  名

事 業 費 4,931,000 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦ その他

4,931,000

【実施⽅法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】
（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】 

【情報発信の内容】

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施⽅法
②主な委託先及び

補助対象者等
③補助率・
負担率等

④補助の上限及び
定額補助の額

備考

6．情報発信度【みえ森と緑の県⺠税の事業成果や事業効果を広く県⺠に周知することで、「災害に強い森林づ
くり」や「社会全体で森林を⽀える社会づくり」への県⺠の理解が深められたか。】

委託事業 活動団体 補助事業ではない

5．公益性【事業実施により、幅広い県⺠が受益を受けることができたか。また多くの県⺠に受益があるような
工夫がされているか。】
【受益者及び、期待する波及効果】

 所有者の⾼齢化に伴う管理不全地について、公益関与の必要性は⾼いと考える。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】
 業務委託先との連携により、所有者へは今後の管理を継続的に実施し、転用、目的外使用がないよう依頼し
ている。

受益者
期待する波及効果

地域住⺠、タケノコ農家、生徒
生活環境の改善、森林環境意識の醸成

 市内唯一の竹林整備を専門とするNPO法人であり、市と共に「桑名竹取物語事業化協議会」において竹資源
の活用に取り組んでいるため。

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）
施工看板に掲示 実施中 実施中の整備箇所に掲示

のぼり設置 実施前・中・後 竹林整備の実施箇所や体験学習の実施時に設置する
ポスター掲示 実施前・中・後 市役所内に掲示

7．写真及びその他資料
別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 桑名市

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 ⾦額 備 考
委託料 地区賃整備業務 ha 1.50 2,993,333 4,499,000
需用費 修繕料 式 1.00 220,000 220,000 チッパー修繕

需用費 消耗品費 式 1.00 20,600 20,600 替刃

備品購入費 チェーンソー 台 4.00 47,850 191,400

4,931,000

２．暮らしに身近な森林づくり

里山再生・竹林整備推進事業

４．効率性：主な経費内訳

合計

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

写真1 写真2

写真5 写真6

事業名 里山再生・竹林整備推進事業

７の（１）．写真

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 桑名市 継続

写真5 写真6

桑名工業高校・授業風景 桑名工業高校・作業風景

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとす
る。（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併
載する場合は、同じ角度から撮影したものとす
る。

写真2

作業前（多度町力尾） 作業中（多度町力尾）

作業後（多度町力尾） 作業後（多度町力尾）

写真3 写真4

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和3 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 新規

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

 雑木林の整備を行い、ビオトープを整備することで周辺環境を改善するとともに、整備したビオトープを活
用して自然学習を行うことで学びの場を提供する。

・マップ・樹木札を設置し森林環境管理の重要性を説く。
・ビオトープ周辺で水辺の生き物や昆虫類の観察などの学習を行う。
・地域住⺠や及び幼児を対象に、樹林や水辺の生き物に関する学習会を開催する、

2．事業実績概要

・樹木の枯死、倒木等、荒廃がみられる雑木林内の整備作業、湿地の保全、安全対策としての歩道、フェンス
等の整備を行い、子供たちが安心安全に学習できる環境を整備する。
・整備後の雑木林とその周辺の環境がわかるよう、マップ・樹木札を設置し、子供たちが自発的に学習できる
環境を整備する。
・生息が確認されているヒメタイコウチ（桑名市天然記念物）、カスミサンショウウオ（三重県の絶滅危惧
種）、個体数の激減が危惧されるアキアカネ等の、希少生物の生息地の保全を行う。
・さらに、本事業に関連して、同校所属児童を対象、及び近隣地域幼児（年⻑児）及び周辺住⺠を対象とした
地域開放イベントとして、自然教室・生き物観察教室などを実施する。

桑名市

1箇所（津田学園小学校内）

雑木林の整備、歩道整備4箇所、ビオトープ整備1箇所、自然学習4回

3．有効性【２つの基本⽅針である「災害に強い森林づくり」「県⺠全体で森林を⽀える社会づくり」を進める
うえで有効な取組であるか。】

・環境の保全と再生を図りつつ、子供たち及び周辺住⺠が森林についての教育を受け、⾥⼭林の役割、維持管
理など自然の大切さなどを学ぶことが出来る。

 小学校敷地内の雑木林整備を行い、桑名市の自然文化的価値のある環境の保全と再生を図りつつ、子供たち
が森林についての教育を受け、⾥⼭林の維持管理など自然の大切さなどを学ぶことが出来る施設として整備す
る。

事 業 費 3,055,000 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦ その他

3,055,000

1．事業の目的

3 学校の森 再生事業

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 桑名市

番 号 事  業  名

資料２－２
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令和3 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 新規

事 業 費 3,055,000 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦ その他

3,055,000

3 学校の森 再生事業

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 桑名市

番 号 事  業  名

【実施⽅法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】
（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】 

【情報発信の内容】

7．写真及びその他資料
別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）
標識・標柱等設置 実施中・後 看板の設置（ビオトープのマップデザイン、樹木名ネームプレート）

6．情報発信度【みえ森と緑の県⺠税の事業成果や事業効果を広く県⺠に周知することで、「災害に強い森林づ
くり」や「社会全体で森林を⽀える社会づくり」への県⺠の理解が深められたか。】

補助事業 その他 10/10以内 3,055,000 学校法人津田学園

5．公益性【事業実施により、幅広い県⺠が受益を受けることができたか。また多くの県⺠に受益があるような
工夫がされているか。】
【受益者及び、期待する波及効果】

 当該地域には桑名市天然記念物であるヒメタイコウチなどが生息しており、希少生物の生息地を保全するた
め市の関与が必要である。また、この取組は近隣住⺠等にも自然の大切さなどを学ぶ場として利用されること
から、公益性があるため、公的関与が必要。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

 整備箇所については津田学園により管理を行い、学校敷地内であり転用等は行われない。

受益者
期待する波及効果

津田学園小学校児童及び近隣住⺠、幼児
学習会や生き物観察会を通じ、環境保全の重要性を周知する

 事業内容が児童・近隣住⺠の自然の大切さを学ぶことができる取組であり、県⺠税の目的と合致している。
 また、整備箇所は津田学園の敷地内であり、津田学園が行う事業を⽀援する形がふさわしい。

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施⽅法
②主な委託先及び

補助対象者等
③補助率・
負担率等

④補助の上限及び
定額補助の額

備考

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 桑名市

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 ⾦額 備 考
負担⾦、補助及び交付⾦ 学校の森再生事業交付⾦

ビオトープ拡張工事 m2 100.00 2,000 200,000 土砂撤去20m3含む

小学校敷地内の雑木林整備を行い、桑名市の自然文化的価値のある環境の保全と再生を図りつつ、子供たちが森林についての教育を受け、⾥⼭林の維持管理など自然の大切さなどを学ぶことが出来る施設として整備する。枯損木伐倒・除根 本 13.00 23,077 300,000
枯損木等チップ化 式 13.00 23,077 300,000
除草・外来種除去 m2 2000.00 150 300,000
木道・フェンス整備 m 50.00 14,000 700,000
砕石 kg 500.00 200 100,000
看板設置 式 1.00 200,000 200,000 大看板1・樹名板40

傾斜地歩道整備 ｍ 150.00 3,333 500,000
転落防止柵 m 30.00 10,000 300,000
水生植物整備 式 1.00 100,000 100,000
学習会講師謝礼 回 5.00 5,000 25,000
飼育用品購入 式 1.00 30,000 30,000 クヌギマット他

3,055,000

４．森と人をつなぐ学びの場づくり

学校の森 再生事業

４．効率性：主な経費内訳

合計

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真5 写真6

ビオトープ看板設置 自然学習風景

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとす
る。（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併
載する場合は、同じ角度から撮影したものとす
る。

写真2

雑木林整備前 雑木林整備後

ビオトープ整備前 ビオトープ整備後

写真3 写真4

事業名 学校の森　再生事業

７の（１）．写真

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 市町名 桑名市 新規

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

ビオトープ案内地図看板

新規

事業名 学校の森　再生事業

７の（２）．その他資料

対策区分 ５．地域の身近な水や緑の環境づくり 市町名 桑名市

資料２－２
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鈴鹿市

資料２－２
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第１１号様式（その１）（評価委員会資料）

１．基礎情報（平成30年度版三重県市町要覧による）

市町名 三重県

195,789 1,782,190

12.9% 12.4%

3,584.17 372,352.55

3,408.37 348,833.49

18.0% 64.0%

9.8 10.1

２．令和３年度　みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠・加算枠）事業実績

小計 対策区分１ 対策区分２ 対策区分３ 対策区分４ 対策区分５ 基金積立

1 2 596,200 596,200 596,200

2 3 100,000 100,000 100,000

3 2 2,948,000 737,000 737,000

4 5 4,374,000 3,278,000 3,278,000

5 5 722,000 722,000 722,000

6 3 1,309,000 1,309,000 1,309,000

7 4 2,420,000 2,000,000 2,000,000

8 5 2,500,000 2,000,000 2,000,000

9 3 770,000 770,000 770,000

10 4 877,800 877,800 877,800

11 4 2,200,000 2,200,000 2,200,000

12 2,323,000 2,323,000 2,323,000

21,140,000 16,913,000 0 1,333,200 2,179,000 5,077,800 6,000,000 2,323,000

３．令和３年度　みえ森と緑の県民税市町交付金（連携枠）（防災枠）事業実績

事業量

(ha・m)

事業費

(円)

内交付金充

当額(円)

6本 2,948,000 737,000

森林再生力強化対策事業

災害からライフラインを守る事前伐採事業

流域防災機能強化対策事業

暮らしを守る森林保全事業

森林環境教育支援事業

災害からライフラインを守る事前伐採
事業

ふるさとの木（名木古木）保存活用事
業補助事業

国体スタッフ木製記念品配布事業

図書館木製備品購入事業

公立保育所及び公立幼稚園棚等設置事
業

みえ森と緑の県民税市町交付金基金積
立事業

計

事業区分 事業概要

番

号

対策

区分
事業名

事業費

（円）

　　　令和３年度　みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業　市町別総合評価シート

市町名

人口（人）

年少人口割合（％）＊１

森林面積(ha)

民有林面積(ha)＊２

森と緑の生涯学習事業

ほたるの里森林及び生物観察用橋設置
事業

馬場公園木製休憩所設置事業

緑と人を育む　長太の大楠再生プロ
ジェクト

森林率(%)

都市公園面積（㎡/人口）＊３

＊１：全人口に占める15歳未満の人の割合

＊２：国有林以外の森林（個人や法人が所有する私有林のほか、都道府県や市町村が所有する公有林も含みます。）

＊３：都市公園法に基づき国または地方公共団体が設置する都市公園及び都市計画区域外において都市公園に準じて設置されている特別地区公園

交付金充当額（円）（当年度交付金額＋基金活用額）

0%

9%

15%

35%

41%

対策区分別事業費割合 ★①-5、②-5

1

2

3

4

5

対策区分１

対策区分２

対策区分３

対策区分４

対策区分５

資料２－２
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４．事業方針及び事業実施により期待される効果、情報発信への取組

事業方針

　生涯学習事業は，地域が主体となり小学生を中心とした子どもと保護者に対し様々な趣向を凝らした森林学習を行っており，参加者のアンケー

ト等からも大変好評をいただいている事業であり，森林環境教育への理解を深めることができた。新型コロナウイルス感染症の拡大によりイベン

トは中止となったが，県産材を活用した備品整備によって，未就学児や児童・生徒を始めとする様々な市民の方が，森林や木材について学び，ふ

れあい，関係を深めることができた。

　今年度，初めて実施した災害からライフラインを守る事前伐採事業は，台風等による倒木により停電を起こす可能性がある危険木を事前に伐採

することで，地域住民の安心・安全の確保につながった。

情報発信への取組

　事業の実施前においては，市広報やHP，SNS等を活用し，みえ森と緑の県民税の活用について周知を図った。また，本事業に関する竣工式や

イベント等の主催者挨拶では，みえ森と緑の県民税活用事業であることを周知し，可能な限り市政記者クラブへの情報提供も行った。

事業実施の際は，県民税リーフレットの配布や県民税旗を掲出するなど，周知に努めた。

また，県民税の県内での活用事例紹介や森林のもつ多様性についての紹介展示を市民ギャラリーにて実施し，来庁者への情報発信を行った。

　本市は，東に伊勢湾，西に鈴鹿山脈があり，市の中央には鈴鹿川が流れる，豊かな自然環境の下で発展してきた都市です。この恵まれた自然環

境は，市民生活や経済活動に多大な恩恵をもたらしており，美しい風景や豊かな生態系は，本市にとって貴重な財産であるともいえます。

　このことを踏まえ，みえ森と緑の県民税市町交付金を活用し，市民に親しまれている海岸林の保全や，利用頻度の高い公共施設等への県産材利

用を通じ，多くの市民が森林の恩恵を享受することができ，森や緑の大切さを学ぶ機会を設け，県民全体で森林を支える社会づくりを推進する事

業を進めていきます。

事業実施により期待される効果

資料２－２
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第１１号様式（その１）（参考資料）

令和３年度森林環境譲与税事業の実績

【記載要領】

ア． 事業カテゴリーの欄は下記の項目から該当するものを選択し記載するものとする。

① 意向調査の準備作業

② 意向調査

③ 私有林整備

④ 公有林整備（財産区有林含む）

⑤ 森林保護対策

⑥ 林道・林専道の整備等

⑦ その他（森林整備）

⑧ 担い手確保

⑨ 林業就業者の育成

⑩ 専門員の雇用

⑪ 新たな組織の設立

⑫ その他（人材育成等）

⑬ 木造公共建築物の整備等

⑭ 木質バイオマス利用推進

⑮ 森林・林業・木材普及活動等

⑯ その他（木材・普及啓発関係）

⑰ 基金積立（森林整備等）

⑱ 基金積立（人材育成等）

⑲ 基金積立（木材利用等）

⑳ 基金積立（執行残額等）

事業カテゴリーの項目

10

合計 19,757 19,757

8

9

6

7

4 ⑰ 基金積立（森林整備等） 15,181 15,181

5

2 ② 意向調査 1,287 1,287

3 ① 意向調査の準備作業 3,058 3,058

1 ⑫ その他（人材育成等） 231 231

事業

番号
事業カテゴリー

事業費

（千円） 内、譲与税（千円）

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和３ 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

1 暮らしを守る森林保全事業

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 鈴鹿市

番 号 事　　業　　名

　本市東部には伊勢湾に面する長い海岸があり，そこに植生する松林が防潮・防風・飛砂防止・津波軽減など

の働きにより周辺住民の暮らしを守っている。しかし，病害虫被害で枯松化が拡大し，台風時の倒木や枝の飛

散等での住居や人身への被害が懸念されている。このような状況を改善するため，人家周辺における病害虫被

害木を積極的に伐採・駆除することで海岸林の維持保全を行い，通行の安全や住民の暮らしの安全を確保す

る。

事　業　費 596,200 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

596,200

1．事業の目的

　定期的に被害状況を確認し，必要に応じて特別伐倒駆除を行った。また，効果的に病害虫による被害を軽減

するため，計画的に樹幹注入を行った。

2．事業実績概要

　海岸林や人家周辺の病害虫被害木の伐倒・駆除及び樹幹注入を実施した。

　鈴鹿市

　1箇所（東磯山緑地（市有地））

　特別伐採駆除：13本，樹幹注入：60本（対象木12本）

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県民全体で森林を支える社会づくり」を進める

うえで有効な取組であるか。】

　人家周辺における病害虫被害木の伐採・駆除，さらに樹幹注入を実施することで，台風時の倒木や枝の飛散

等での住居や人身への被害防止や病害虫被害の拡大阻止につなげ，通行の安全や住民の暮らしの安全を確保す

ることができた。

　樹木医に定期的に助言いただき，樹幹注入の必要な松の検討，松枯れの原因の究明等を行い，効果的に海岸

林の維持保全を行った。

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

資料２－２
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令和３ 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

1 暮らしを守る森林保全事業

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 鈴鹿市

番 号 事　　業　　名

事　業　費 596,200 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

596,200

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】

（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】　

【情報発信の内容】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等

③補助率・

負担率等

④補助の上限及び

定額補助の額
備考

6．情報発信度【みえ森と緑の県民税の事業成果や事業効果を広く県民に周知することで、「災害に強い森林づ

くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県民の理解が深められたか。】

委託事業 造園業者 補助事業ではない

5．公益性【事業実施により、幅広い県民が受益を受けることができたか。また多くの県民に受益があるような

工夫がされているか。】

【受益者及び、期待する波及効果】

　事業地は市有地であることから，公的関与が必須である。また，事業地周辺は，松くい虫による病害虫被害

により，台風時に倒木や枝の飛散等での住居や人身への被害が懸念され，本事業によって周辺住民に対し安

心・安全な住環境を寄与できることから，公的関与が必要である。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

　市管理地のため、転用等が想定されず、該当しない。

受益者

期待する波及効果

東磯山緑地付近の住民（約500世帯，約1,000人）

広報やHP,事業看板等により本事業を知った住民に県民税の理解が深まる

病害虫被害木の伐採、樹幹注入には専門的な知識・技術が必要なことから、造園業者を選定。

随意契約（２者見積）

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）

施工看板に掲示 実施中 伐倒及び樹幹注入実施箇所・周辺住民・県民税の活用について

広報誌掲載 実施後 広報すずかに掲載

7．写真及びその他資料

別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

周辺住民から感謝されるとともに，今後も継続して適正な維持管理をしていくよう依頼を受けた。

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 鈴鹿市

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

伐倒破砕 伐倒、搬出、運搬含む 本 13.00 23,015.4 299,200

樹幹注入
アンプル（マツガード

60cc入り）
本 60.00 4,950 297,000 対象木12本

596,200

２．暮らしに身近な森林づくり

暮らしを守る森林保全事業

４．効率性：主な経費内訳

合計

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

事業名 暮らしを守る森林保全事業

７の（１）．写真

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 鈴鹿市 継続

写真5 写真6

樹幹注入１ 樹幹注入２

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとする。
（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併載
する場合は、同じ角度から撮影したものとする。

写真2

伐倒破砕１（作業前） 伐倒破砕１（作業後）

伐倒破砕２（作業前） 伐倒破砕２（作業後）

写真3 写真4

資料２－２

6－8



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

広報すずか掲載文

継続

事業名 暮らしを守る森林保全事業

７の（２）．その他資料

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 鈴鹿市

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和３ 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

2 森林環境教育支援事業

対策区分 ３．森を育む人づくり 鈴鹿市

番 号 事　　業　　名

　自然環境の保全、森林環境教育、緑化活動（森林環境教育を伴う）等を実施する住民団体に対し、その活動

に要する経費の一部を補助することにより、住民による自発的な森林づくり活動を支援する。

事　業　費 100,000 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

100,000

1．事業の目的

　HPに掲載し、広く周知を行った。また、森林環境の保全と共生する文化の創造に寄与する活動を実施する団

体には、個別に補助金の趣旨を説明し、県民税の理解を深めてもらった。

2．事業実績概要

　鈴鹿市補助金等交付規則及び鈴鹿市緑の未来づくり事業補助金交付要領に基づき補助金を１団体に交付し

た。実施主体は、補助金を利用して、森林を市民で守り育てる意識の醸成に寄与する活動（県産材を使った子

ども向けの木工工作教室等）を開催した。

住民団体

市内3箇所（土師町、社会福祉協議会、市立図書館）

木工教室１回、植樹・植栽３回

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県民全体で森林を支える社会づくり」を進める

うえで有効な取組であるか。】

　住民団体等が実施する活動に対し補助金を交付することで、市民・行政がそれぞれの特性を生かした取組み

が期待できる。また、住民団体による自発的な森林づくり活動の支援を通じ、住民の森林環境への意識の向上

が期待できる。

　活動内容を広く情報発信（HP、広報、SNS等）していくことで、参加団体のみならず、多くの市民等に県民

税の活用を周知し森林環境意識の向上へつながった。

資料２－２
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令和３ 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

2 森林環境教育支援事業

対策区分 ３．森を育む人づくり 鈴鹿市

番 号 事　　業　　名

事　業　費 100,000 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

100,000

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】

（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】　

【情報発信の内容】

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等

③補助率・

負担率等

④補助の上限及び

定額補助の額
備考

6．情報発信度【みえ森と緑の県民税の事業成果や事業効果を広く県民に周知することで、「災害に強い森林づ

くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県民の理解が深められたか。】

補助事業 活動団体 3/4以内
1事業につき上

限10万円

5．公益性【事業実施により、幅広い県民が受益を受けることができたか。また多くの県民に受益があるような

工夫がされているか。】

【受益者及び、期待する波及効果】

　三重県産材を利用した木工教室は、子どもが木に触れあい、木の良さを知る学びの場となり、県民税の趣旨

に沿うもので、公益性が高く、公的関与が妥当と判断した。また、公共施設周辺に植樹・植栽は、良好な景観

を形成でき、緑とのふれあいを通して、地域住民の緑に対する意識向上につながると判断した。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

施設整備等ではなく、転用や目的外使用は想定されない。

受益者

期待する波及効果

木工教室参加者、図書館・社会福祉協議会利用者

木工教室に参加する保護者、植樹に参加したボランティア、SNS等の閲覧者

　事前に提出される「事業実施計画書」及び「収支計画書」を審査し、補助金に定める森を育む人

づくり事業（木に触れ合う契機を創り出す活動で、森林を大切に思い、育む人づくりにつながるも

のをいう。）及び緑の環境づくり事業（植樹、植栽等、緑の空間創造につながるものをいう。）に

該当する団体を選定した。

広報誌掲載 実施後 広報すずかに掲載した。

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）

のぼり設置 実施中 イベント実施中に、のぼりを設置した。

7．写真及びその他資料

別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

　木工教室参加者からは、「木のあたたかみがあるプランターを自分で作ることができて嬉しい。」。植樹・

植栽参加者からは、「鈴鹿産の苗木で花壇が明るくなり、緑に触れあえる空間となった」等の意見が寄せられ

た。

チラシ等配布 実施前 住民団体が作成したチラシに、県民税を活用した趣旨を掲載した。

その他 実施前・中・後 住民団体のSNSで、県民税を利用した旨を掲載し、タグ付けした。

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 鈴鹿市

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

環境教育を実施

する団体への補

助

事業補助金（補助率

3/4）
団体 1.00 100,000 100,000

苗木代，材木代（三

重県産材），土・肥

料代，会場費，講師

代，消耗品費

100,000

３．森を育む人づくり

森林環境教育支援事業

４．効率性：主な経費内訳

合計

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

事業名 森林環境教育支援事業

７の（１）．写真

対策区分 ３．森を育む人づくり 市町名 鈴鹿市 継続

写真5 写真6

鈴鹿産サツキ等の植樹・植栽
（図書館前）

鈴鹿産サツキ等の植樹・植栽
（図書館前）

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとする。
（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併載
する場合は、同じ角度から撮影したものとする。

写真2

県産材を使った子ども向けの木工工作教室 県産材を使った子ども向けの木工工作教室

鈴鹿産サツキ等の植樹・植栽
（社会福祉協議会前）

鈴鹿産サツキ等の植樹・植栽
（社会福祉協議会前）

写真3 写真4

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

広報すずか掲載文

住民団体のSNSで，もりと緑の県民
税を利用している旨を発信しまし
た。

継続

事業名 森林環境教育支援事業

７の（２）．その他資料

対策区分 ３．森を育む人づくり 市町名 鈴鹿市

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和３ 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
新規

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

3 災害からライフラインを守る事前伐採事業

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 鈴鹿市

番 号 事　　業　　名

　台風などの倒木被害により，電気などのライフラインが寸断される恐れのある樹木を事前に伐採することで

ライフラインを保全する。

事　業　費 2,948,000 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

737,000 2,211,000

1．事業の目的

　市・県・ライフライン事業者の三者で，相互の連携による事業の円滑な実施を目的とした協定を締結し，こ

の協定に基づき，三者が構成員となった協議会を設置し，市が作成する事業計画についての協議や他事業との

調整等を行い，事業を進める。

2．事業実績概要

　過去に台風等が原因の倒木により停電被害があった箇所にある危険木について，地権者の了解の下，事前に

伐採し，倒木による停電被害を予防する。

鈴鹿市

１か所（国府町）

危険木6本の伐採

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県民全体で森林を支える社会づくり」を進める

うえで有効な取組であるか。】

　台風等による倒木により停電を起こす可能性がある危険木を事前に伐採することにより，停電被害を未然に

防ぐことができる。

　工事施工中に県民税を活用した事業である旨を記した工事看板を設置し，また，周辺住民に対して回覧板を

回覧し，県民税を活用した事業であることを周知するとともに，森林の適正管理等についての意識熟成を図

る。

資料２－２
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令和３ 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
新規

3 災害からライフラインを守る事前伐採事業

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 鈴鹿市

番 号 事　　業　　名

事　業　費 2,948,000 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

737,000 2,211,000

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】

（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】　

【情報発信の内容】

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等

③補助率・

負担率等

④補助の上限及び

定額補助の額
備考

6．情報発信度【みえ森と緑の県民税の事業成果や事業効果を広く県民に周知することで、「災害に強い森林づ

くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県民の理解が深められたか。】

委託事業 建設業者 補助事業ではない

5．公益性【事業実施により、幅広い県民が受益を受けることができたか。また多くの県民に受益があるような

工夫がされているか。】

【受益者及び、期待する波及効果】

　台風等の影響により電線等のライフラインを寸断する恐れのある樹木を事前に伐採する事業は，非常に公益

性が高く，公的関与が妥当である。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

　施設整備等ではなく，転用や目的外使用は想定されない。

受益者

期待する波及効果

国府地区住民　約11,000人

広報やHP等を見た市民が本事業の内容を知ることで，県民税の理解を深める。

　ライフライン沿いの伐採作業であり、伐採に高度な技術が必要かつ実施箇所に精通している必要があること

から、鈴鹿市に入札参加資格登録している土木一式の届出がある近隣業者を選定。

指名競争入札により選定。

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）

施工看板に掲示 実施中 工事施工箇所・周辺住民・県民税の活用について

回覧板・掲示板 実施前 工事施工箇所周辺地域・周辺住民・工事実施及び県民税の活用について

広報誌掲載 実施後 広報すずか（ミニ特集）・市民・県民税の活用について

7．写真及びその他資料

別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

　住民説明会の場で，地域住民からは，「近年の異常気象により，倒木の影響による停電のニュースを見て，

不安に感じていたので，事前に伐採してもらうのは暮らしの安心につながる。」との意見が寄せられました。

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 鈴鹿市

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

危険木伐採 樹木伐採費 本 6.00 204,833.3 1,229,000

危険木伐採 運搬費・処分費 本 6.00 60,500 363,000

危険木伐採 諸経費 本 6.00 226,000 1,356,000

2,948,000

２．暮らしに身近な森林づくり

災害からライフラインを守る事前伐採事業

４．効率性：主な経費内訳

合計

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

事業名 災害からライフラインを守る事前伐採事業

７の（１）．写真

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 鈴鹿市 新規

写真5 写真6

住民説明会（県民税の趣旨を説明）

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとする。
（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併載
する場合は、同じ角度から撮影したものとする。

写真2

着工前① 完成①

着工前② 完成②

写真3 写真4

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

広報すずか掲載文地元回覧文

新規

事業名 災害からライフラインを守る事前伐採事業

７の（２）．その他資料

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 鈴鹿市

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和3 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

4 ふるさとの木（名木古木）保存活用事業補助事業

対策区分 ５．地域の身近な水や緑の環境づくり 鈴鹿市

番 号 事　　業　　名

　衰退の兆候が見られる市内にある天然記念物や地域緑化のシンボルとなっている樹木について、所有者（地

元住民）自身が主体的に樹木健康診断や樹勢回復等を行うことで，地域の文化財として保護し，将来にわたり

地域で森林環境教育を行う学びの場となることを目的とする。

事　業　費 4,374,000 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

3,278,000 0 1,096,000

1．事業の目的

　本樹木を中心とした本事業を実施するにあたり，市政記者クラブへ情報提供したことで，新聞取材もあり，

本樹木の地域における重要性を再確認することができた。また，所有者及び地域の方に対し，樹木医から本樹

木の状況や森林の持つ多面的機能についても説明したことで，学ぶ機会を提供することができた。

　また，稲生山の躑躅については，事業実施前に，地元のまちづくり協議会に樹木医による樹木環境教育を行

い，本樹木に対する関心を高めることができた。

2．事業実績概要

　ふるさとの木（市内の天然記念物や地域緑化のシンボルとなっている樹木及び樹木群）の所有者等が樹木診

断及び樹木治療等を実施するための経費に対し補助することで，ふるさとの木の所有者等の主体的に保存する

行動につなげる。また，地域のシンボルとして地域の様々な世代が地域の森林や樹木とふれあう場を提供し，

地域全体で緑を守り育てる意識を醸成し，地域の宝として，大切にする活動へとつなげていく。

　ふるさとの木の所有者

　2か所（地蔵大マツ，稲生山の躑躅）

　2か所

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県民全体で森林を支える社会づくり」を進める

うえで有効な取組であるか。】

　事業実施当日は，所有者や地域の方を含め，多くの方が見守る中実施された。所有者及び地域の方に対し，

樹木医から本樹木の状況や森林の持つ多面的機能についても説明し，学ぶ機会を提供することができた。

　本事業が２年目となり，浸透してきたことから，事業個所を２箇所に増やした。また，地蔵大マツについ

て，支柱設置や精密検査など，新たな処置等を行った。

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

資料２－２

6－20



令和3 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

4 ふるさとの木（名木古木）保存活用事業補助事業

対策区分 ５．地域の身近な水や緑の環境づくり 鈴鹿市

番 号 事　　業　　名

事　業　費 4,374,000 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

3,278,000 0 1,096,000

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】

（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】　

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等

③補助率・

負担率等

④補助の上限及び

定額補助の額
備考

補助事業 個人 3/4以内 2,000,000

5．公益性【事業実施により、幅広い県民が受益を受けることができたか。また多くの県民に受益があるような

工夫がされているか。】

【受益者及び、期待する波及効果】

　樹木所有者の負担のみで，公財産でもある指定文化財を保護することは，経済的にも人的にも非常に困難で

あり，公的関与は必要である。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

　日常管理を含め，所有者が管理していく。なお，県指定天然記念物であることから，転用しない。

受益者

期待する波及効果

ふるさとの木の所有者及びふるさとの木の保存活用に関する取り組みに参加

した地域住民

所有者や地域の方を含め，多くの方が見守る中実施された。所有者及び地域

の方に対し，樹木医から本樹木の状況や森林の持つ多面的機能についても説

明し，学ぶ機会を提供することができる。

　地蔵大マツは，所有者である西玉垣町自治会が，積極的に樹勢回復事業に関わってきた。しかしながら，令

和元年8月・令和2年1月に，当該樹木の腐朽が原因とみられる枝折れが発生した。更に令和３年１月に枝折れ

が発生したため，引き続き緊急に対応が必要と考えられた。

　稲生山の躑躅は，ツツジの樹勢衰弱の要因となっている日照阻害木を伐採し，躑躅の生育環境の改善整備が

必要であり，山林管理及び倒木による線路への被害を防止する必要がある。以前から地元から要望があり，近

年の気候変動や台風の影響等から倒木の可能性が高く，線路への影響等から緊急性が高いと判断し，以上の理

由により選定した。

資料２－２
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令和3 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

4 ふるさとの木（名木古木）保存活用事業補助事業

対策区分 ５．地域の身近な水や緑の環境づくり 鈴鹿市

番 号 事　　業　　名

事　業　費 4,374,000 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

3,278,000 0 1,096,000

【情報発信の内容】

6．情報発信度【みえ森と緑の県民税の事業成果や事業効果を広く県民に周知することで、「災害に強い森林づ

くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県民の理解が深められたか。】

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）

標識・標柱等設

置
実施中 敷地内看板に，県民税事業であることを記載し，周知した。

TV（行政チャン

ネル等）
実施前・中・後

地蔵大マツについて事業実施前に市政記者クラブに本事業の実施について

記者提供し，後日掲載された。また，テレビ局から当日の取材を受け，後

日放送された。

その他 実施前
稲生山の躑躅について所有者である神社に対し，実施前に本事業が県民税

を活用し，実施していることを説明した。

7．写真及びその他資料

別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

　見学者からは，「親しみのある地蔵大マツの治療ができてよかった。樹木医さんの話で，森林の多面性が理

解できた」等の声が寄せられた。

広報誌掲載 実施後 広報すずかに掲載。

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 鈴鹿市

事業名

地蔵大松

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

補助事業 危険枝除去 式 1.00 215,000 215,000

補助事業 害虫駆除作業 式 1.00 272,000 272,000

補助事業 精密機器による診断・調査 式 1.00 400,000 400,000

補助事業 支柱設置費用 式 1.00 600,000 600,000

補助事業 調査・計測費用 式 1.00 200,000 200,000

補助事業 診断調査報告書費用 式 1.00 400,000 400,000

補助事業 諸経費 式 1.00 337,545 337,545

補助事業 消費税 242,455

2,670,000

稲生山の躑躅

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

補助事業 危険木の伐採 式 1.00 1,549,091 1,549,091 伐採28本，枝打ち7本

154,909

1,704,000合計

５．地域の身近な水や緑の環境づくり

ふるさとの木（名木古木）保存活用事業補助事業

４．効率性：主な経費内訳

合計

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

事業名 ふるさとの木（名木古木）保存活用事業補助事業

７の（１）．写真

対策区分 ５．地域の身近な水や緑の環境づくり 市町名 鈴鹿市 継続

写真5 写真6

支柱の設置の様子（地蔵大マツ）

写真2

工事の様子（地蔵大マツ） 薬剤注入の様子（地蔵大マツ）

枝の除去作業（地蔵大マツ） 精密診断の様子（地蔵大マツ）

写真3 写真4

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真3 写真4

対策区分 ５．地域の身近な水や緑の環境づくり 市町名 鈴鹿市 継続

事業名 ふるさとの木（名木古木）保存活用事業補助事業

７の（１）．写真

写真2

伐採の様子（稲生山の躑躅） 伐採の様子（稲生山の躑躅）

施工前の写真 施工後の写真

写真5 写真6

施工前の写真 施工後の写真

資料２－２

6－25



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

中日新聞記事

・写真以外に、事業効果や情報発信の内容がわかるその他資料がある場合は添付する。

・追加資料には、資料の説明を記載する。

広報すずか掲載文

継続

事業名 ふるさとの木（名木古木）保存活用事業補助事業

７の（２）．その他資料

対策区分 ５．地域の身近な水や緑の環境づくり 市町名 鈴鹿市

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和3 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

　より多くの人に関心を持ってもらうため，SNSで発信した。

　本事業を実施する前に，地域の小学校で，地元保存会と樹木医による樹木環境教育を行い，本樹木に対する

関心を高めることができた。

2．事業実績概要

　長太の大楠に樹木診断及び樹木治療等のための土壌改良を実施。

　鈴鹿市

　1か所

　1か所

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県民全体で森林を支える社会づくり」を進める

うえで有効な取組であるか。】

　本樹木を中心とした本事業を実施するにあたり，市政記者クラブへ情報提供したことで，新聞による取材も

あり，本樹木の地域における重要性を再確認できた。また，地域の方に対し，樹木医から本樹木の状況ついて

説明し，学ぶ機会を提供することができ、地域の様々な世代が地域の樹木に関心を持ち，地域全体で緑を守り

育てる意識を醸成し，保全する活動へとつなげられた。

　地域緑化のシンボルとなっている長太の大楠（なごのおおくす）は，近年，周辺環境の変化や塩害，落雷等

の影響により衰退の兆候が見られてきた。地域住民から愛され，市のランドマークでもある長太の大楠の樹木

健康診断や樹勢回復等を行うことで，身近な樹木に対する関心をさらに高め，将来にわたって地域で森林環境

教育を行う学びの場となることを目的とする。

事　業　費 722,000 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

722,000

1．事業の目的

5 緑と人を育む　長太の大楠(なごのおおくす)再生プロジェクト

対策区分 ５．地域の身近な水や緑の環境づくり 鈴鹿市

番 号 事　　業　　名

資料２－２
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令和3 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

事　業　費 722,000 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

722,000

5 緑と人を育む　長太の大楠(なごのおおくす)再生プロジェクト

対策区分 ５．地域の身近な水や緑の環境づくり 鈴鹿市

番 号 事　　業　　名

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】

（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】　

【情報発信の内容】

7．写真及びその他資料

別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

その他 実施前・中・後
事業実施前に市政記者クラブに本事業の実施について記者提供し，当日の

取材を受け，後日掲載された。

広報誌掲載 実施後 広報すずかに掲載

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）

のぼり設置 実施中 敷地内にのぼりを設置し，県民税事業であることを記載し，周知した。

6．情報発信度【みえ森と緑の県民税の事業成果や事業効果を広く県民に周知することで、「災害に強い森林づ

くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県民の理解が深められたか。】

委託事業 その他 補助事業ではない 樹木医

5．公益性【事業実施により、幅広い県民が受益を受けることができたか。また多くの県民に受益があるような

工夫がされているか。】

【受益者及び、期待する波及効果】

　市が管理団体に指定されているため適切

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

　日常管理については，保存会が管理していく。なお，県指定天然記念物であることから，転用されない。

受益者

期待する波及効果

樹木の保存活用にかかる取組に関わった地域の児童・生徒並びに地域住民

当該樹木を地域の宝として守ろうとする意識を高めることができる。

　　高い専門性をもった樹木医による適切な樹勢回復措置が必要であるため，委託事業は適切である。

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等

③補助率・

負担率等

④補助の上限及び

定額補助の額
備考

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 鈴鹿市

事業名

樹勢回復作業業務委託（土壌改良）

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

土壌改良作業 樹木医費用 人 2.00 40,000 80,000

土壌改良作業 造園技術者 人 8.00 25,000 200,000

土壌改良作業 エアスコップ他機材 式 1.00 100,000 100,000

土壌改良作業 バックフォー 日 2.00 30,000 60,000

土壌改良作業 土壌改良資材 式 1.00 200,000 200,000

土壌改良作業 諸経費 式 1.00 16,364 16,364

656,364

65,636

722,000

５．地域の身近な水や緑の環境づくり

緑と森を育む　長太の大楠再生プロジェクト

４．効率性：主な経費内訳

合計

小計

消費税

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真5 写真6

落雷数年後に起きた樹皮剥がれ 落雷数年後に発生した樹皮の傷

写真2

長太の大楠（全景） エアスコップを使用した土壌改良

バックフォーによる作業 施肥後，エアスコップを使用した作業

写真3 写真4

事業名 緑と人を育む　長太の大楠(なごのおおくす)再生プロジェクト

７の（１）．写真

対策区分 ５．地域の身近な水や緑の環境づくり 市町名 鈴鹿市 継続

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

中日新聞記事

・写真以外に、事業効果や情報発信の内容がわかるその他資料がある場合は添付する。

・追加資料には、資料の説明を記載する。

広報すずか掲載文

継続

事業名 緑と人を育む　長太の大楠(なごのおおくす)再生プロジェクト

７の（２）．その他資料

対策区分 ５．地域の身近な水や緑の環境づくり 市町名 鈴鹿市

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和3 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
新規

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

　木材の調達にあたり地域材を使用することで、地域の森づくりへの理解を深めた。また，高校生等の若年者

を対象とすることで，森林や緑を大切に思い・育むといった森林教育がなされた。

　木製コースター配布に当たり，記念品の意味及び県民税活用事業であることの説明書を同封し，木材の良さ

や県民税について周知した。

2．事業実績概要

　三重とこわか国体・三重とこわか大会にスタッフとして携わる予定であった県内の高校生等を対象に，県産

材を使用して制作した木製コースターを記念品として配布した。コースターは日用品であり，かつ鈴鹿市オリ

ジナルのデザインを施すことにより希少価値を高めることで，長期的な使用が見込まれることから，県産木材

と触れ合う機会の増加を図り，木材の良さを実感してもらった。（直径約10cm，厚さ約5mm，三重県産杉

材）

　鈴鹿市（国体推進課）

　郵送にて3,500枚配布

　木製コースター 3,500枚

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県民全体で森林を支える社会づくり」を進める

うえで有効な取組であるか。】

　三重とこわか国体・三重とこわか大会は中止となったが、その記念として配布した木製コースターに触れる

たびに、大会スタッフとして携わる予定で準備していたことの思い出が蘇るとともに、県産木材の良さを実感

することで，木材に対して親しみを覚え，森林の多面的機能等を考えるきっかけとなり，森林や林業に対する

意識熟成につながることが期待できる。

　三重とこわか国体・三重とこわか大会のスタッフとして携わる県内高校生等を対象に，県産材を使用した記

念品を配布することにより，森林や林業に対する意識の熟成を図る。

事　業　費 1,309,000 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

1,309,000

1．事業の目的

6 国体スタッフ木製記念品配布事業

対策区分 ３．森を育む人づくり 鈴鹿市

番 号 事　　業　　名

資料２－２

6－32



令和3 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
新規

事　業　費 1,309,000 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

1,309,000

6 国体スタッフ木製記念品配布事業

対策区分 ３．森を育む人づくり 鈴鹿市

番 号 事　　業　　名

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】

（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】　

【情報発信の内容】

8．その他特記事項（受益者の反応等）

　国体が中止となったことは残念だったが，三重県産の木材を使ったコースターは，木材の良さが生かされ，

とても素敵で日常的に使用していますというお声をいただきました。

広報誌掲載 実施後 広報すずか（ミニ特集）にみえ森と緑の県民税の活用について掲載した。

7．写真及びその他資料

別紙のとおり

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）

チラシ等配布 実施後
みえ森と緑の県民税を活用した事業であることを示したチラシを対象の高

校生等に郵送した。

6．情報発信度【みえ森と緑の県民税の事業成果や事業効果を広く県民に周知することで、「災害に強い森林づ

くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県民の理解が深められたか。】

物品購入 森林組合
補助事業ではな

い

5．公益性【事業実施により、幅広い県民が受益を受けることができたか。また多くの県民に受益があるような

工夫がされているか。】

【受益者及び、期待する波及効果】

　国体運営の記念品をスタッフに配布するにあたり，将来の森林づくりを担う高校生等に森林や緑を大切に思

い・育むといった森林教育の一助となると考えられる。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

　施設整備等ではなく、転用や目的外使用は想定されない。

受益者

期待する波及効果

高校生等3,500人

受益者が，家族や友人と話題にすることによって三重県産木材への親しみや

理解を深め，森林や緑を大切に思う心を培うといった波及効果が期待でき

る。

　　三重県産木材を取り扱っている県内業者を選定した上で指名競争入札を行い，地元森林組合から購入した。

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等

③補助率・

負担率等

④補助の上限及び

定額補助の額
備考

資料２－２

6－33



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 鈴鹿市

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

記念品代 木製コースター 個 3500.00 340 1,190,000

1,190,000

119,000 10％

1,309,000

３．森を育む人づくり

国体スタッフ木製記念品配布事業

４．効率性：主な経費内訳

合計

小計

消費税及び地方税相当額

資料２－２

6－34



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真5 写真6

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとする。
（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併載
する場合は、同じ角度から撮影したものとする。

写真2

木製コースター 同封チラシ

写真3 写真4

事業名 国体スタッフ木製記念品配布事業

７の（１）．写真

対策区分 ３．森を育む人づくり 市町名 鈴鹿市 新規

資料２－２

6－35



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

広報すずか掲載文

新規

事業名 国体スタッフ木製記念品配布事業

７の（２）．その他資料

対策区分 ３．森を育む人づくり 市町名 鈴鹿市

資料２－２

6－36



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和3 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
新規

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

　耐久性に欠ける木製のメンテナンスとして3～5年を目途の防腐処理を継続して行っていく必要がある。

　イベント会場としても利用していく予定。

　また庄内地区の中心に位置することから，今後更に馬場公園の整備を進め，多くの方に利用してもらえる公

園となるよう取り組む。

2．事業実績概要

　公園内に木製の休憩スペースを設ける。

　庄内地区地域づくり協議会

　1箇所

　東屋(三重県産桧特一乾燥材 梁4本,落し梁2本,棟木4本,火打ち梁･頬杖12本,束1本,垂木20本,広小舞6本,野地板

37枚、杉丸太 柱4本)

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県民全体で森林を支える社会づくり」を進める

うえで有効な取組であるか。】

　今回整備した東屋は、地域住民の憩いの場、交流の場となることが見込まれ、利用者が木特有の温かみや
柔らかさを感じるだけでなく、ケガの低減、ストレスの緩和やリラックス効果を得るとともに、木に触れる
ことで森林づくりへの意識の醸成に繋がることが期待できる。

　公園の緑豊かな景観に調和した，木製の温かみある休憩スペースを設け，子どもから大人まで多くの人の
交流・憩いの場を提供する。また，日常的に三重県産木材と触れ合う機会をつくり，木材産業の普及につな
げる。

事　業　費 2,420,000 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

2,000,000 420,000

1．事業の目的

7 馬場公園木製休憩所設置事業

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 鈴鹿市

番 号 事　　業　　名

資料２－２

6－37



令和3 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
新規

事　業　費 2,420,000 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

2,000,000 420,000

7 馬場公園木製休憩所設置事業

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 鈴鹿市

番 号 事　　業　　名

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】

（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】　

【情報発信の内容】

7．写真及びその他資料

別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

周知が進み，これからの時期は利用者の増加が期待できる。

標識・標柱等設

置
実施後 事業名を明記し現地にて掲示中。

広報誌掲載 実施後 広報すずか（ミニ特集）・市民・県民税の活用について

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）

広報誌掲載 実施前・後 協議会たより(事業前6月，事業後11月)に事業内容掲載。計2回掲載。

6．情報発信度【みえ森と緑の県民税の事業成果や事業効果を広く県民に周知することで、「災害に強い森林づ

くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県民の理解が深められたか。】

補助事業 地域協議会等 10/10以内 2,000,000

5．公益性【事業実施により、幅広い県民が受益を受けることができたか。また多くの県民に受益があるような

工夫がされているか。】

【受益者及び、期待する波及効果】

　交付金を活用することにより県民全体で森林を支える社会づくりを進めていることを周知できる。

当公園は広く住民に利用されており、公共性が高い場所となっていることからも公的関与は妥当と判断した。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

　公園周辺の桜，梅等観賞時にも利用してもらい，地区の公園として日常的に三重県産木材と触れ合う機会を

作れるように地域づくり協議会が管理していく。

受益者

期待する波及効果

利用者全て

東屋（テーブル，椅子含む）を利用したときに，直に県材産木材に触れるこ

とで，改めて木の温かみを感じ，自然と調和していると実感でき，木材産業

の普及につなげることができる。

　　三重県産木材と触れ合う場の提供となり，県民税の趣旨に沿ったものであると判断したため。

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等

③補助率・

負担率等

④補助の上限及び

定額補助の額
備考

資料２－２

6－38



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 鈴鹿市

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

建築工事 基礎･土間工事 式 1 731,280 731,280

建築工事 木工事 式 1 1,181,895 1,181,895

建築工事 屋根工事 式 1 136,360 136,360

建築工事 その他 式 1 150,465 150,465

2,200,000

220,000 10％

2,420,000

４．森と人をつなぐ学びの場づくり

馬場公園木製休憩所設置事業

４．効率性：主な経費内訳

合計

小計

消費税

資料２－２

6－39



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真5 写真6

東屋　内側（拡大）

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとする。
（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併載
する場合は、同じ角度から撮影したものとする。

写真2

馬場公園 北向きに撮影（施工前） 馬場公園 北向きに撮影（施工後）

東屋　南東方向に撮影 東屋　内側

写真3 写真4

事業名 馬場公園木製休憩所設置事業

７の（１）．写真

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 市町名 鈴鹿市 新規

資料２－２

6－40



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

地域広報誌

広報すずか掲載文

新規

事業名 馬場公園木製休憩所設置事業

７の（２）．その他資料

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 市町名 鈴鹿市

資料２－２

6－41



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和3 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
新規

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

　耐久性に欠ける木製のメンテナンスとして3～5年を目途の防腐処理を継続して行っていく必要がある。

特に手摺等の腐食には注意を払う必要がある。

　イベント会場としても利用していく予定。

　地域児童の学習の場ともなるようPRするとともに教育機関にも働きかける。

2．事業実績概要

　ほたるの里にはほたる以外にも多種の生き物が生息しており，これらの生物を守りながら観察･鑑賞できる
歩道及び水路上の橋を三重県産材木材を使用して設置する。

　庄内地区地域づくり協議会

　1箇所

　橋台(三重県産桧KD材 丸太4本,手摺13本,頬杖2本,貫8本グリーン材,床板27枚)

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県民全体で森林を支える社会づくり」を進める

うえで有効な取組であるか。】

　年齢問わず，里山生物の生態を見て感じることで，里山が育む生物多様性を理解し，愛する心情や態度が
生まれる。地域児童の課外学習の場としても活用し，山と川のつながりや役割，その重要性も学ぶことがで
きる。

　ほたるの里には毎年地区内外から多くの方がほたるの鑑賞に訪れている。しかしほたるの里にはほたる以
外にも多種の生き物が生息しており，これらの生物を守りながら観察･鑑賞できる歩道及び水路上の橋を設置
し，身近な八島川水系生物の生態を知ることで，自然環境保全の意識につなげたいと考える。

事　業　費 2,500,000 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

2,000,000 500,000

1．事業の目的

8 ほたるの里森林及び生物観察用橋の設置

対策区分 ５．地域の身近な水や緑の環境づくり 鈴鹿市

番 号 事　　業　　名

資料２－２

6－42



令和3 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
新規

事　業　費 2,500,000 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

2,000,000 500,000

8 ほたるの里森林及び生物観察用橋の設置

対策区分 ５．地域の身近な水や緑の環境づくり 鈴鹿市

番 号 事　　業　　名

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】

（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】　

【情報発信の内容】

7．写真及びその他資料

別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

広報等により周知が進み，これからの時期は利用者の増加が期待できる。

広報誌掲載 実施後 広報すずか（ミニ特集）・市民・県民税の活用について

標識・標柱等設

置
実施後 事業名を明記し現地にて掲示中。

のぼり設置 実施中 完成記念式典でのぼりを設置

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）

広報誌掲載 実施前・後 協議会たより(事業前6月，事業後11月)に事業内容掲載。計2回掲載。

6．情報発信度【みえ森と緑の県民税の事業成果や事業効果を広く県民に周知することで、「災害に強い森林づ

くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県民の理解が深められたか。】

補助事業 地域協議会等 10/10以内 2,000,000

5．公益性【事業実施により、幅広い県民が受益を受けることができたか。また多くの県民に受益があるような

工夫がされているか。】

【受益者及び、期待する波及効果】

　交付金を活用することにより県民全体で森林を支える社会づくりを進めていることを周知できる。

　ほたるの里は広く地区内外の方に利用されており、公共性が高い場所となっていることからも公的関与は妥

当と判断した。
【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

　庄内ほたるの里の観光スポットとして日常的に三重県産木材と触れ合える機会を作れるように地域づくり協

議会が管理していく。

受益者

期待する波及効果

利用者（約25,000人）

ほたる観賞だけでなく自然と向き合い，改めて自然環境の良さを感じてもら

い里山保全の意識を高めてもらう。

　庄内地区地域づくり協議会は，以前から里山保全活動に取り組んでおり，今回の事業は，森林教育の場とし

ての利用が期待できることから，県民税の趣旨に沿ったものであると判断したため。

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等

③補助率・

負担率等

④補助の上限及び

定額補助の額
備考

資料２－２

6－43



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 鈴鹿市

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

建築工事 基礎工事 式 1 472,000 472,000

建築工事 木工事 式 1 1,722,500 1,722,500

建築工事 その他 式 1 78,227 78,227

2,272,727

227,273 10％

2,500,000

５．地域の身近な水や緑の環境づくり

ほたるの里森林及び生物観察用橋の設置

４．効率性：主な経費内訳

合計

小計

消費税

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真5 写真6

完成記念式典の様子

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとする。
（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併載
する場合は、同じ角度から撮影したものとする。

写真2

橋の全体写真 生物観察の様子

生物観察の様子(カワニナ放流)

写真3 写真4

事業名 ほたるの里森林及び生物観察用橋の設置

７の（１）．写真

対策区分 ５．地域の身近な水や緑の環境づくり 市町名 鈴鹿市 新規

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

地域広報誌

広報すずか掲載文

新規

事業名 ほたるの里森林及び生物観察用橋の設置

７の（２）．その他資料

対策区分 ５．地域の身近な水や緑の環境づくり 市町名 鈴鹿市

資料２－２

6－46



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和 3 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

9 森と緑の生涯学習講座

対策区分 ３．森を育む人づくり 鈴鹿市

番 号 事　　業　　名

　小学生を中心とした子どもと保護者が，森や緑の大切さについて学び，木にふれあう講座を行うことによ

り，森林保全や持続可能な自然環境などの理解を深めることを目的とする。

事　業　費 770,000 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

770,000

1．事業の目的

　施設の立地による特性を活かして講座内容を考えたり，基本小学生を対象としているため子供が興味を持つ

工作を組み入れるなどの工夫をした。また，子どもを通して保護者を巻き込んだ講座で参加対象の幅を広げ

た。さらに，指導者として高齢者の参加を促す取り組みも行った。

2．事業実績概要

　市立公民館において，地域づくり協議会等の社会教育事業を行う専門部に「森と緑の生涯学習講座」として

委託し，小学生を中心とした子どもと保護者が，夏休みなど長期休暇を利用しながら，年3回以上，間伐材を

使用した木工教室等とともに森林について考える森林環境学習を実施する。

　鈴鹿市

（椿，庄内，庄野，若松，河曲，飯野，一ノ宮，栄，旭が丘，合川，郡山の各公民館運営委員会など）

　　椿，庄内，庄野，若松，河曲，飯野，一ノ宮，栄，旭が丘，合川，郡山の各公民館，１１箇所

　各公民館において年間３回以上，のべ39回

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県民全体で森林を支える社会づくり」を進める

うえで有効な取組であるか。】

　各館において，専門家の森の実情，環境，また，県産材の利活用などの講義で基本を学び，木工教室などの

実技を取り入れた森林学習を通じて，学習参加者が森や緑の大切さを学ぶことができ，実際に木に触れて興味

を持つことができた。

　地域が主体となり，小学生を中心とした子どもと保護者に対し，様々な趣向を凝らした森林学習を行ってお

り，参加者のアンケート等からも大変好評をいただいている事業である。今後も，森林環境教育への理解を深

め，事業を継続していきたい。

資料２－２
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令和 3 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

9 森と緑の生涯学習講座

対策区分 ３．森を育む人づくり 鈴鹿市

番 号 事　　業　　名

事　業　費 770,000 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

770,000

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】

（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】　

【情報発信の内容】

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等

③補助率・

負担率等

④補助の上限及び

定額補助の額
備考

6．情報発信度【みえ森と緑の県民税の事業成果や事業効果を広く県民に周知することで、「災害に強い森林づ

くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県民の理解が深められたか。】

委託事業 地域協議会等 10/10以内 70,000

5．公益性【事業実施により、幅広い県民が受益を受けることができたか。また多くの県民に受益があるような

工夫がされているか。】

【受益者及び、期待する波及効果】

　森林保全に関する情報，講師の案内，他市町の事業に関する情報などの提供。全県的な取り組みや方針など

包括的な理解を促すため。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

該当なし

受益者

期待する波及効果

参加者（11公民館　計789名）

環境に対する森林保全の重要性の理解，対策としての県の取り組みへの理解

を高める。

　地域づくり協議会や公民館運営委員会が，地域の生涯学習の場，地域の方の交流の拠点でもある公民館の事

業運営を行っているため。

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）

ロゴマーク掲示

(ｼｰﾙ・ﾌﾟﾚｰﾄ等）
実施中 講座中の掲示

広報誌掲載 実施前・中・後 地域へ回覧。募集，事業報告。

チラシ等配布 実施前 地域へ回覧。地区内施設への掲示。募集時

7．写真及びその他資料

別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

受講者から，「木のあたたかみのある椅子ができて嬉しい。自分で作ったので大切にしたい。」「今まで何気

なく目にしていた街路樹のことを知って勉強になった。」「森にはたくさんの生き物が住んでいることが分

かった。」等の意見をいただきました。

広報誌掲載 実施前・中・後 鈴鹿市ＨＰの発行公民館だよりの掲載

広報誌掲載 実施後 広報すずか（ミニ特集）・市民・県民税の活用について

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 鈴鹿市

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

委託事業 報償費，材料費など 館 11.00 70,000 770,000

770,000

３．森を育む人づくり

森と緑の生涯学習講座

４．効率性：主な経費内訳

合計

資料２－２

6－49



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

事業名 森と緑の生涯学習講座

７の（１）．写真

対策区分 ３．森を育む人づくり 市町名 鈴鹿市 継続

写真5 写真6

郡山公民館　花車 若松公民館　虫の話

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとする。
（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併載
する場合は、同じ角度から撮影したものとする。

写真2

旭が丘公民館　時計作り 一ノ宮公民館　カラー黒板づくり

河曲公民館　ミニ椅子づくり 郡山公民館　木の話

写真3 写真4

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

広報すずか掲載文

継続

事業名 森と緑の生涯学習講座

７の（２）．その他資料

対策区分 ３．森を育む人づくり 市町名 鈴鹿市

資料２－２

6－51



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

　館内の木製備品を増やすことで，より多くの来館者に木の温かみを実感していただくことにより，利用回数

の頻度の増加が見込まれる。

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

　来館者に対して木製品（書架棚等）とのふれあいの場を提供することにより，三重県産木材に対しての理解

を深めてもらう。

2．事業実績概要

　三重県木材を使用した木製書架を購入・設置することで，来館者が木製品とふれあう場を提供する。

　鈴鹿市

　1箇所（木製書架等を購入し，閲覧室に設置予定）

　木製書架約5台設置等

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県民全体で森林を支える社会づくり」を進める

うえで有効な取組であるか。】

　木製の備品に触れ合い，居心地の良さを実感していただけることにより，来館者の増加が期待される。

また、木製の備品との触れ合いを通じ、三重県産木材への関心を高め、さらには森林づくりへの意識の醸成に

繋がることが期待できる。

　前年度までの三重県木材を使用した書架・机等の備品購入により館内は居心地の良い場となってきた。令和

3年度においても館内に木製書架等を閲覧室に設置し，来館者が木の温もりをより感じていただくため，木材

に触れあえる場の提供に努める。

事　業　費 877,800 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

877,800

1．事業の目的

10 図書館木製備品購入事業

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 鈴鹿市

番 号 事　　業　　名

資料２－２
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年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

事　業　費 877,800 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

877,800

10 図書館木製備品購入事業

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 鈴鹿市

番 号 事　　業　　名

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】

（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】　

【情報発信の内容】

7．写真及びその他資料

別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

広報誌掲載 実施後 広報すずかに掲載

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）

ポスター掲示 実施後 木製備品が設置された閲覧室に掲示

6．情報発信度【みえ森と緑の県民税の事業成果や事業効果を広く県民に周知することで、「災害に強い森林づ

くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県民の理解が深められたか。】

物品購入 森林組合 10/10以内

5．公益性【事業実施により、幅広い県民が受益を受けることができたか。また多くの県民に受益があるような

工夫がされているか。】

【受益者及び、期待する波及効果】

　木製備品の使用については，受益の範囲が不特定多数が対象でありサービスの対価が徴収できないため，公

的関与が必要である。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

　木製備品について，図書館で管理を行う。

受益者

期待する波及効果

図書館利用者（令和３年度利用者　本館226,359人，江島分館21,916人）

利用者の来館回数を増加させる効果があると思われる。また、利用者家族の

三重県産木材に対する理解の向上効果も期待できる。

　みえ森と緑の県民税を活用した備品購入であることより，県内業者であって三重県産木材を取り扱った当該

事業において実績あること。

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等

③補助率・

負担率等

④補助の上限及び

定額補助の額
備考

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 鈴鹿市

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

物品 一般書架 台 4.00 219,450 877,800 特注品

877,800

４．森と人をつなぐ学びの場づくり

図書館木製備品購入事業

４．効率性：主な経費内訳

合計

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真5 写真6

江島分館 江島分館

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとする。
（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併載
する場合は、同じ角度から撮影したものとする。

写真2

・図書館一般閲覧室 ・図書館一般閲覧室

・図書館おはなしのへや ・図書館おはなしのへや

写真3 写真4

事業名 図書館木製備品購入事業

７の（１）．写真

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 市町名 鈴鹿市 継続

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

広報すずか掲載文

継続

事業名 図書館木製備品購入事業

７の（２）．その他資料

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 市町名 鈴鹿市

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和3 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

　未来を担う子どもたちに，幼児期から三重県産材の木材に触れ，身近に感じてもらうことで，森と県民とが

調和し共生する社会の実現を目指す。

　保育所，幼稚園で学ぶ園児に，自ら使用する棚，下駄箱等のにおいを嗅いで，みんなで感想を言い合う。

どのように，森林の木から，このような棚になるのかを，保育，教育の場で保育士，幼稚園教諭から学ぶ機会

を設ける。

2．事業実績概要

　公立保育所，幼稚園の，各保育室の棚や下駄箱に，木材を使用することで，温かみがあり，親しみやすい保

育室にするとともに，木製品に触れ，良さを感じる機会とする。

　鈴鹿市

　公立保育所1か所，公立幼稚園1か所

　下駄箱5台

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県民全体で森林を支える社会づくり」を進める

うえで有効な取組であるか。】

　無機質，画一的な製品でなく，木材の持つ温かさや人工物にはない木製品の良さを幼児期より体感し，心豊

かな環境で保育・教育を行うことができ、将来に向けた県民全体で森林を支える社会づくりに繋げている。

　公立保育所，幼稚園の，各保育室の棚や下駄箱に，木材を使用することで，温かみがあり，親しみやすい保

育室にするとともに，木製品に触れ，良さを感じる機会とする。

事　業　費 2,200,000 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

2,200,000

1．事業の目的

11 公立保育所及び公立幼稚園棚等設置事業

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 鈴鹿市

番 号 事　　業　　名
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令和3 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

事　業　費 2,200,000 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

2,200,000

11 公立保育所及び公立幼稚園棚等設置事業

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 鈴鹿市

番 号 事　　業　　名

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】

（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】　

【情報発信の内容】

7．写真及びその他資料

別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

利用している園児は「木の良いにおいがする」という声や，保護者からは「温かみのある木の下駄箱になって

うれしい」といった声が寄せられています。

学校だより等掲

載
実施後

設置された木製品がみえ森と緑の県民税を活用していることを周知し，森

林や木材について学ぶきっかけとする

広報誌掲載 実施後 広報すずかに掲載

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）

ロゴマーク掲示

(ｼｰﾙ・ﾌﾟﾚｰﾄ

等）

実施後
設置された木製品にみえ森と緑の県民税を活用した事業である標識プレー

トを設置

6．情報発信度【みえ森と緑の県民税の事業成果や事業効果を広く県民に周知することで、「災害に強い森林づ

くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県民の理解が深められたか。】

物品購入 小売業者 補助事業ではない

5．公益性【事業実施により、幅広い県民が受益を受けることができたか。また多くの県民に受益があるような

工夫がされているか。】

【受益者及び、期待する波及効果】

　幼児教育・保育に対する多様なニーズへ対応し，更なる幼児教育・保育の充実を図るため，市による就学前

施設の計画的な整備が必要と考える。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

　下駄箱は毎日使用するため，清掃等，定期的にメンテナンスを行い，市による適切な維持管理に努める。

受益者

期待する波及効果

保育所・幼稚園の園児（255人），幼稚園保育所関係者（35人）

保護者や出入りする業者への波及効果も期待できる

　令和3年度鈴鹿市物件関係入札資格を有し，製作家具の登録がある地元業者を指名競争入札により決定した。

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等

③補助率・

負担率等

④補助の上限及び

定額補助の額
備考
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 鈴鹿市

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

神戸幼稚園 下駄箱 台 2.00 417,000 834,000

牧田保育所 下駄箱（ひよこ組） 台 1.00 431,000 431,000

下駄箱（あひる組） 台 1.00 346,000 346,000

下駄箱（職員室前） 台 1.00 389,000 389,000

2,000,000

200,000 10%

2,200,000

４．森と人をつなぐ学びの場づくり

公立保育所及び公立幼稚園棚等設置事業

４．効率性：主な経費内訳

小計

消費税及び地方税相当額

合計

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真5 写真6

焼き印（牧田保育所）

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとする。
（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併載
する場合は、同じ角度から撮影したものとする。

写真2

下駄箱（神戸幼稚園） 下駄箱（神戸幼稚園）

下駄箱（牧田保育所　ひよこ組）

下駄箱（牧田保育所　あひる組,職員室前）

写真3 写真4

焼き印（神戸幼稚園）

事業名 公立保育所及び公立幼稚園棚等設置事業

７の（１）．写真

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 市町名 鈴鹿市 継続

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

広報すずか掲載文

継続

事業名 公立保育所及び公立幼稚園棚等設置事業

７の（２）．その他資料

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 市町名 鈴鹿市

資料２－２
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亀山市
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第１１号様式（その１）（評価委員会資料）

１．基礎情報（平成30年度版三重県市町要覧による）
市町名 三重県

49,950 1,782,190
13.8% 12.4%

12,034.48 372,352.55
11,680.86 348,833.49

63.0% 64.0%
13.1 10.1

２．令和３年度 みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠・加算枠）事業実績

小計 対策区分１ 対策区分２ 対策区分３ 対策区分４ 対策区分５ 基⾦積立

1 2 2,165,884 2,000,000 2,000,000

2 2 1,221,000 305,250 305,250

3 3 1,396,130 1,000,000 1,000,000

4 4 1,480,050 1,480,050 1,480,050

5 4 1,398,583 1,356,700 1,356,700

6 4 1,049,400 1,000,000 1,000,000

7 4,000,000 4,000,000 4,000,000

12,711,047 11,142,000 0 2,305,250 1,000,000 3,836,750 0 4,000,000

３．令和３年度 みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（連携枠）（防災枠）事業実績
事業量
(ha・m)

事業費
(円)

内交付⾦充
当額(円)

0.0601ha 1,221,000 305,250

４．事業方針及び事業実施により期待される効果、情報発信への取組
事業方針

計

事業区分 事業概要

流域防災機能強化対策事業

 様々な事業に取り組み、森林や⽊材について学び、ふれあい、親しむ環境をつくることで市⺠の森林に対する理解と関⼼が深まるとともに、
地域の危険⽊やライフラインが寸断される恐れのある樹⽊を伐採することで市⺠の暮らしの安全・安⼼に⼤きく寄与できる。協議会がコロナ禍
の中、⼯夫を凝らしイベントを開催することで幅広い年代の市⺠に森林とふれあう場を提供できる。更に、保育園・認定こども園で⽊育教室を
開催することで園児たちに⽊材にふれる機会が作れ、豊かな⼼が育まれる。森林公園やまびこの施設整備等を行うことで、子どもから⼤人まで
安全・安⼼して施設を利用することができることと、森林や⽊にふれあう場や緑に親しむ環境を提供できる。

情報発信への取組

 市ホームページに事業実施結果を掲載。イベント開催時にパンフレットや啓発物品を配付。

森林再生力強化対策事業

災害からライフラインを守る事前伐採事業
台風などの倒⽊被害により、ライフラインを寸断す
る恐れのある樹⽊を事前に伐採（伐採内訳：スギ・

ヒノキ52本、その他広葉樹8本）

 本市は、北勢地域随一の林業地帯として古くからスギ・ヒノキを主とした人⼯林の整備が進められ、良質な⽊材の生産・供給が行われてきま
した。しかし、林業を取り巻く情勢は厳しく、採算性の悪化、高齢化等による担い手不足のため、放置される森林が増加したことで森林の機能
低下が進んでいます。このため、既存の財源を活用し、林業生産活動の⽀援や地域材を活用した商品を「⻲⼭ブランド」として認定することで
森林整備や地域材の利用促進に取り組んでいます。今後も、森林の有する様々な働きを発揮させるための森林整備や地域材の利用を促進するた
めには、市⺠の森林に対する理解と関⼼を深めることが⼤切です。このことから、県⺠税を活用し、森林や⽊材について学び、ふれあい、親し
む環境をつくることや、暮らしに身近な森林を整備を進め、地域の生活環境の向上を図ります。

事業実施により期待される効果

森林環境教育・木育が行える場の整備事業（森林公園やまびこ）

森林環境教育・木育が行える場の整備事業（JR加太駅舎改修）

みえ森と緑の県⺠税基⾦積⽴

森林率(%)
都市公園面積（㎡/人口）＊３

＊１：全人口に占める15歳未満の人の割合
＊２：国有林以外の森林（個人や法人が所有する私有林のほか、都道府県や市町村が所有する公有林も含みます。）
＊３：都市公園法に基づき国または地方公共団体が設置する都市公園及び都市計画区域外において都市公園に準じて設置されている特別地区公園

交付⾦充当額（円）（当年度交付⾦額＋基⾦活用額）

集落周辺の森林整備事業（危険木等の伐採）

災害からライフラインを守る事前伐採事業

森と木材のふれあい事業（森林づくり協議会）

森と木材のふれあい事業（木とふれあう）

番
号

対策
区分 事業名

事業費
（円）

⺠有林面積(ha)＊２

   令和３年度 みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 市町別総合評価シート

市町名
人口（人）

年少人口割合（％）＊１
森林面積(ha)

0%
32%

14%

54%

0%

対策区分別事業費割合 ★①-5、②-5

1

2

3

4

5

対策区分１

対策区分２

対策区分３

対策区分４

対策区分５

資料２－２
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第１１号様式（その１）（参考資料）
令和３年度森林環境譲与税事業の実績

【記載要領】
ア． 事業カテゴリーの欄は下記の項目から該当するものを選択し記載するものとする。

① 意向調査の準備作業

② 意向調査

③ 私有林整備

④ 公有林整備（財産区有林含む）

⑤ 森林保護対策

⑥ 林道・林専道の整備等

⑦ その他（森林整備）

⑧ 担い手確保

⑨ 林業就業者の育成

⑩ 専門員の雇用

⑪ 新たな組織の設立

⑫ その他（人材育成等）

⑬ 木造公共建築物の整備等

⑭ 木質バイオマス利用推進

⑮ 森林・林業・木材普及活動等

⑯ その他（木材・普及啓発関係）

⑰ 基金積立（森林整備等）

⑱ 基金積立（人材育成等）

⑲ 基金積立（木材利用等）

⑳ 基金積立（執行残額等）

事業カテゴリーの項目

10

合計 37,770 36,695

8

9

6

7

4 ⑩ 専門員の雇用 2,100 2,100

5 ⑰ 基⾦積⽴（森林整備等） 13,925 12,850

2 ② 意向調査 87 87

3 ③ 私有林整備 204 204

1 ① 意向調査の準備作業 21,454 21,454

事業
番号

事業カテゴリー 事業費
（千円） 内、譲与税（千円）

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和３ 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

1 集落周辺の森林整備事業（危険木等伐採）

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり ⻲⼭市

番 号 事  業  名

 ⾃治会や市⺠から公共施設周辺の倒木の恐れのある危険木の除去や道路に覆いかぶさった枝葉が通⾏に⽀障
を及ぼすため剪定などの要望が近年多くあることから、伐採や剪定により除去することで市⺠の安全・安⼼に
寄与する。

事 業 費 2,165,884 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦ その他

2,000,000 165,884

1．事業の目的

 ⾃治会等からの要望を基に、特に危険度の高いところから優先的に伐採を実施することで効果的に事業を実
施している。

2．事業実績概要

 公共施設周辺の危険木や道路上に覆いかぶさった枝葉を伐採、剪定する。伐採した危険木は放置せずチップ
工場へ搬出し木質バイオマスの燃料として活用する。また、伐採後は天然更新または、適宜伐採するなど多様
な広葉樹林帯を形成し緑化に努める

 ⻲⼭市

 ５箇所（ 市道⻄丸1号線、市道工業団地10号線、朝明⼭1号線、⻲⽥川合線、和⽥のぼの線）

 危険木：52本
3．有効性【２つの基本⽅針である「災害に強い森林づくり」「県⺠全体で森林を⽀える社会づくり」を進める
うえで有効な取組であるか。】

 地域の⽣活環境及び通⾏時の安全・安⼼が確保されることと、回覧⽂書にて県⺠税をPRすることで集落周辺
の森林整備をすることの大切さを学ぶ。

 ⾃治会等からの要望を基に危険度の高いところから実施。

資料２－２
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令和３ 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 継続

1 集落周辺の森林整備事業（危険木等伐採）

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり ⻲⼭市

番 号 事  業  名

事 業 費 2,165,884 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦ その他

2,000,000 165,884

【実施⽅法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】
（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】 

【情報発信の内容】

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施⽅法 ②主な委託先及び
補助対象者等

③補助率・
負担率等

④補助の上限及び
定額補助の額

備考

6．情報発信度【みえ森と緑の県⺠税の事業成果や事業効果を広く県⺠に周知することで、「災害に強い森林づ
くり」や「社会全体で森林を⽀える社会づくり」への県⺠の理解が深められたか。】

委託事業 建設業者 補助事業ではない

「公園・緑地の維持管理と積算」
財団法人経済調査会を基に伐採の
積算歩掛り。入札により、落札業
者と単価契約を締結。

5．公益性【事業実施により、幅広い県⺠が受益を受けることができたか。また多くの県⺠に受益があるような
工夫がされているか。】
【受益者及び、期待する波及効果】

各施設の管理者は市であることから公的関与が必要である。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】
市管理の施設であることから転用の恐れはない。

受益者
期待する波及効果

 ５地区（２４２⼾、５０８人）
地域の⽣活環境及び通⾏時の安全・安⼼が確保される。

 危険木の伐採作業は高度の技術を要するため、伐採作業に⻑けた地元建設業者による入札を実施し、落札業
者と単価契約を締結した。

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（⾃由記載）
HP掲載 実施後 市ホームページに掲載し周知する。

7．写真及びその他資料
別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 ⻲⼭市

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 ⾦額 備 考
市道⻄丸1号線 本 1.00 508,000 508,000 道路沿い 平地

市道工業団地10号線 本 10.00 38,628 386,280 道路沿い 斜面

市道朝明⼭1号線 本 1.00 249,010 249,010 道路沿い 斜面

市道⻲⽥川合線 本 15.00 22,710.4 340,656 道路沿い 斜面

市道和⽥のぼの線 本 25.00 19,401.6 485,040 道路沿い 斜面

1,968,986
196,898 10%

2,165,884

２．暮らしに身近な森林づくり

集落周辺の森林整備事業（危険木等伐採）

４．効率性：主な経費内訳

合計

小計
消費税及び地⽅税相当額

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

事業名 集落周辺の森林整備事業（危険木等伐採）

７の（１）．写真

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 ⻲⼭市 継続

写真5 写真6

市道朝明山1号線（伐採前） 市道朝明山1号線（伐採後）

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとす
る。（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併
載する場合は、同じ角度から撮影したものとす
る。

写真2

市道西丸1号線（伐採前） 市道西丸1号線（伐採後）

市道工業団地10号線（伐採前） 市道工業団地10号線（伐採後）

写真3 写真4

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真3 写真4

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 ⻲⼭市 継続

事業名 集落周辺の森林整備事業（危険木等伐採）

７の（１）．写真

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとす
る。（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併
載する場合は、同じ角度から撮影したものとす
る。

写真2

市道亀田川合線（伐採前） 市道亀田川合線（伐採後）

写真5 写真6

資料２－２

7－8



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和3 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 新規

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】
 ライフライン事業者・県・市の３者で連携し、引き続きライフラインの保全に取り組んでいく。

 ライフライン事業者・県・関係部局と連携し、特にライフラインの保全が重要な箇所を選定し、危険木を伐
採することで効果的に事業を実施した。

2．事業実績概要

 県・市及びライフライン事業者と三者協定を締結し、事業の対象とする箇所の現地調査等を行い、施行範
囲、伐採本数を決定する。また、所有者の明確化、承諾交渉及び根拠資料を作成し、台風などにより、倒木の
恐れのある樹木や枝葉を事前に伐採・除去する。

中部電⼒パワーグリット株式会社・三重県・⻲⼭市

⻲⼭市関町越川地内

施行⾯積：0.0601ha 伐採本数：スギ・ヒノキ 52本（12年〜50年⽣）
その他広葉樹 8本（21年〜37年⽣）

3．有効性【２つの基本⽅針である「災害に強い森林づくり」「県⺠全体で森林を⽀える社会づくり」を進める
うえで有効な取組であるか。】

 台風などの倒木被害により、電気などのライフラインが寸断される恐れのある樹木を事前に伐採し、整備す
ることで市⺠の暮らしの安全・安⼼が守られる。

 台風などの倒木被害により、電気などのライフラインが寸断される恐れのある樹木を事前に伐採し、市⺠の
暮らしの安全・安⼼を守る。

事 業 費 1,221,000 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦ その他

305,250 915,750

1．事業の目的

3 災害からライフラインを守る事前伐採事業

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり ⻲⼭市

番 号 事  業  名

資料２－２
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令和3 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 新規

事 業 費 1,221,000 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦ その他

305,250 915,750

3 災害からライフラインを守る事前伐採事業

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり ⻲⼭市

番 号 事  業  名

【実施⽅法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】
（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】 

【情報発信の内容】

7．写真及びその他資料
別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

施工看板に掲示 実施中 県⺠税マグネットにて掲示
チラシ等配布 実施前 関係自治会に事業実施について文書を配布

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）
のぼり設置 実施前・中・後 事業実施箇所にのぼりを設置

6．情報発信度【みえ森と緑の県⺠税の事業成果や事業効果を広く県⺠に周知することで、「災害に強い森林づ
くり」や「社会全体で森林を⽀える社会づくり」への県⺠の理解が深められたか。】

委託事業 森林組合 補助事業ではない

5．公益性【事業実施により、幅広い県⺠が受益を受けることができたか。また多くの県⺠に受益があるような
工夫がされているか。】
【受益者及び、期待する波及効果】

 台風等の倒木被害から、ライフラインを守ることは公益的に重要であることから、県⺠の安全・安⼼な⽣活
を守るため、市が事業を実施し、災害時の被害を抑える。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】
 実施後の伐採木及び森林の管理は土地の所有者が管理を行う。また、事業実施承諾書を得ているが、その中
で施行後に市の行う維持管理行為をはばまないことと規制等をしている。

受益者

期待する波及効果

⻲⼭市関町越川地区（17世帯 41⼈）
台風などの倒木被害により、電気などのライフラインが寸断される恐れのあ
る樹木を事前に伐採し、整備することで市⺠の暮らしの安全・安⼼が守られ
る。

  森林施業に実績のある森林組合を対象に指名競争入札にて決定

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施⽅法 ②主な委託先及び
補助対象者等

③補助率・
負担率等

④補助の上限及び
定額補助の額

備考

資料２－２

7－10



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 ⻲⼭市

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 ⾦額 備 考

危険木伐採 高所作業車使用 本 60.00 18,500 1,110,000

スギ・ヒノキ12〜50
㎝ 52本
その他広葉樹21〜37
㎝ 8本
高所作業車、交通誘
導員含む

1,110,000
111,000

1,221,000

２．暮らしに身近な森林づくり

災害からライフラインを守る事前伐採事業

４．効率性：主な経費内訳

合計

小計
消費税及び地⽅税相当額

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真5 写真6

伐採後 伐採後

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとす
る。（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併
載する場合は、同じ角度から撮影したものとす
る。

写真2

伐採前 伐採前

伐採中 伐採中

写真3 写真4

事業名 災害からライフラインを守る事前伐採事業

７の（１）．写真

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 ⻲⼭市 新規

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

・写真以外に、事業効果や情報発信の内容がわかるその他資料がある場合は添付する。

・追加資料には、資料の説明を記載する。

新規

事業名 災害からライフラインを守る事前伐採事業

７の（２）．その他資料

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 ⻲⼭市

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和3 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

3 森と木材のふれあい事業（森林づくり協議会）

対策区分 ３．森を育む人づくり ⻲⼭市

番 号 事  業  名

 地域の宝である「地域資源（森林等）」をみんなで守るため、多様な主体が森林とふれあう場を創出し次世
代につなげる。

事 業 費 1,396,130 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦ その他

1,000,000 396,130

1．事業の目的

 コロナ禍の中でもイベントが開催できるように、参加人数を少なくしたり、屋外で開催するなど密を避ける
ように取り組んだ。

2．事業実績概要

 協議会が坂下地区、野登地区、加太地区でイベントや講座などを開催することで、森林や農地の自然保全活
動に繋がる。

鈴鹿川等源流の森林づくり協議会

・⻲⼭市内3地区（加太地区、坂下地区、野登地区）
・いきもの調査クエスト〜鈴鹿川等源流域の⽣き物を調査せよ！！〜
   （野登、白木、関町北部、関町南部、坂下、加太地区）

・第5回サマーフォレストinやまびこ（加太地区） 開催日：令和3年8月7日（土）
  開催場所：市林業総合センター  参加人数：11組31人
 ※雨天のため加太川水⽣⽣物調査は中止し、木工工作のみ開催
・森の3つの楽しみ⽅at東海自然歩道〜ツリークライミング、木工工作、森歩き〜（坂下地区）
  開催日：令和3年11月3日(祝） 開催場所：鈴鹿峠自然の家、ブレンディの森  参加人数：8組25名
・いきもの調査クエスト〜鈴鹿川等源流域の⽣き物を調査せよ！！〜
  調査期間：令和3年9月17日〜11月16日 イベント参加人数：106名
  期間中の開催場所投稿数：1,054件 発見⽣物種：469種
・冬でも！五感で楽しむ冬の恵み 〜シイタケの菌内とアメニティウッド体験〜
 （開催予定日令和4年1月22日三重県まん延防止等重点措置に伴い中止）
・東海自然歩道の散策と里⼭体験 (野登地区)  開催日：令和4年3月5日（土）
  開催場所：安坂⼭町地内  参加人数：22組45名

3．有効性【２つの基本⽅針である「災害に強い森林づくり」「県⺠全体で森林を⽀える社会づくり」を進める
うえで有効な取組であるか。】

 産・学・⺠・官にて構成する協議会が森林づくりや地域資源保全活動を⾏うことで、多種多様な⽅々が参加
される。参加者が森林の大切さなどを多くの⽅に伝えられる。また、鈴鹿川等源流域での⽣き物調査を通じ自
然と触れ合うことで、森林・自然への意識を高め森林を⽀える社会づくりに繋げている。

 子どもから大人まで気軽に参加できるように「いきものコレクションアプリ」（バイオーム）を活用した。
参加の申し込みが多く、ニーズがあるため継続していく。

資料２－２
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令和3 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 継続

3 森と木材のふれあい事業（森林づくり協議会）

対策区分 ３．森を育む人づくり ⻲⼭市

番 号 事  業  名

事 業 費 1,396,130 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦ その他

1,000,000 396,130

【実施⽅法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】
（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】 

【情報発信の内容】

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施⽅法 ②主な委託先及び
補助対象者等

③補助率・
負担率等

④補助の上限及び
定額補助の額

備考

6．情報発信度【みえ森と緑の県⺠税の事業成果や事業効果を広く県⺠に周知することで、「災害に強い森林づ
くり」や「社会全体で森林を⽀える社会づくり」への県⺠の理解が深められたか。】

負担⾦ 活動団体 10/10以内

5．公益性【事業実施により、幅広い県⺠が受益を受けることができたか。また多くの県⺠に受益があるような
工夫がされているか。】
【受益者及び、期待する波及効果】

森林環境教育・木育に関する取組を広く県⺠に推進するため。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

公共施設や東海自然歩道での開催のため、転用が想定されない。

受益者

期待する波及効果

イベント参加者及び各地区の地域住⺠

参加者が森林の大切さなどを多くの⽅に伝えられる。

 鈴鹿川等源流の森林づくり構想を実現するための事業を実施する鈴鹿川等源流の森林づくり協議会を選定。

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）
ロゴマーク掲示

(ｼｰﾙ・ﾌﾟﾚｰﾄ
等）

実施中 県⺠税ロゴマークを表示したスタッフベストを着用し活動している

啓発物品配布 実施中 イベント開催時に参加者に県⺠税パンフなどを配布し周知
のぼり設置 実施中 イベント開催時にのぼり旗を設置しPR

7．写真及びその他資料
別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 ⻲⼭市

事業名

第5回サマ―フォレストinやまびこ
区分 仕 様 単位 数量 単価 ⾦額 備 考

消耗品費 踏み台工作キット 個 45.00 3,300 148,500 税込

消耗品費 耐水ヤスリ P 1.00 558 558 税込

消耗品費 木工用ボンド 個 15.00 110 1,650 税込

消耗品費 紙ボウル 個 1.00 158 158 税込

消耗品費 イベント保険 式 1.00 2,429 2,429 税込

消耗品費 子ども用軍手 組 10.00 198 1,980 税込

消耗品費 マスク セット 1.00 1,078 1,078 税込

消耗品費 ステン丸頭スクリュー 箱 1.00 1,925 1,925 税込

消耗品費 カートカン飲料 セット 1.00 5,040 5,040 交付金対象外

163,318

163,318
森の3つの楽しみ⽅at東海自然歩道〜ツリークライミング、木工工作、森歩き〜

区分 仕 様 単位 数量 単価 ⾦額 備 考
役務費 イベント保険 式 1.00 7,739 7,739 税込

報償費 お礼（ツリークライミング） 人 3.00 115,000

委託費 森歩き委託料 式 1.00 138,600 税込

役務費 委託料収入印紙 枚 2.00 200 400 交付金対象外

261,739

261,739
いきもの調査クエスト〜鈴鹿川等源流域の⽣き物を調査せよ！！〜

区分 仕 様 単位 数量 単価 ⾦額 備 考
委託費 調査企画作業委託 式 1 499,400 499,400

役務費 委託料収入印紙 枚 2 400 800 交付⾦対象外
500,200

500,200
冬でも！五感で楽しむ冬の恵み 〜シイタケの菌内とアメニティウッド体験〜（中止）

区分 仕 様 単位 数量 単価 ⾦額 備 考
役務費 イベント保険 式 1.00 2,429 2,429 交付金対象外

消耗品費 原木 本 150.00 550 82,500 東海自然歩道の散策と里山体験にて使用

消耗品費 菌コマ（１０００駒） 袋 1.00 4,000 4,000 東海自然歩道の散策と里山体験にて使用

消耗品費 紙コップ 組 1.00 220 220 交付金対象外

消耗品費 オールドウッドワックス 個 1.00 3,180 3,180 交付金対象外

消耗品費 腐葉土 個 2.00 498 996 交付金対象外

消耗品費 鹿沼土 個 2.00 298 596 交付金対象外

消耗品費 培養土 個 6.00 198 1,188 交付金対象外

消耗品費 植木鉢 個 10.00 598 5,980 交付金対象外

消耗品費 イベント用資材 式 1.00 33,000 33,000 交付金対象外

消耗品費 工作キット（プランターケース） 個 42.00 3,564 149,688 交付金対象外

283,777

283,777④合計

３．森を育む人づくり

森と木材のふれあい事業（森林づくり協議会）
４．効率性：主な経費内訳

小計
消費税及び地⽅税相当額

①合計

小計
消費税及び地⽅税相当額

②合計

④小計
消費税及び地⽅税相当額

小計
消費税及び地⽅税相当額

③合計

資料２－２
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東海自然歩道の散策と里⼭体験
区分 仕 様 単位 数量 単価 ⾦額 備 考

役務費 イベント保険 式 1.00 3,400 3,400 税込

消耗品費 選木テープ 個 3.00 190 570 税込

消耗品費 養生テープ 個 1.00 245 245 税込

消耗品費 カラー粘着テープ 個 1.00 298 298 税込

消耗品費 綿ロープ ｍ 30.00 368 11,040 税込

消耗品費 根巻四角布 個 3.00 148 444 税込

消耗品費 シュロ縄 個 1.00 658 658 税込

消耗品費 ロックタイ 個 1.00 998 998 税込

消耗品費 菌コマ（１０００駒） 袋 2.00 4,000 8,000 税込

消耗品費 菌コマ（５００駒） 袋 2.00 2,000 4,000 税込

消耗品費 防護ネット セット 30.00 880 26,400 税込

消耗品費 ミツマタ 式 1.00 11,200 11,200 税込

消耗品費 動物獣忌避剤 セット 3.00 1,421 4,263 税込

消耗品費 クレオソート杭 本 10.00 498 4,980 税込

消耗品費 クワ 本 3.00 4,620 13,860 税込

消耗品費 カツラ 本 3.00 4,950 14,850 税込

消耗品費 ハンノキ 本 3.00 2,310 6,930 税込

消耗品費 シュロノキ 本 3.00 8,800 26,400 税込

消耗品費 杭1.2ｍ 本 35.00 836 29,260 税込

消耗品費 杭1.5ｍ 本 3.00 880 2,640 税込

消耗品費 バーク肥料 袋 2.00 770 1,540 税込

消耗品費 化成肥料 袋 1.00 5,500 5,500 税込

消耗品費 山土 ㎥ 0.30 15,400 4,620 税込

報償費 お礼 式 1.00 5,000 5,000

187,096

187,096
1,396,130 うち396,130円はその他財源①+②+③+④合計

④小計
消費税及び地⽅税相当額

合計
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7－17



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真3 写真4

対策区分 ３．森を育む人づくり 市町名 ⻲⼭市 継続

事業名 森と木材のふれあい事業（森林づくり協議会）

７の（１）．写真

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとす
る。（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併
載する場合は、同じ角度から撮影したものとす
る。

写真2

第5回サマ―フォレストinやまびこ　８月７日 第5回サマ―フォレストinやまびこ　８月７日

第5回サマ―フォレストinやまびこ　８月７日

写真5 写真6

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

事業名 森と木材のふれあい事業（森林づくり協議会）

７の（１）．写真

対策区分 ３．森を育む人づくり 市町名 ⻲⼭市 継続

写真5 写真6

森の3つの楽しみ方（木工工作） 森の3つの楽しみ方（完成）

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとす
る。（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併
載する場合は、同じ角度から撮影したものとす
る。

写真2

森の3つの楽しみ方（開会式） 森の3つの楽しみ方（森歩き）

森の3つの楽しみ方（ツリークライミング） 森の3つの楽しみ方（ツリークライミング）

写真4

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

東海自然歩道の散策と里山体験 東海自然歩道の散策と里山体験

写真5 写真6

東海自然歩道の散策と里山体験 東海自然歩道の散策と里山体験

写真4

対策区分 ３．森を育む人づくり 市町名 ⻲⼭市 継続

事業名 森と木材のふれあい事業（森林づくり協議会）

７の（１）．写真

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとす
る。（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併
載する場合は、同じ角度から撮影したものとす
る。

写真2

東海自然歩道の散策と里山体験 東海自然歩道の散策と里山体験

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

・写真以外に、事業効果や情報発信の内容がわかるその他資料がある場合は添付する。

・追加資料には、資料の説明を記載する。

継続

事業名 森と木材のふれあい事業（森林づくり協議会）

７の（２）．その他資料

対策区分 ３．森を育む人づくり 市町名 ⻲⼭市

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

・写真以外に、事業効果や情報発信の内容がわかるその他資料がある場合は添付する。

・追加資料には、資料の説明を記載する。

継続

事業名 森と木材のふれあい事業（森林づくり協議会）

７の（２）．その他資料

対策区分 ３．森を育む人づくり 市町名 ⻲⼭市

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

イベント中に投稿された写真（抜粋）、
※鈴鹿川等源流の森林づくり協議会ホームページより

・写真以外に、事業効果や情報発信の内容がわかるその他資料がある場合は添付する。

・追加資料には、資料の説明を記載する。

継続

事業名 森と木材のふれあい事業（森林づくり協議会）

７の（２）．その他資料

対策区分 ３．森を育む人づくり 市町名 ⻲⼭市

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和3 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

 引き続き同様に取り組む。

 事業実施時（例年11⽉〜翌年2⽉）に⽊製玩具などを導⼊する意義を伝え、実際に⽊の持つ温かさや⾹りを
感じてもらうことで感性が豊かになるよう実施する。

2．事業実績概要

 各園で必要な園児たちが遊べる⽊製玩具などの導⼊や遊具の組み立てなどを行う。のこぎりや⾦づちなどの
道具を使う体験を行う。

⻲⼭市

 ⻲⼭市立関認定こども園アスレ：令和3年10⽉28⽇、29⽇開催
 ⻲⼭市立神辺保育園：令和3年11⽉8⽇開催
 ⻲⼭市立昼⽣幼稚園：令和4年2⽉16⽇開催

 ⻲⼭市立関認定⼦ども園アスレ：平台8個
 ⻲⼭市立神辺保育園：ベンチ2台、積み⽊1,000個、丸テーブル1台
 ⻲⼭市立昼⽣保育園：卓上ままごとキッチン9台、⾍かご置き棚2台、
           屋外用テーブル1台、屋外用ベンチ2台

3．有効性【２つの基本⽅針である「災害に強い森林づくり」「県⺠全体で森林を⽀える社会づくり」を進める
うえで有効な取組であるか。】

 園児たちが製品をつくり、自らふれる環境をつくったことで、⽊への親しみが深まり、⽊材の良さや利用の
意義が学べる。

 園児たちが、⽇頃から⽊材や⽊製品をふれられる環境をつくり、⽊への親しみや⽊の文化への理解を深め
て、⽊材の良さや利用の意義を学ぶ。

事 業 費 1,480,050 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦ その他

1,480,050

1．事業の目的

4 森と⽊材のふれあい事業（⽊とふれあう）

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり ⻲⼭市

番 号 事  業  名

資料２－２
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令和3 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 継続

事 業 費 1,480,050 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦ その他

1,480,050

4 森と⽊材のふれあい事業（⽊とふれあう）

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり ⻲⼭市

番 号 事  業  名

【実施⽅法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】
（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】 

【情報発信の内容】

7．写真及びその他資料
別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）
 園から工作した作品にふれることで⽊に親しむきっかけとなったとの声をいただいた。保護者から⽇常でで
きない体験（⾦槌・鋸）ができてよかったと園から報告があった。

ロゴマーク掲示
(ｼｰﾙ・ﾌﾟﾚｰﾄ

等）
実施後 作品に県⺠税ロゴを焼印

啓発物品配布 実施後 保護者や園児に啓発物品（パンフ含む）配付し周知に努めた

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）
HP掲載 実施後 ⽊とふれあう開催後に内容を掲載

6．情報発信度【みえ森と緑の県⺠税の事業成果や事業効果を広く県⺠に周知することで、「災害に強い森林づ
くり」や「社会全体で森林を⽀える社会づくり」への県⺠の理解が深められたか。】

物品購⼊ その他 補助事業ではない ②⻲⼭⽊材産業協同組合の協⼒を得て開催
し、保育園・幼稚園を対象としている。

5．公益性【事業実施により、幅広い県⺠が受益を受けることができたか。また多くの県⺠に受益があるような
工夫がされているか。】
【受益者及び、期待する波及効果】

 園に導⼊した⽊材製品を毎年⼊園してくる園児たちが継続的に遊んだり活用することで、広く市⺠への森林
環境教育に繋がるため。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

 ⽇常的に園が管理する。また、工作作品のため、転用が想定されないので該当しない。

受益者
期待する波及効果

園児70人、園関係者140人
園児を通じて保護者への波及効果が期待できる

 ⻲⼭市産材を取り扱い実績のある⻲⼭⽊材産業協同組合に協⼒を依頼している。
 幼い頃に⽊材や⽊製品をふれられる環境をつくることで、⽊への親しみや⽊の文化への理解を深めつつ⽊材
の良さや利用の意義を学ぶため。

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施⽅法 ②主な委託先及び
補助対象者等

③補助率・
負担率等

④補助の上限及び
定額補助の額

備考

資料２－２

7－25



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 ⻲⼭市

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 ⾦額 備 考
消耗品費（関認定こども園アスレ） 平台 個 8 55,000 440,000
消耗品費（神辺保育園） 丸テーブル 台 1 157,000 157,000

ベンチ 台 2 12,000 24,000
つみき 枚 1000 270 270,000

消耗品費（昼⽣保育園） 卓上ままごとキッチン 個 9 33,000 297,000
⾍かご置き棚 台 2 32,000 64,000
屋外用テーブル 台 1 38,500 38,500
屋外用ベンチ 台 2 27,500 55,000

1,345,500
134,550

1,480,050

４．森と人をつなぐ学びの場づくり

森と⽊材のふれあい事業（⽊とふれあう）

４．効率性：主な経費内訳

合計

小計
消費税及び地⽅税相当額

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真3 写真4

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 市町名 ⻲⼭市 継続

事業名 森と木材のふれあい事業（木とふれあう）

７の（１）．写真

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとす
る。（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併
載する場合は、同じ角度から撮影したものとす
る。

写真2

のこぎりの使い方説明（10月28日） 丸太切り体験（10月28日）

丸太切り体験（10月28日） 平台作り（10月29日）

写真5 写真6

平台作り（10月29日） 完成

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真3 写真4

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 市町名 ⻲⼭市 継続

事業名 森と木材のふれあい事業（木とふれあう）

７の（１）．写真

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとす
る。（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併
載する場合は、同じ角度から撮影したものとす
る。

写真2

園長先生からのお話し（11月8日） ベンチ組立（11月8日）

ベンチ組立（11月8日） 積み木遊び

写真5 写真6

丸太切り体験 完成（ベンチと積み木）

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真5 写真6

虫かご置き棚 卓上ままごとキッチン

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとす
る。（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併
載する場合は、同じ角度から撮影したものとす
る。

写真2

昼生保育園（2月16日） 昼生保育園（2月16日）

昼生保育園（2月16日） 屋外用テーブル、ベンチ

写真3 写真4

事業名 森と木材のふれあい事業（木とふれあう）

７の（１）．写真

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 市町名 ⻲⼭市 継続

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和3 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

 防虫防腐処理済材であっても材と材の接する面に防腐塗料を塗った。

 ⼋橋の補修材は、⻑期間使⽤できるように防虫防腐処理済材を導⼊している。森林環境教育⽤看板を⼈目に
付きやすい場所に設置した。

2．事業実績概要

 森林公園やまびこは、開設後10年が経過し、施設の老朽化が進んでいる。この施設を今後も森林環境教育の
場として活⽤していくために、新たに休憩場所等の設置や⼋橋の補修を行う。

 ⻲⼭市

 ⻲⼭森林公園やまびこ

 ⼋橋補修：約 58 ｍ
 森林環境教育⽤看板：1基

3．有効性【２つの基本⽅針である「災害に強い森林づくり」「県⺠全体で森林を⽀える社会づくり」を進める
うえで有効な取組であるか。】

 子どもから大⼈まで安全・安心して施設を利⽤することができる。また、森林環境教育、木材にふれあう場
や緑に親しむ環境を引き続き提供でき、来場者の増加が見込める。

 森林環境教育や木育を行っている「森林公園やまびこ」の施設整備等を行うことで、森林とふれあい、体感
できる学びの場の利⽤者の増加を図る。

事 業 費 1,398,583 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦ その他

1,356,700 41,883

1．事業の目的

5 森林環境教育・木育が行える場の整備（森林公園やまびこ）

対策区分 ４．森と⼈をつなぐ学びの場づくり ⻲⼭市

番 号 事  業  名

資料２－２
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令和3 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 継続

事 業 費 1,398,583 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦ その他

1,356,700 41,883

5 森林環境教育・木育が行える場の整備（森林公園やまびこ）

対策区分 ４．森と⼈をつなぐ学びの場づくり ⻲⼭市

番 号 事  業  名

【実施⽅法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】
（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】 

【情報発信の内容】

7．写真及びその他資料
別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

ロゴマーク掲示(ｼｰ
ﾙ・ﾌﾟﾚｰﾄ等） 実施後 森林環境教育パネルにロゴマーク等表示

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）
HP掲載 実施後 県⺠税を活⽤し補修したことを周知した。

6．情報発信度【みえ森と緑の県⺠税の事業成果や事業効果を広く県⺠に周知することで、「災害に強い森林づ
くり」や「社会全体で森林を⽀える社会づくり」への県⺠の理解が深められたか。】

物品購⼊ その他 補助事業ではない
②製材業者・全国林業技術普及協
会

5．公益性【事業実施により、幅広い県⺠が受益を受けることができたか。また多くの県⺠に受益があるような
工夫がされているか。】
【受益者及び、期待する波及効果】

市の自然公園条例に基づく公園のため公的関与は必要である。

【実施後の管理体制及び転⽤、目的外使⽤の規制等】
市の施設であることから転⽤や目的外使⽤はない。

受益者

期待する波及効果

・森林づくり協議会によるイベント参加者 31名 ・加太保育園 園児26名
（月1回利⽤）・その他来場者数 約1,200名

公園利⽤者が公園の魅力を多くの⼈達に伝えることで利⽤者の増加が見込ま
れる。

⻲⼭木材産業協同組合員の中から購⼊先を選定。森林環境教育⽤パネルを全国林業技術普及協会より購⼊。

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活⽤されたか。】

①実施⽅法 ②主な委託先及び
補助対象者等

③補助率・
負担率等

④補助の上限及び
定額補助の額

備考

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 ⻲⼭市

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 ⾦額 備 考
消耗品費 防虫防腐処理 桧 本 10.00 3,120 31,200 90×90×4000県産材

消耗品費 防虫防腐処理 桧 本 80.00 2,340 187,200 90×90×3000県産材

消耗品費 防虫防腐処理 杉 本 10.00 2,900 29,000 150×50×4000県産材

消耗品費 防虫防腐処理 丸杭 本 110.00 380 41,800 600×直径50自然杭

消耗品費 防虫防腐処理 桧 本 20.00 3,120 62,400 90×90×4000県産材

消耗品費 防虫防腐処理 桧 本 75.00 2,340 175,500 90×90×3000県産材

消耗品費 防虫防腐処理 杉 本 10.00 2,900 29,000 150×50×4000県産材

消耗品費 防虫防腐処理 桧 本 8.00 3,300 26,640 90×90×4000県産材

消耗品費 防虫防腐処理 桧 本 80.00 2,500 200,000 90×90×3000県産材

消耗品費 防虫防腐処理 杉 本 8.00 3,050 24,400 150×50×4000県産材

消耗品費 防虫防腐処理 丸杭 本 200.00 200 40,000 600×直径45円柱杭

消耗品費 防虫防腐処理 桧 本 22.00 3,700 81,400 90×90×4000県産材

消耗品費 防虫防腐処理 桧 本 60.00 2,780 166,800 90×90×3000県産材

消耗品費 防虫防腐処理 杉 本 6.00 3,200 19,200 150×50×4000県産材

1,114,540
111,454

1,225,994
消耗品費 木工⽤ボンド 個 1.00 558 558 税込

消耗品費 型枠塗装合板 枚 10.00 1,650 16,500 税込

消耗品費 木工⽤ボンド詰替 袋 1.00 858 858 税込

消耗品費 コースレッド半ネジ 箱 3.00 758 2,274 税込

20,190
消耗品費 森林環境教育⽤パネル設置看板丸太 本 2.00 18,500 37,000 3500×150県産材

消耗品費 森林環境教育⽤パネル設置看板丸太 本 2.00 10,700 21,400 1570×120県産材

消耗品費 森林環境教育⽤パネル設置看板垂木 本 4.00 210 840 920×45角県産材

消耗品費 森林環境教育⽤パネル設置看板垂木 本 2.00 550 1,100 1510×45角県産材

6,034
消耗品費 森林環境教育⽤パネル設置（根巻⽤） 袋 1.00 790 869 25kg 税込

消耗品費 森林環境教育パネル設置⽤皿木ネジ 袋 1.00 168 168 ステンレス3.5×20 税込

消耗品費 森林環境教育パネル設置⽤ビスキャップ 袋 2.00 118 236 白色 税込

消耗品費 森林環境教育パネル設置⽤ボンド 箱 1.00 998 998 120ｍｌ 税込

消耗品費 森林環境教育パネル 枚 1.00 83,754 83,754
税込、全国林業技術
普及協会から購⼊

152,399
1,398,583

②合計

①+②+③合計

消費税及び地⽅税相当額

③合計

４．森と⼈をつなぐ学びの場づくり

森林環境教育・木育が行える場の整備（森林公園やまびこ）

４．効率性：主な経費内訳

①合計製材業者から購⼊

小計
消費税及び地⽅税相当額
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真3 写真4

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 市町名 ⻲⼭市 継続

事業名 森林環境教育・木育が行える場の整備（森林公園やまびこ）

７の（１）．写真

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとす
る。（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併
載する場合は、同じ角度から撮影したものとす
る。

写真2

交換前5月15日 交換後（12ｍ）5月15日～5月23日

交換前7月21日 交換後（約8ｍ）7月21日

写真5 写真6

交換前7月22日 交換後（約12ｍ）7月22日～23日

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真3 写真4

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 市町名 ⻲⼭市 継続

事業名 森林環境教育・木育が行える場の整備（森林公園やまびこ）

７の（１）．写真

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとす
る。（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併
載する場合は、同じ角度から撮影したものとす
る。

写真2

遊歩道階段補修 遊歩道階段補修

交換前11月15日 交換後（14m）11月15日～17日

写真5 写真6

交換前令和4年3月19日 交換後（12m）令和4年3月19日～20日

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真5 写真6

森林環境教育看板（完成） 森林環境教育看板（完成）

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとす
る。（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併
載する場合は、同じ角度から撮影したものとす
る。

写真2

森林環境教育用パネル看板木材（塗装前） 森林環境教育用パネル看板木材（塗装後）

森林環境教育用パネル看板（組付け設置後） 森林環境教育用パネル看板（パネル取付け）

写真3 写真4

事業名 森林環境教育・木育が行える場の整備（森林公園やまびこ）

７の（１）．写真

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 市町名 ⻲⼭市 継続

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和 3 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 新規

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

6 森林環境教育と木育が行える場の整備事業（JR加太駅舎改修）

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり ⻲⼭市

番 号 事  業  名

 ⻄⽇本旅客鉄道株式会社から無償譲渡を受けたJR加太駅舎について、木造駅舎を活⽤した地域活性化拠点と
して整備するにあたり、⻲⼭市産材を使⽤した備品を導⼊することにより、木のぬくもりのある空間を醸成す
るとともに、来訪者や地域住⺠が、森林や木材に理解を深められるようにする。

事 業 費 1,049,400 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦ その他

1,000,000 49,400

1．事業の目的

 オープニングイベントで⻲⼭市産材を使⽤した備品であることを伝え、備品にロゴマークにて税を活⽤して
いることを明示。

2．事業実績概要

 地域活性化拠点として整備するJR加太駅舎において、⻲⼭市産材を使⽤した備品（テーブル、椅⼦、ベン
チ）を導⼊する。

 ⻲⼭市

 JR加太駅舎 1棟

 テーブル 2台、椅⼦ 10脚、ベンチ 1台

3．有効性【２つの基本⽅針である「災害に強い森林づくり」「県⺠全体で森林を⽀える社会づくり」を進める
うえで有効な取組であるか。】

 木造駅舎内の木のぬくもりのある展示・休憩スペースに⻲⼭市産材を使⽤した備品（机等）を導⼊したこと
により、施設利⽤者に木材にふれあう場を提供することで森林や木材について学び、森林への理解が深まる。

 木造駅舎内に⻲⼭市産材の備品を導⼊することで、施設全体を木材に触れ合える場とし、相乗的に利⽤者が
森林への理解を深められる効果を期待している。

資料２－２
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令和 3 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 新規

6 森林環境教育と木育が行える場の整備事業（JR加太駅舎改修）

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり ⻲⼭市

番 号 事  業  名

事 業 費 1,049,400 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦ その他

1,000,000 49,400

【実施⽅法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】
（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】 

【情報発信の内容】

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活⽤されたか。】

①実施⽅法 ②主な委託先及び
補助対象者等

③補助率・
負担率等

④補助の上限及び
定額補助の額

備考

6．情報発信度【みえ森と緑の県⺠税の事業成果や事業効果を広く県⺠に周知することで、「災害に強い森林づ
くり」や「社会全体で森林を⽀える社会づくり」への県⺠の理解が深められたか。】

物品購⼊ その他 補助事業ではない ⻲⼭木材産業協同組合

5．公益性【事業実施により、幅広い県⺠が受益を受けることができたか。また多くの県⺠に受益があるような
工夫がされているか。】
【受益者及び、期待する波及効果】

公共施設の整備のため公的関与必要

【実施後の管理体制及び転⽤、目的外使⽤の規制等】

市による管理であり、転⽤及び目的外使⽤は想定されない。

受益者

期待する波及効果

施設利⽤者 100人/⽇

施設利⽤者に木材にふれあう場を提供することで森林や木材について学び、
森林への理解が深まる。また、利⽤者の家族への波及効果も期待する。

  ⻲⼭市産材の取り扱い実績のある⻲⼭木材産業協同組合に備品の作製を依頼。

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）
ロゴマーク掲示

(ｼｰﾙ・ﾌﾟﾚｰﾄ
等）

実施中・後 備品に県⺠税ロゴを焼印

7．写真及びその他資料
別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 ⻲⼭市

事業名

（木製備品導⼊）
区分 仕 様 単位 数量 単価 ⾦額 備 考

JR加太駅舎 テーブル 台 2.00 120,000 240,000
JR加太駅舎 椅⼦ 脚 10.00 65,000 650,000
JR加太駅舎 ベンチ 台 1.00 64,000 64,000

954,000
95,400 10％

1,049,400

４．森と人をつなぐ学びの場づくり

森林環境教育と木育が行える場の整備事業（JR加太駅舎改修）

４．効率性：主な経費内訳

合計

小計
消費税及び地⽅税相当額

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

事業名 森林環境教育と木育が行える場の整備事業（JR加太駅舎改修）

７の（１）．写真

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 市町名 ⻲⼭市 新規

写真5 写真6

JR加太駅舎　旧事務室 JR加太駅舎　旧事務室備品導入後

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとす
る。（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併
載する場合は、同じ角度から撮影したものとす
る。

写真2

JR加太駅舎　旧外観 JR加太駅舎　外観完成

JR加太駅舎　旧事務室 JR加太駅舎　旧事務室備品導入後

写真3 写真4

資料２－２
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いなべ市

資料２－２
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第１１号様式（その１）（評価委員会資料）

１．基礎情報（平成30年度版三重県市町要覧による）
いなべ市 三重県

44,763 1,782,190
12.3% 12.4%

12,808.21 372,352.55
11,738.79 348,833.49

58.3% 64.0%
8.1 10.1

２．令和3年度 みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠・加算枠）事業実績

小計 対策区分１ 対策区分２ 対策区分３ 対策区分４ 対策区分５ 基⾦積立

1 3 917,950 917,950 917,950

2 2 5,283,850 5,283,850 5,283,850

3 2 20,396,200 11,336,270 11,336,270

4 3 101,141 101,141 101,141

5 2 2,592,700 2,592,700 2,592,700

29,291,841 20,231,911 0 19,212,820 1,019,091 0 0 0

３．令和3年度 みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（連携枠）（防災枠）事業実績
事業量

(ha・m)
事業費

(円)
内交付⾦充

当額(円)

４．事業方針及び事業実施により期待される効果、情報発信への取組
事業方針

⺠有林⾯積(ha)＊２

令和3年度 みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 市町別総合評価シート

市町名
人口（人）

年少人口割合（％）＊１
森林⾯積(ha)

番
号

対策
区分 事業名

事業費
（円）

森林率(%)
都市公園⾯積（㎡/人口）＊３

＊１：全人口に占める15歳未満の人の割合
＊２：国有林以外の森林（個人や法人が所有する私有林のほか、都道府県や市町村が所有する公有林も含みます。）
＊３：都市公園法に基づき国または地方公共団体が設置する都市公園及び都市計画区域外において都市公園に準じて設置されている特別地区公園

交付⾦充当額（円）（当年度交付⾦額＋基⾦活用額）

中学校卒業記念品配布事業

危険木の除去事業

危険木の除去事業（主要道路）

森林環境教育支援事業

鳥獣害につよい森林整備事業

 間伐材を活用した箸の配布を行うことで、森林資源の活用と日常的に木に触れる機会を作り出すことができ、将来的に持続可能な素材を選べ
る人づくりに繋がることが期待される。また、住⺠⾃らが危険木除去を行うことで、⾝近な危険木の認識とその除去についての意識向上につな
がった。

計

事業区分 事業概要

流域防災機能強化対策事業

情報発信への取組

 市HPにおいて、みえ森と緑の県⺠税の概要を伝えるとともに、本事業の事業効果を写真と共にわかりやすくPRしている。中学校卒業記念品
配布事業では、生徒にメッセージカードを配布し、県産材を利用する大切さを伝えている。鳥獣害につよい森林整備事業では、施業箇所の道路
沿いに県⺠税PR標識を設置し、不特定多数の道路利用者に「災害に強い森林づくり」を行っていることを伝えている。また、コミュニティFM
によりみえ森と緑の県⺠税を活用したいなべ市での取組の紹介を行った。

森林再生力強化対策事業
災害からライフラインを守る事前伐採事業

 いなべ市は北部と⻄部を岐⾩県と滋賀県に接し、東部と南部は桑名及び四日市圏域に接している。市域は、北に養⽼⼭地、⻄に鈴⿅⼭脈をい
だき、市のほぼ中央に流れる員弁川を挟んで緑豊かな⾃然と平野に囲まれている。
 緑豊かないなべ市でみえ森と緑の県⺠税市町交付⾦を活用して、木のぬくもりに触れる機会を作り、⾝近な森林について目を向けてもらい、
森林・木材の意義、大切さを再認識してもらう。また豊富な森林資源を活用し、⾃然と調和した環境づくりを目指し、整備が進んでいない森林
を整備することにより、安心・安全な暮らしを確保する。
事業実施により期待される効果

0%

95%

5%0%

0%

対策区分別事業費割合 ★①-5、②-5

1

2

3

4

5

対策区分１

対策区分２

対策区分３

対策区分４

対策区分５

資料２－２
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第１１号様式（その１）（参考資料）
令和3年度森林環境譲与税事業の実績

【記載要領】
ア． 事業カテゴリーの欄は下記の項目から該当するものを選択し記載するものとする。

① 意向調査の準備作業

② 意向調査

③ 私有林整備

④ 公有林整備（財産区有林含む）

⑤ 森林保護対策

⑥ 林道・林専道の整備等

⑦ その他（森林整備）

⑧ 担い手確保

⑨ 林業就業者の育成

⑩ 専門員の雇用

⑪ 新たな組織の設立

⑫ その他（人材育成等）

⑬ 木造公共建築物の整備等

⑭ 木質バイオマス利用推進

⑮ 森林・林業・木材普及活動等

⑯ その他（木材・普及啓発関係）

⑰ 基金積立（森林整備等）

⑱ 基金積立（人材育成等）

⑲ 基金積立（木材利用等）

⑳ 基金積立（執行残額等）

1 ② 意向調査 6,606 6,606

事業
番号

事業カテゴリー
事業費

（千円） 内、譲与税（千円）

2 ⑰ 基金積立（森林整備等） 8,982 8,982

3

4

5

6

7

8

9

15,588

10

合計 15,588

事業カテゴリーの項目

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和3 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

1 中学校卒業記念品配布事業

対策区分 ３．森を育む人づくり いなべ市

番 号 事  業  名

 県⺠税の基本方針である『県⺠全体で森林を支える社会づくり』のなかの『森を育む人づくり』の⼀環とし
て、いなべ市産材を利用して木製箸の製作配布を行う。
 中学校の卒業記念として、箸という肌で触れるもので『木の良さ』を子どもたちに知ってもらい、木を使う
ことの意義を知る人づくりを行うことを目的とする。

事 業 費 917,950 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦ その他

917,950 0 0

1．事業の目的

 市内唯⼀の認定林業事業体に原木の調達を委託することにより、⼭地に放置されている間伐材の有効利用を
図ることができた。

2．事業実績概要

 原木調達・加工作業は、【認定林業事業体（佐藤林業）】に委託する。箸製作は【いなべ⾃然楽校】に委託
する。箸入れ袋製作・製品梱包作業は、【いなべ市障害者活動支援センター】に委託する。

 いなべ市

 市内中学校4校

 箸500膳・箸袋500袋

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県⺠全体で森林を支える社会づくり」を進める
うえで有効な取組であるか。】

 製品にはメッセージカードを添付し、県⺠税の目的といなべ市産材が使われていることを⽰すことで、木材
の良さを感じたり利用意識を高めてもらい、将来的には持続可能な素材を選べる人づくりに繋がることが期待
される。また、その製作には、市内の活動団体であるいなべ⾃然楽校やいなべ市障害者活動支援センターが
行っている旨を伝え、箸を大切に利用してもらい、市内の⾃然と地元愛を育む人づくりへ繋げていく。

 原木調達・加工と箸製作業務が別発注のため、各受注者と合同で意見交換会を開催し、重複作業の解消や作
業の効率化を図った。

資料２－２
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令和3 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 継続

1 中学校卒業記念品配布事業

対策区分 ３．森を育む人づくり いなべ市

番 号 事  業  名

事 業 費 917,950 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦ その他

917,950 0 0

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】
（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】 

【情報発信の内容】

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等
③補助率・
負担率等

④補助の上限及び
定額補助の額

備考

6．情報発信度【みえ森と緑の県⺠税の事業成果や事業効果を広く県⺠に周知することで、「災害に強い森林づ
くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県⺠の理解が深められたか。】

委託事業 活動団体 補助事業ではない

5．公益性【事業実施により、幅広い県⺠が受益を受けることができたか。また多くの県⺠に受益があるような
工夫がされているか。】
【受益者及び、期待する波及効果】

 卒業記念品を配布することにより、生徒が三重の木に触れる機会をつくり、木材利用の意義を理解し、森林
の大切さを伝える森林環境教育活動であり、公的関与は必要である。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

 施設整備等ではなく、転用や目的外使用は想定されない。

受益者
期待する波及効果

市内中学校卒業生500名
保護者・学校関係者

 原木調達・加工作業は市内唯⼀の林業事業体である佐藤林業に、箸製作はいなべ市内の地域資源を活用した
取り組みを行っている市⺠団体のいなべ⾃然楽校に、箸袋製作は社会的貢献度を踏まえて障がい者施設に委託
した。

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（⾃由記載）
HP掲載 実施後 HPを活用し、周知する。

チラシ等配布 実施後 メッセージカードの配布を行った。
その他 実施中 コミュニティFMにおいて事業内容の周知を行った。

7．写真及びその他資料
別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 いなべ市

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 ⾦額 備 考
原木調達 いなべ市産材 式 1.00 144,000 144,000 佐藤林業

製材・ﾌﾟﾚｰﾅｰ加工 いなべ市産材 式 1.00 168,000 168,000 佐藤林業

箸製作・加工 組 500.00 500 250,000 いなべ⾃然楽校

箸袋製作・袋詰め 袋 500.00 545 272,500 いなべ市障害者活動支援センター

834,500
83,450 10%

917,950

３．森を育む人づくり

中学校卒業記念品配布事業

４．効率性：主な経費内訳

合計
消費税及び地方税相当額

小計

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真3 写真4

対策区分 ３．森を育む人づくり 市町名 いなべ市 継続

事業名 中学校卒業記念品配布事業

７の（１）．写真

写真2

原木調達 製材・プレーナー加工

箸製作加工 箸袋製作・袋詰め（完成品）

写真5 写真6

受取時の様子 受取時の様子

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和3 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

2 危険木の除去事業

対策区分 ２．暮らしに⾝近な森林づくり いなべ市

番 号 事  業  名

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県⺠全体で森林を支える社会づくり」を進める
うえで有効な取組であるか。】

その他
5,283,850 0 0

1．事業の目的

 ⾃治会単位で取り組むことにより、通学路や人家裏等きめ細かな森林整備を行う。
 ⾃治会による⾝近な森林の整備により、安全・安心な暮らしを確保し、森林整備に対する意欲の向上を図
る。

事 業 費 5,283,850 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦

2．事業実績概要

 意欲ある⾃治会等に対し、危険木の除去について支援する。特殊機材については市内業者から借り入れても
らい、補助の対象とする。

 ⾃治会等

 いなべ市内68箇所

 1,946本

 危険要因を早期に除去でき、安心して過ごせる環境を作り出す事ができる。

 危険木の除去を行うことで、残った木が健全に生育し、次の危険木を生み出しにくくするという説明を申請
時に行う。

 現在、道路沿いの支障木については道路管理者への相談が多い。道路管理担当課と合同で、県⺠税を活用し
た危険木除去事業の案内を行い、県⺠税事業の周知・取組の拡大を行った。

資料２－２
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令和3 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 継続

2 危険木の除去事業

対策区分 ２．暮らしに⾝近な森林づくり いなべ市

番 号 事  業  名

その他
5,283,850 0 0

事 業 費 5,283,850 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】
（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】 

【情報発信の内容】

 ⾃治会要望等による。
 ⾃治会要望等から事業目的に適合した活動に対し補助。

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等
③補助率・
負担率等

④補助の上限及び
定額補助の額

備考

補助事業 ⾃治会等 10/10以内 リース代に限る

5．公益性【事業実施により、幅広い県⺠が受益を受けることができたか。また多くの県⺠に受益があるような
工夫がされているか。】
【受益者及び、期待する波及効果】

受益者 いなべ市住⺠約27,000人
期待する波及効果 受益者の関係者への波及効果が期待できる

 道路支障木の他、住⺠生活の支障となる木・⽵の伐採における費用の負担が難しく、放置されている現状の
中、幅広く危険木を除去し、周辺住⺠の生活の安全を確保するものであり、公的関与の必要性がある。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

なし。

6．情報発信度【みえ森と緑の県⺠税の事業成果や事業効果を広く県⺠に周知することで、「災害に強い森林づ
くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県⺠の理解が深められたか。】

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（⾃由記載）
HP掲載 実施後 事業内容を年度末にHPに掲載し、周知する。

チラシ等配布 実施中
⾃治会⻑にチラシを配布し、県⺠税を活用した事業であることを周知し
た。

その他 実施中 コミュニティFMにおいて事業内容の周知を行った。

7．写真及びその他資料
別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 いなべ市

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 ⾦額 備 考
機械リース 高所作業車/林業用バックホー 式 1.00 148,600 148,600 15本

機械リース 高所作業車/チェーンソー 式 1.00 28,200 28,200 10本

機械リース 高所作業車 式 1.00 30,000 30,000 73本

機械リース ２ｔユニック 式 1.00 29,600 29,600 5本

機械リース ２ｔユニック 式 1.00 29,600 29,600 5本

機械リース ２ｔユニック 式 1.00 44,400 44,400 20本

機械リース ２ｔユニック 式 1.00 44,400 44,400 20本

機械リース ２ｔユニック 式 1.00 44,400 44,400 20本

機械リース ２ｔユニック 式 1.00 29,600 29,600 10本

機械リース ２ｔユニック 式 1.00 44,400 44,400 20本

機械リース ２ｔユニック 式 1.00 44,400 44,400 20本

機械リース ２ｔユニック 式 1.00 44,400 44,400 10本

機械リース ２ｔユニック 式 1.00 44,400 44,400 15本

機械リース 高所作業車/2ｔダンプ/枝葉粉砕機 式 1.00 100,400 100,400 25本

機械リース ２ｔユニック 式 1.00 29,600 29,600 10本

機械リース ２ｔユニック 式 1.00 29,600 29,600 10本

機械リース ２ｔユニック 式 1.00 29,600 29,600 10本

機械リース ２ｔユニック 式 1.00 29,600 29,600 10本

機械リース ２ｔユニック 式 1.00 29,600 29,600 10本

機械リース ２ｔユニック 式 1.00 29,600 29,600 10本

機械リース ２ｔユニック 式 1.00 29,600 29,600 10本

機械リース ２ｔユニック 式 1.00 29,600 29,600 10本

機械リース ２ｔユニック 式 1.00 44,400 44,400 10本

機械リース ２ｔユニック 式 1.00 29,600 29,600 10本

機械リース ２ｔユニック 式 1.00 29,600 29,600 10本

機械リース ２ｔユニック 式 1.00 29,600 29,600 10本

機械リース ２ｔユニック 式 1.00 29,600 29,600 10本

機械リース 高所作業車 式 1.00 29,000 29,000 30本

機械リース 高所作業車/チェーンソー 式 1.00 35,750 35,750 20本

機械リース 枝葉粉砕機/アルミブリッジ 式 1.00 131,550 131,550 300本

機械リース 高所作業車 式 1.00 30,000 30,000 200本

機械リース ２ｔユニック 式 1.00 44,400 44,400 20本

機械リース ２ｔユニック 式 1.00 44,400 44,400 20本

機械リース ２ｔユニック 式 1.00 44,400 44,400 20本

機械リース ２ｔユニック 式 1.00 44,400 44,400 10本

機械リース ２ｔユニック 式 1.00 44,400 44,400 10本

２．暮らしに⾝近な森林づくり

危険木の除去事業
４．効率性：主な経費内訳

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 いなべ市

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 ⾦額 備 考

２．暮らしに⾝近な森林づくり

危険木の除去事業
４．効率性：主な経費内訳

機械リース ２ｔユニック 式 1.00 44,400 44,400 10本

機械リース ２ｔユニック 式 1.00 44,400 44,400 15本

機械リース ２ｔユニック 式 1.00 44,400 44,400 15本

機械リース ２ｔユニック 式 1.00 44,400 44,400 15本

機械リース ２ｔユニック 式 1.00 44,400 44,400 10本

機械リース ２ｔユニック 式 1.00 44,400 44,400 10本

機械リース ２ｔユニック 式 1.00 44,400 44,400 10本

機械リース ２ｔユニック 式 1.00 44,400 44,400 10本

機械リース ２ｔユニック 式 1.00 44,400 44,400 10本

機械リース ２ｔユニック 式 1.00 44,400 44,400 10本

機械リース ２ｔユニック 式 1.00 44,400 44,400 10本

機械リース ２ｔユニック 式 1.00 44,400 44,400 10本

機械リース 高所作業車 式 1.00 30,000 30,000 50本

機械リース 高所作業車 式 1.00 29,000 29,000 25本

機械リース 高所作業車 式 1.00 27,000 27,000 1本

機械リース 高所作業車 式 1.00 30,000 30,000 60本

機械リース 高所作業車/3ｔダンプ/枝葉粉砕機 式 1.00 255,000 255,000 18本

機械リース 高所作業車/0.45BH/0.45フォーク/３ｔダンプ/重回送車/粉砕機 式 1.00 384,300 384,300 16本

機械リース 高所作業車/0.45BH/0.45フォーク/３ｔダンプ/重回送車/粉砕機 式 1.00 424,300 424,300 30本

機械リース ２ｔユニック 式 1.00 44,400 44,400 10本

機械リース ２ｔユニック 式 1.00 44,400 44,400 10本

機械リース ２ｔユニック 式 1.00 44,400 44,400 10本

機械リース ２ｔユニック 式 1.00 44,400 44,400 10本

機械リース ２ｔユニック 式 1.00 44,400 44,400 10本

機械リース 枝葉粉砕機/アルミブリッジ 式 1.00 248,150 248,150 400本

機械リース 高所作業車/0.25BH/0.25フォーク/３ｔダンプ/重回送車 式 1.00 47,200 47,200 5本

機械リース 高所作業車/0.25BH/0.25フォーク/３ｔダンプ/重回送車／鉄板 式 1.00 308,000 308,000 15本

機械リース 高所作業車/0.25BH/0.25フォーク/３ｔダンプ/重回送車/枝葉粉砕機 式 1.00 332,100 332,100 23本

機械リース 林業用バックホウ/大型車両リース 式 1.00 121,400 121,400 36本

機械リース 0.1バックホウ/フォーク/0.1チェーンソー 式 1.00 44,850 44,850 50本

機械リース 枝葉粉砕機/高所作業車 式 1.00 165,500 165,500 3本

機械リース 高所作業車 式 1.00 47,200 47,200 1本

4,803,500 1,946本
480,350 10%

5,283,850

小計
消費税及び地方税相当額

合計

資料２－２

8－11



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

除去前 除去後

写真5 写真6

除去前 除去後

写真3 写真4

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 いなべ市 継続

事業名 危険木の除去事業

７の（１）．写真

写真2

除去前 除去後

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和3 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

3 危険木の除去事業（主要道路）

対策区分 ２．暮らしに⾝近な森林づくり いなべ市

番 号 事  業  名

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県⺠全体で森林を支える社会づくり」を進める
うえで有効な取組であるか。】

その他
2,003,359 9,332,911 9,059,930

1．事業の目的

 交通量の多い幹線道路及び⾃治会要望による集落内の主要道路沿いの樹木枝葉が道路に覆いかぶさってお
り、通行に支障を及ぼしているため、伐採し除去することにより市⺠の安心・安全に寄与する。

事 業 費 20,396,200 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦

2．事業実績概要

 幹線市道や集落内の主要道路沿いの現に通行の支障となっている危険木について、放置すると道路を管理す
る上で著しく支障があると判断され、⾃治会等では実施することが困難である路線沿いの危険木について伐採
作業を行う。

 いなべ市

 市内4地区

 危険木伐採4,977m

 通常の維持管理では対応できない私有地の危険木の維持管理を行う。危険要因を除去することにより安全に
通行できる道路管理状態を維持する事ができ、危険木を要因とする交通事故等の減少が期待される。

道路管理者により費用対効果の高い場所の選定を行っている。

主要道路は交通量が多く情報発信の効果が高いため、県⺠税を活用した事業であることを最大限周知できるよ
うに関係部署と協議を行った。要望が多いため、道路管理での優先順位を決めて対応を行っている。

資料２－２
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令和3 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 継続

3 危険木の除去事業（主要道路）

対策区分 ２．暮らしに⾝近な森林づくり いなべ市

番 号 事  業  名

その他
2,003,359 9,332,911 9,059,930

事 業 費 20,396,200 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】
（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】 

【情報発信の内容】

  交通量の多い主要道路での作業となるため、道路工事に⻑けた建設業者へ⼀般競争入札により委託した。

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等
③補助率・
負担率等

④補助の上限及び
定額補助の額

備考

委託事業 建設業者 補助事業ではない

5．公益性【事業実施により、幅広い県⺠が受益を受けることができたか。また多くの県⺠に受益があるような
工夫がされているか。】
【受益者及び、期待する波及効果】

受益者 200台/日
期待する波及効果 市内だけでなく市外の道路利用者へも効果がある

 道路支障木の他、住⺠生活の支障となる木・⽵の伐採における費用の負担が難しく、放置されている現状の
中、幅広く危険木を除去し、周辺住⺠の生活の安全を確保するものであり、公的関与の必要性がある。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

なし。

6．情報発信度【みえ森と緑の県⺠税の事業成果や事業効果を広く県⺠に周知することで、「災害に強い森林づ
くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県⺠の理解が深められたか。】

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（⾃由記載）
HP掲載 実施後 事業内容を年度末にHPに掲載し、周知する。
その他 実施前 コミュニティFMにおいて事業内容の周知を行った。

7．写真及びその他資料
別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 いなべ市

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 ⾦額 備 考
北勢地区市道樹木枝伐採業務 式 1.00 2,340,000 2,340,000 603m
員弁地区市道樹木枝伐採業務 式 1.00 4,258,000 4,258,000 1,255m
大安地区市道樹木枝伐採業務 式 1.00 5,450,000 5,450,000 719m
藤原地区市道樹木枝伐採業務 式 1.00 6,494,000 6,494,000 2,400m

18,542,000 4,977m

1,854,200 10％

20,396,200

２．暮らしに⾝近な森林づくり

危険木の除去事業（主要道路）

４．効率性：主な経費内訳

合計
消費税及び地方税相当額

小計
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

除去前 除去後

写真5 写真6

作業中 作業中

写真3 写真4

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 いなべ市 継続

事業名 危険木の除去事業（主要道路）

７の（１）．写真

写真2

除去前 除去後
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8－16



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和3 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

4 森林環境教育支援事業

対策区分 ３．森を育む人づくり いなべ市

番 号 事  業  名

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県⺠全体で森林を支える社会づくり」を進める
うえで有効な取組であるか。】

その他
101,141 0 0

1．事業の目的

 森林への意識が全国的に低下している中で、森林への意識を少しでも高めるべく、小学生を対象とした森林
環境教育を行う。森林・木材に対して理解を深め、⾃然の良さ・生命や⾃然を大切にする心を育む人づくりを
行うことを目的とする。

事 業 費 101,141 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦

2．事業実績概要

 市内小学校において地域の森林・林業関係者を講師に招き、森林の機能や大切さ、生活で使われる木材につ
いて学び、⾃然や地域の魅力を伝える森林環境教育を行う。

 直営

 阿下喜小学校1年生28人、2年生27人、4年生22人、5年生22人、6年生27人

 1カリキュラム

 次代を担う子どもたちが、地域の林業者等から直接話を聞くことで、森林・林業に関する知識を深めるとと
もに、地域の⾃然、人、モノの魅力を知る人づくりをする。

 講義だけでなく実際に森林・木材と触れ合う機会を作る。

 地元の森林と他の地域の森林を比較し、⾃然の魅力を知る人づくりについて協議し、安全に見学できる場所
での視察について検討した。
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令和3 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 継続

4 森林環境教育支援事業

対策区分 ３．森を育む人づくり いなべ市

番 号 事  業  名

その他
101,141 0 0

事 業 費 101,141 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】
（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】 

【情報発信の内容】

  市内において既に森林環境教育に関する実績がある関係者。

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等
③補助率・
負担率等

④補助の上限及び
定額補助の額

備考

直営 個人 補助事業ではない

5．公益性【事業実施により、幅広い県⺠が受益を受けることができたか。また多くの県⺠に受益があるような
工夫がされているか。】
【受益者及び、期待する波及効果】

受益者 小学校生徒延べ100人程度
期待する波及効果 保護者・学校関係者

 学校教育であり、公的関与は不可欠である。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

 施設整備等ではなく、転用や目的外使用は想定されない。

6．情報発信度【みえ森と緑の県⺠税の事業成果や事業効果を広く県⺠に周知することで、「災害に強い森林づ
くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県⺠の理解が深められたか。】

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（⾃由記載）
HP掲載 実施後 事業内容を年度末にHPに掲載し、周知する。

学校だより等掲
載

実施後 学校だより等により、県⺠税を活用した事業であることを周知する。

その他 実施中 コミュニティFMにおいて事業内容の周知を行った。

7．写真及びその他資料
別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 いなべ市

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 ⾦額 備 考
報償費 講師（1名） 時間 9.00 3,000 27,000 里⼭学習

報償費 講師（1名） 時間 2.00 3,000 6,000 間伐材工作

消耗品費 プランター用木材等 式 1.00 38,182 38,182 間伐材ﾌﾟﾗﾝﾀｰ

消耗品費 里⼭学習消耗品 式 1.00 23,766 23,766
94,948
6,193 10％（報償費を除く）

101,141

３．森を育む人づくり

森林環境教育支援事業

４．効率性：主な経費内訳

合計

小計
消費税及び地方税相当額

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

間伐材工作 間伐材工作

写真5 写真6

間伐材工作

写真3 写真4

対策区分 ３．森を育む人づくり 市町名 いなべ市 継続

事業名 森林環境教育支援事業

７の（１）．写真

写真2

里山学習 里山学習

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別 継続

事業名 森林環境教育支援事業

７の（２）．その他資料

対策区分 ３．森を育む人づくり 市町名 いなべ市

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別 継続

事業名 森林環境教育支援事業

７の（２）．その他資料

対策区分 ３．森を育む人づくり 市町名 いなべ市

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別 継続

事業名 森林環境教育支援事業

７の（２）．その他資料

対策区分 ３．森を育む人づくり 市町名 いなべ市

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和3 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 新規

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

5 鳥獣害につよい森林整備事業

対策区分 ２．暮らしに⾝近な森林づくり いなべ市

番 号 事  業  名

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県⺠全体で森林を支える社会づくり」を進める
うえで有効な取組であるか。】

その他
2,592,700 0 0

1．事業の目的

 ⺠家周辺の手入れ不⾜の森林において、アオサギ・猿等の野生鳥獣が繁殖を繰り返し、鳴声等により住⺠の
生活環境が著しく悪化するなどの大きな影響が生じており、地域から緊急の対策実施の要望がある。生息して
いる森林の整備を行うことで野生鳥獣の住処を分散させ、地域住⺠の安全・安心な暮らしを守ることを目的と
する。

事 業 費 2,592,700 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦

2．事業実績概要

地域住⺠から要望のあるアオサギ・猿等の鳥獣害被害箇所を中心に、地権者の了解の下森林整備（間伐）を行
い鳥獣害被害を予防する。

いなべ市

1箇所

3.1ha

森林整備（間伐）を行うことにより、鳥獣害被害を減らし、住⺠の生活環境の改善が見込まれる。

森林整備と鳥獣害被害の減少について効果的に作業できるように、間伐箇所の選定等希望者と現場立会いを
行った。

森林整備と鳥獣害被害について、同時に対策を行うことができる。

資料２－２

8－24



令和3 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 新規

5 鳥獣害につよい森林整備事業

対策区分 ２．暮らしに⾝近な森林づくり いなべ市

番 号 事  業  名

その他
2,592,700 0 0

事 業 費 2,592,700 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】
（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】 

【情報発信の内容】

 三重県農林水産部による令和3年度森林整備・森林調査入札参加者格付け登録（治⼭事業等における森林整
備用）に登録されている者から指名競争入札により委託先を決定した。

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等
③補助率・
負担率等

④補助の上限及び
定額補助の額

備考

委託事業 林業事業体 補助事業ではない

5．公益性【事業実施により、幅広い県⺠が受益を受けることができたか。また多くの県⺠に受益があるような
工夫がされているか。】
【受益者及び、期待する波及効果】

受益者 藤原町坂本地区人口 400人
期待する波及効果 坂本地区住⺠の関係者への波及効果も期待できる

 局所的な対策ではなく森林⼀体として整備したほうが効果的である。⼀体として整備するには公的関与が必
要。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

 森林整備後、5年間は森林を森林以外のものとする転用を行わないこととしている。

6．情報発信度【みえ森と緑の県⺠税の事業成果や事業効果を広く県⺠に周知することで、「災害に強い森林づ
くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県⺠の理解が深められたか。】

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（⾃由記載）
HP掲載 実施後 事業内容を年度末にHPに掲載し、周知する。

施工看板に掲⽰ 実施中 みえ森と緑の県⺠税を活用した事業である工事看板を設置した。
のぼり設置 実施中 工事中に県⺠税のぼりを設置した。

標識・標柱等設置 実施中 みえ森と緑の県⺠税PR標柱を設置した。
その他 実施前 コミュニティFMにおいて事業内容の周知を行った。

7．写真及びその他資料
別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 いなべ市

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 ⾦額 備 考
森林整備 本数調整伐 式 1.00 2,357,000 2,357,000 3.1ha

2,357,000
235,700 10％

2,592,700

２．暮らしに⾝近な森林づくり

鳥獣害につよい森林整備事業

４．効率性：主な経費内訳

合計
消費税及び地方税相当額

小計

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

伐採状況 県民税PR標識

写真5 写真6

作業前樹間（アオサギ巣） 作業後樹間（アオサギ巣）

写真3 写真4

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 いなべ市 新規

事業名 鳥獣害につよい森林整備事業

７の（１）．写真

写真2

工事看板 選木状況

資料２－２
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木曽岬町

資料２－２
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第１１号様式（その１）（評価委員会資料）

１．基礎情報（平成30年度版三重県市町要覧による）
木曽岬町 三重県

6,151 1,782,190
9.7% 12.4%

0 372,352.55
0 348,833.49

0.0% 64.0%
11.0 10.1

２．令和３年度 みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠・加算枠）事業実績

小計 対策区分１ 対策区分２ 対策区分３ 対策区分４ 対策区分５ 基⾦積立

1 2 14,485,317 14,116,311 14,116,311

14,485,317 14,116,311 0 14,116,311 0 0 0 0

３．令和３年度 みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（連携枠）（防災枠）事業実績
事業量

(ha・m)
事業費

(円)
内交付⾦充

当額(円)

４．事業方針及び事業実施により期待される効果、情報発信への取組
事業方針

⺠有林⾯積(ha)＊２

   令和3年度 みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 市町別総合評価シート

市町名
人口（人）

年少人口割合（％）＊１
森林⾯積(ha)

番
号

対策
区分 事業名

事業費
（円）

森林率(%)
都市公園⾯積（㎡/人口）＊３

＊１：全人口に占める15歳未満の人の割合
＊２：国有林以外の森林（個人や法人が所有する私有林のほか、都道府県や市町村が所有する公有林も含みます。）
＊３：都市公園法に基づき国または地方公共団体が設置する都市公園及び都市計画区域外において都市公園に準じて設置されている特別地区公園

交付⾦充当額（円）（当年度交付⾦額＋基⾦活用額）

暮らしを守る緑保全事業

 鍋田川線桜並木を特定外来種クビアカツヤカミキリの食害から守るため、全木を対象にした調査と台帳整備、樹幹注入を行いクビアカツヤカ
ミキリの被害低減を行い、通行人への倒木等の危険防止により安全・安心につなげるとともに、当町で唯一の森林に触れ合える場の保全を図り
ました。また、森林環境教育を実施し、木曽川の上流と下流の異なる自然環境とそれぞれの良さを学び、発信・交流する中で改めて地域の良さ
を感じ取り郷土への愛着を深める。また、木祖村の大自然を体験することで水の恵みを上流の森林から授かっていることを認識する機会を作
る。（令和３年度は新型コロナウイルスの影響を勘案し、中止した。）

情報発信への取組

 町広報誌への防除業務の内容と目的を掲載し、町⺠に対し県⺠税が安全や自然環境の保全に役立てられていることをPRしたほか、ポスター掲
⽰や町HPでも同内容を紹介しより多くの人の目に留まるよう取り組んでいる。また、TVの行政チャンネルの中で防除業務の実施の様⼦や県⺠
税が活用されていることをPRした。

森林再生力強化対策事業
災害からライフラインを守る事前伐採事業

 木曽川の河口部に位置する当町は森林率が0％と、日常生活の中で森林にふれあう機会がなく町内の鍋田川線桜並木は、重要な観光資源であ
ると同時に地域住⺠が緑にふれあい自然環境の大切さを知る貴重な場となっております。これらを踏まえ、鍋田川線桜並木を特定外来種クビア
カツヤカミキリの食害から守るため、防除業務や被害木の伐採を行って被害防止対策を実施しました。また、今年の森林環境教育は新型コロナ
ウイルスの影響により中止となったため、WEB会議システムを活用した中学校同士の生徒同士の交流活動を実施し、お互いの行っている森林教
育について伝え、意見交換を行った。

事業実施により期待される効果

計

事業区分 事業概要

流域防災機能強化対策事業

0%

100%

0%0%

0%

対策区分別事業費割合 ★①-5、②-5

1

2

3

4

5

対策区分１

対策区分２

対策区分３

対策区分４

対策区分５

資料２－２
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第１１号様式（その１）（参考資料）
令和3年度森林環境譲与税事業の実績

【記載要領】
ア． 事業カテゴリーの欄は下記の項目から該当するものを選択し記載するものとする。

① 意向調査の準備作業

② 意向調査

③ 私有林整備

④ 公有林整備（財産区有林含む）

⑤ 森林保護対策

⑥ 林道・林専道の整備等

⑦ その他（森林整備）

⑧ 担い手確保

⑨ 林業就業者の育成

⑩ 専門員の雇用

⑪ 新たな組織の設立

⑫ その他（人材育成等）

⑬ 木造公共建築物の整備等

⑭ 木質バイオマス利用推進

⑮ 森林・林業・木材普及活動等

⑯ その他（木材・普及啓発関係）

⑰ 基金積立（森林整備等）

⑱ 基金積立（人材育成等）

⑲ 基金積立（木材利用等）

⑳ 基金積立（執行残額等）

事業カテゴリーの項目

10

合計 497 497

8

9

6

7

4

5

2

3

1 ⑲ 基金積立（木材利用等） 497 497

事業
番号

事業カテゴリー
事業費

（千円） 内、譲与税（千円）

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和 3 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 新規

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

1 暮らしを守る緑保全事業

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 木曽岬町

番 号 事  業  名

 当町には鍋田川堤沿いに約4㎞にわたり桜が植えられている「鍋田川堤桜並木」が存在する。町にとって大
きな観光資源であると同時に、森林のない当町にとってはこの桜並木が唯一、多くの木や虫などの自然に触れ
られる貴重な環境である。
 しかし、令和元年6月から当町にて生息が確認されたクビアカツヤカミキリの食害により当町の桜並木は危
機を迎えており、早急に対策を講じなければ貴重な自然環境を失うだけでなく、桜並木沿いの道路の通行人に
枯死した桜の枝や幹が倒れ掛かるなどの危険を及ぼすため、全木を対象とした害虫防除と被害木調査を行い森
林の維持保全を行うことで安全・安心な住環境を確保する。

事 業 費 14,485,317 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦ その他

5,349,000 8,767,311 369,006

1．事業の目的

 基本的な被害調査や樹幹注入だけでなく、定期的な巡視を行うことで薬剤の効果検証や重点的に対策をとる
必要がある地点の絞り込みができた。また、ネット巻きとバイオリサ巻きを組み合わせ樹幹注入では駆除でき
ない成虫の飛散防止対策も行った。

2．事業実績概要

 桜並木や人家周辺の危険木の伐倒や病害虫被害木の伐倒・駆除，被害防止・維持保全のための樹幹注入や被
害や樹勢を調べる毎木調査、被害木への薬剤噴霧を令和3年度4月上旬から実施する。

 木曽岬町

 鍋田川堤沿いの桜並木全木
 町内公共施設の桜

 樹幹注入：約1016本,毎木調査：1046本,薬剤噴霧：約60本×3回,被害木へのバイオリサ・ネット巻き：約60
本,伐採：18本,桜並木の消毒：1046本×2回,巡視・見回り：7回

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県⺠全体で森林を⽀える社会づくり」を進める
うえで有効な取組であるか。】

 全木への樹幹注入により、被害木は幼虫の駆除、未被害木には予防効果を持たせることができており、約70
本ほど見つかった被害木も8割以上がフラスの排出が止まり効果が表れたことが確認され貴重な自然環境の保
全と桜並木沿いの通路の危険防止につなげた。
 また、被害木の伐採とネット養生を行い倒木の防止や成虫の飛散防止対策を行ったほか、全木の台帳整備を
行い次年度以降の業務量の計算やより効率的な防除業務、選定伐採につなげることが期待される。

 昨年度の実績では、樹幹注入を行った木は約８割に効果が表れており、クビアカツヤカミキリの幼虫のフラ
スの排出が止まった。令和3年度では１回分の注入のみ予算として計上していたが、フラスの排出が継続する
木に対応するため令和4年度では必要に応じて２回分の注入を行えるようにする。

資料２－２
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令和 3 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 新規

1 暮らしを守る緑保全事業

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 木曽岬町

番 号 事  業  名

事 業 費 14,485,317 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦ その他

5,349,000 8,767,311 369,006

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】
（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】 

【情報発信の内容】

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等
③補助率・
負担率等

④補助の上限及び
定額補助の額

備考

6．情報発信度【みえ森と緑の県⺠税の事業成果や事業効果を広く県⺠に周知することで、「災害に強い森林づ
くり」や「社会全体で森林を⽀える社会づくり」への県⺠の理解が深められたか。】

工事請負 造園業者 補助事業ではない

5．公益性【事業実施により、幅広い県⺠が受益を受けることができたか。また多くの県⺠に受益があるような
工夫がされているか。】
【受益者及び、期待する波及効果】

 いずれも公共施設の敷地内の桜が対象であり、町が管理者であるため。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

 町の管理であり、変更はない。

受益者
期待する波及効果

町道鍋田川線沿線住⺠及び道路利用者、町内公共施設利用者
利用者の家族や知人などへの波及効果が期待できる。

  クビアカツヤカミキリによる食害を防止するため、被害防除の専門的知識を有する造園業者を選定

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）
ポスター掲⽰ 実施後 庁舎内で町⺠および来訪者へPRする

広報誌掲載 実施後 町広報誌にて町⺠向けにをPRする

HP掲載 実施後 町HPでPRする

7．写真及びその他資料
別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

TV（行政チャン
ネル等）

実施中 TV（行政チャンネル）で視聴者にPRする

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 木曽岬町

事業名

鍋田川堤等桜並木害虫駆除剤散布作業委託業務（クビアカ分のみ）
区分 仕 様 単位 数量 単価 ⾦額 備 考

作業委託 散布作業 本 80.00 25,850 2,068,000 散布作業2回分計上

2,068,000 税込み⾦額
鍋田川堤桜並木等害虫防除業務

区分 仕 様 単位 数量 単価 ⾦額 備 考
毎木調査 簡易調査費 樹木医 人 22.00 40,000 880,000
毎木調査 報告書作成費 式 1.00 120,000 120,000
毎木調査 諸経費 式 1.00 200,000 200,000
樹幹注入 薬剤費 ｳｯﾄﾞｽﾀｰ  本 141.00 34,400 4,850,400
樹幹注入 薬剤費 ｶｯﾄﾊﾟｽﾀｰHi 個 63.00 1,800 113,400
樹幹注入 世話役 人 18.00 23,200 417,600
樹幹注入 特殊作業員 人 18.00 22,700 408,600
樹幹注入 普通作業員 人 18.00 19,600 352,800
樹幹注入 機械損料など 式 1.00 17,200 17,200
樹幹注入 諸経費 式 1.00 240,000 240,000
巡視業務 調査 樹木医 人 16.00 40,000 640,000
巡視業務 報告書作成費 式 1.00 80,000 80,000
巡視業務 諸経費 式 1.00 100,000 100,000
薬剤噴霧 施工費 普通作業員 人 8.00 19,600 156,800
薬剤噴霧 諸経費 式 1.00 23,200 23,200

8,600,000
860,000 10%

9,460,000
ネット巻き、バイオリサ巻き

区分 仕 様 単位 数量 単価 ⾦額 備 考
作業委託 シルバー委託料 人 4.00 29,568.5 118,274
消耗品費 バイオリサ 箱 5.00 14,388 71,940
消耗品費 ﾈｯﾄ 枚 60.00 1,976 118,560
消耗品費 ピンワッシャーセット セット 100.00 417.98 41,798

350,572 税込み⾦額合計

合計

２．暮らしに身近な森林づくり

暮らしを守る緑保全事業

４．効率性：主な経費内訳

小計
消費税及び地方税相当額

合計

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 木曽岬町

事業名

鍋田川堤等桜並木害虫駆除剤散布作業委託業務の薬剤購入費（クビアカ分のみ）
区分 仕 様 単位 数量 単価 ⾦額 備 考

消耗品費 ﾓｽﾋﾟﾗﾝ顆粒水溶剤 500g他 個 80.00 5,372 429,768
429,768
42,977 10%

472,745
町道鍋田川線等剪定伐採業務（クビアカ分のみ）

区分 仕 様 単位 数量 単価 ⾦額 備 考
作業委託 剪定伐採作業 本 91.00 14,000 1,274,000
作業委託 樹木伐採 本 18.00 18,000 324,000
作業委託 樹木運搬工 ｔ 25.07 19,625.05 492,000

2,090,000
PRポスター作製委託

区分 仕 様 単位 数量 単価 ⾦額 備 考
作業委託 樹木医 人 1.00 40,000 40,000

40,000
4,000 10%

44,000

小計
消費税及び地方税相当額

合計

２．暮らしに身近な森林づくり

暮らしを守る緑保全事業

４．効率性：主な経費内訳

合計
消費税及び地方税相当額

小計

合計

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

鍋田川堤桜並木　樹幹注入　防腐剤埋込 鍋田川堤桜並木　巡視噴霧

写真5 写真6

北部公民館　クビアカ被害木伐採前 北部公民館　クビアカ被害木伐採後

写真3 写真4

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 木曽岬町 継続

事業名 暮らしを守る緑保全事業

７の（１）．写真

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとす
る。（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併
載する場合は、同じ角度から撮影したものとす
る。

写真2

鍋田川堤桜並木　毎木調査 鍋田川堤桜並木　樹幹注入

資料２－２
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東員町
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第１１号様式（その１）（評価委員会資料）

１．基礎情報（平成30年度版三重県市町要覧による）
市町名 三重県

25,957 1,782,190
13.2 12.4

177.13 372,352.55
177.13 348,833.49

8.0 64.0
15.7 10.1

２．令和３年度 みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠・加算枠）事業実績

小計 対策区分１ 対策区分２ 対策区分３ 対策区分４ 対策区分５ 基⾦積立

1 2 1,327,700 1,309,000 1,309,000

2 4 6,652,800 6,652,000 6,652,000

3 4 3,316,500 3,316,000 3,316,000

11,297,000 11,277,000 0 1,309,000 0 9,968,000 0 0

３．令和３年度 みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（連携枠）（防災枠）事業実績
事業量

(ha・m)
事業費

(円)
内交付⾦充

当額(円)

４．事業方針及び事業実施により期待される効果、情報発信への取組
事業方針

計

事業区分 事業概要

流域防災機能強化対策事業

 森林環境の保全及び地域住⺠の森林への意識の醸成が図られた。現地（⺠家裏等）での調査や作業の際、県⺠税や事業について詳細に説明す
る機会が多く、好意的な反応を⽰していただき、県⺠税への理解及び森林への関⼼を⾼めることができた。

情報発信への取組

 ⼯事看板に「みえ森と緑の県⺠税交付⾦事業」にて実施していることを表記。また、⾃治会での施⼯周知説明時に事業の概要についても説
明。保育園、幼稚園の園だよりにおいて県⺠税を活⽤し導⼊したことを掲載。
 その他、町のＨＰ・広報誌に事業の成果を掲載し、県⺠税を活⽤し事業を実施した旨を周知。

森林再生力強化対策事業
災害からライフラインを守る事前伐採事業

 本町では、北部を中⼼に名古屋や四日市といった近郊都市部のベッドタウンとして開発が進み、現在森林率が8％程度と森林が少なく、また
各地に分散している状況ですが、森林は地域住⺠の憩いの場として日常的に活⽤されてきました。
 このため、危険⽊の除去など暮らしに⾝近な森林の整備を進め、地域住⺠が安全に安⼼して地域の⾥⼭にふれ、森や⽊の⼤切さへの理解を深
める取組を進めていきます。
 また、教育施設及び公園施設において⽊質製品などを取り⼊れることにより、児童や地域住⺠が⽊に触れ合う機会を創出していきます。
事業実施により期待される効果

森林率(％)
都市公園面積（㎡/人口）＊３

＊１：全人口に占める15歳未満の人の割合
＊２：国有林以外の森林（個人や法人が所有する私有林のほか、都道府県や市町村が所有する公有林も含みます。）
＊３：都市公園法に基づき国または地方公共団体が設置する都市公園及び都市計画区域外において都市公園に準じて設置されている特別地区公園

交付⾦充当額（円）（当年度交付⾦額＋基⾦活⽤額）

みえ森と緑の県⺠税市町交
付⾦事業（危険⽊伐倒等業
務）
みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦
事業（教育施設の備品等購⼊）
みえ森と緑の県⺠税市町交
付⾦事業（公園施設の備品
等購⼊）

番
号

対策
区分 事業名

事業費
（円）

⺠有林面積(ha)＊２

   令和３年度 みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 市町別総合評価シート

市町名
人口（人）

年少人口割合（％）＊１
森林面積(ha)

0%

12%

0%

88%

0%

対策区分別事業費割合 ★①-5、②-5

1

2

3

4

5

対策区分１

対策区分２

対策区分３

対策区分４

対策区分５

資料２－２
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第１１号様式（その１）（参考資料）

【記載要領】
ア． 事業カテゴリーの欄は下記の項目から該当するものを選択し記載するものとする。

① 意向調査の準備作業

② 意向調査

③ 私有林整備

④ 公有林整備（財産区有林含む）

⑤ 森林保護対策

⑥ 林道・林専道の整備等

⑦ その他（森林整備）

⑧ 担い手確保

⑨ 林業就業者の育成

⑩ 専門員の雇用

⑪ 新たな組織の設立

⑫ その他（人材育成等）

⑬ 木造公共建築物の整備等

⑭ 木質バイオマス利用推進

⑮ 森林・林業・木材普及活動等

⑯ その他（木材・普及啓発関係）

⑰ 基金積立（森林整備等）

⑱ 基金積立（人材育成等）

⑲ 基金積立（木材利用等）

⑳ 基金積立（執行残額等）

令和３年度森林環境譲与税事業の実績

2,365

10

合計 2,365

事業カテゴリーの項目

8

9

6

7

4

5

2

3

1 ⑲ 基金積立（木材利用等） 2,365 2,365

事業
番号

事業カテゴリー
事業費

（千円） 内、譲与税（千円）

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和3 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための⼯夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

 東員町笹尾・城⼭地区（近隣住⺠約4,300人）

 危険⽊伐倒 27本

 みえ森と緑の県⺠税交付⾦を充当する事業を実施し荒廃が進んでいた緑地帯の再生が進むことにより、森林
環境の保全及び地域住⺠の生活安全を守る。

 施⼯時に⼯事看板とともに「みえ森と緑の県⺠税交付⾦事業」を活⽤し事業を実施している旨のポスター看
板を設置し、近隣住⺠に周知を図った。

 本来は、森林所有者において整備するものであるということを意識づけていく必要がある。
 また、地元説明会において、「みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦」を活⽤し、事業を⾏うことを説明するとと
もに、森林整備の重要さを幅広く知ってもらう。

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県⺠全体で森林を⽀える社会づくり」を進める
うえで有効な取組であるか。】

その他
1,309,000 18,700

1．事業の目的

 住宅や通学路に近接する森林における危険⽊除去を⾏い、暮らしに⾝近な森林として整備することにより、
生活環境の保全や暮らしの安全性の向上を図る。

事 業 費 1,327,700 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦

2．事業実績概要

 人家裏や通学路沿いなど、これまで整備が進みにくく荒廃が進んでいる森林地帯を対象として、倒⽊になる
恐れのある危険⽊の除去・間伐を⾏う。

 東員町

1 みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦事業（危険⽊伐倒等業務）

対策区分 ２．暮らしに⾝近な森林づくり 東員町

番 号 事  業  名

資料２－２
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令和3 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 継続

その他
1,309,000 18,700

事 業 費 1,327,700 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦

1 みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦事業（危険⽊伐倒等業務）

対策区分 ２．暮らしに⾝近な森林づくり 東員町

番 号 事  業  名

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】
（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】 

【情報発信の内容】

7．写真及びその他資料
別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

施⼯看板に掲⽰ 実施中 みえ森と緑の県⺠税交付⾦事業にて実施していることを表記
HP掲載 実施後 施⼯の状況等をHPにて報告

6．情報発信度【みえ森と緑の県⺠税の事業成果や事業効果を広く県⺠に周知することで、「災害に強い森林づ
くり」や「社会全体で森林を⽀える社会づくり」への県⺠の理解が深められたか。】

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（⾃由記載）
回覧板・掲⽰板 実施前 住⺠への回覧や説明にパンフレット、チラシを活⽤

期待する波及効果 森林環境の保全及び地域住⺠の生活安全の向上

 町所有の緑地帯であることから、町が実施することが妥当である。

【実施後の管理体制及び転⽤、目的外使⽤の規制等】

 町において管理を⾏う。

5．公益性【事業実施により、幅広い県⺠が受益を受けることができたか。また多くの県⺠に受益があるような
⼯夫がされているか。】
【受益者及び、期待する波及効果】

受益者 近隣住⺠約4,300人

 町内業者による⼊札（一般競争）により、請負者を選定。

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活⽤されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等
③補助率・
負担率等

④補助の上限及び
定額補助の額

備考

委託事業 造園業者 補助事業ではない

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 東員町

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 ⾦額 備 考
危険⽊伐倒 幹周40cm以上60cm未満 本 3.00 14,399 43,197 持出距離 10ｍ以内

幹周60cm以上90cm未満 本 6.00 25,668 154,005 持出距離 10ｍ以内

幹周90cm以上120cm未満 本 10.00 50,709 507,090 持出距離 10ｍ以内

幹周90cm以上120cm未満 本 1.00 92,027 92,027 持出距離 30ｍ以上

幹周120cm以上150cm未満 本 2.00 41,318 82,637 持出距離 10ｍ以内

幹周120cm以上150cm未満 本 1.00 115,191 115,191 持出距離 30ｍ以上

幹周150cm以上 本 4.00 53,213 212,853 持出距離 10ｍ以内

1,207,000
120,700

1,327,700
消費税
合計

２．暮らしに⾝近な森林づくり

みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦事業（危険⽊伐倒等業務）

４．効率性：主な経費内訳

小 計

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真5 写真6

施工前② 施工後②

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとす
る。（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併
載する場合は、同じ角度から撮影したものとす
る。

写真2

地元説明会実施状況 工事看板及びＰＲポスター

施工前① 施工後①

写真3 写真4

事業名 みえ森と緑の県民税市町交付金事業（危険木伐倒等業務）

７の（１）．写真

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 東員町 継続

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和3 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 新規

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための⼯夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

 継続して令和4年度は学校施設に⽊製備品を導⼊することで、町内において幼児期から学童期まで、一貫し
て⽊にふれあい、学べる場を創出する。

 箱積⽊に「みえ森と緑の県⺠税」のロゴマークを刻印し、園児及び先生に直接的に周知を図る。
また、園だよりに事業の内容を掲載することにより、保護者に対しても周知を図る。

2．事業実績概要

 町内の教育施設（保育園、幼稚園）に県産材の⽊質製品を導⼊する。

 東員町

 保育園、幼稚園 全6施設

 箱積⽊12セット（6園×2セット）

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県⺠全体で森林を⽀える社会づくり」を進める
うえで有効な取組であるか。】

 園児が⽊に触れ合い⽊のぬくもりやにおい等を体感し森林への関⼼を深めることにより、⾃然の恵みに対す
る価値観を広げ、⽊材利⽤や森づくりへの理解を深める場として活⽤する。

 町内の教育施設及び福祉施設において⽊質製品取り⼊れることにより、⽊に触れ合う機会を創出し、⽊材利
⽤の意義について理解を深め、関⼼をもってもらう場をつくり、森林教育を進めていく。

事 業 費 6,652,800 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦ その他

5,153,000 1,499,000 800

1．事業の目的

2 みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦事業（教育施設の備品等購⼊）

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 東員町

番 号 事  業  名

資料２－２
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令和3 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 新規

事 業 費 6,652,800 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦ その他

5,153,000 1,499,000 800

2 みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦事業（教育施設の備品等購⼊）

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 東員町

番 号 事  業  名

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】
（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】 

【情報発信の内容】

7．写真及びその他資料
別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

HP掲載 実施後 設置状況、活⽤状況等をHPにて報告
ロゴマーク掲⽰

(ｼｰﾙ・ﾌﾟﾚｰﾄ
等）

実施後 ⽊質製品にみえ森と緑の県⺠税交付⾦事業のロゴマークを表記

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（⾃由記載）
学校だより等掲 実施後 保護者への園だよりにて県⺠税を利⽤し導⼊したことを周知

6．情報発信度【みえ森と緑の県⺠税の事業成果や事業効果を広く県⺠に周知することで、「災害に強い森林づ
くり」や「社会全体で森林を⽀える社会づくり」への県⺠の理解が深められたか。】

物品購⼊ ⽊⼯製造業者 補助事業ではない

5．公益性【事業実施により、幅広い県⺠が受益を受けることができたか。また多くの県⺠に受益があるような
⼯夫がされているか。】
【受益者及び、期待する波及効果】

 町立の施設への備品導⼊であることから、町が実施することが妥当である。

【実施後の管理体制及び転⽤、目的外使⽤の規制等】

 保育園、幼稚園において管理を⾏う。

受益者
期待する波及効果

園児約930名
園児が⽊のぬくもりやにおい等を体感しながら学べる機会を創出する。

 県産材⽊材を使⽤し、指定する⽊質製品を加⼯することのできる業者による⼊札（一般競争）により、請負
者を選定。

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活⽤されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等
③補助率・
負担率等

④補助の上限及び
定額補助の額

備考

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 東員町

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 ⾦額 備 考
箱積⽊ 中型 立方体 個 144.00 9,000 1,296,000 12×12セット

中型 二倍直方体 個 48.00 13,500 648,000 4×12セット

中型 直方体 個 144.00 9,000 1,296,000 12×12セット

中型 二倍立方体 個 48.00 13,500 648,000 4×12セット

中型 1/2立方体 個 96.00 9,000 864,000 8×12セット

中型 板 個 96.00 6,000 576,000 8×12セット

中型 三角柱 個 96.00 7,500 720,000 8×12セット

6,048,000
604,800

6,652,800合計
消費税

４．森と人をつなぐ学びの場づくり

みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦事業（教育施設の備品等購⼊）

４．効率性：主な経費内訳

小 計

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

箱積木（納入状況） 箱積木（納入状況）

写真5 写真6

写真3 写真4

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 市町名 東員町 新規

事業名 みえ森と緑の県民税市町交付金事業（教育施設の備品等購入）

７の（１）．写真

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとす
る。（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併
載する場合は、同じ角度から撮影したものとす
る。

写真2

箱積木（納入状況） 箱積木（納入状況）

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

〇三和幼稚園・みなみ保育園

各園から配布された園だよりを添付。（別添）

〇稲部幼稚園・いなべ保育園 〇神田幼稚園・東員保育園

新規

事業名 みえ森と緑の県民税市町交付金事業（教育施設の備品等購入）

７の（２）．その他資料

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 市町名 東員町

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

〇笹尾西幼稚園・笹尾第一保育園 〇笹尾東幼稚園・笹尾第二保育園

各園から配布された園だよりを添付。（別添）

〇城山幼稚園・しろやま保育園

新規

事業名 みえ森と緑の県民税市町交付金事業（教育施設の備品等購入）

７の（２）．その他資料

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 市町名 東員町

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和3 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 新規

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

 東員町中部公園

 テーブル10卓 イス40脚

 木のぬくもりやにおい等を体感し森林への関心を深めることにより、自然の恵みに対する価値観を広げ、木
材利用や森づくりへの理解を深める場として活用する。

 テーブル、イスに「みえ森と緑の県⺠税」のロゴマークを刻印し、利用者に直接的に周知を図る。

 施設利用者に対し、木質製品が、森の中の１本の木から製品になるまでの工程、また、そこへ植林し森に戻
るまでのサイクルの説明を⾏う。また、チラシやパンフレットなどを配布し森林や県⺠税についての理解を深
めてもらう。その他、広報、ＨＰに掲載することにより、町⺠全体にも合わせてＰＲしていく。

3．有効性【２つの基本⽅針である「災害に強い森林づくり」「県⺠全体で森林を⽀える社会づくり」を進める
うえで有効な取組であるか。】

その他
3,316,000 500

1．事業の目的

 町内の公園施設において木質製品を取り入れることにより、木に触れ合う機会を創出し、木材利用の意義に
ついて理解を深めてもらい、関心をもってもらう場をつくり、森林教育を進めていく。

事 業 費 3,316,500 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦

2．事業実績概要

 町内の公園施設（東員町中部公園）のカフェに、県産材のテーブル、イスを導入し、公園利用者が気軽にく
つろぎながら木に触れ合える機会を創出する。また、カフェの⼀角や広報、ＨＰなどを活用し、町⺠に対して
森林や県⺠税についての理解を図る。

 東員町

3 みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦事業（公園施設の備品等購入）

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 東員町

番 号 事  業  名

資料２－２
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令和3 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 新規

その他
3,316,000 500

事 業 費 3,316,500 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦

3 みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦事業（公園施設の備品等購入）

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 東員町

番 号 事  業  名

【実施⽅法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】
（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】 

【情報発信の内容】

ロゴマーク掲示
(ｼｰﾙ・ﾌﾟﾚｰﾄ

等）
実施後 木質製品に「みえ森と緑の県⺠税交付⾦事業」のロゴマークを表記

7．写真及びその他資料
別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

広報誌掲載 実施後 みえ森と緑の県⺠税交付⾦事業を活用し実施していることを表記
HP掲載 実施後 設置状況、活用状況等をＨＰにて報告

6．情報発信度【みえ森と緑の県⺠税の事業成果や事業効果を広く県⺠に周知することで、「災害に強い森林づ
くり」や「社会全体で森林を⽀える社会づくり」への県⺠の理解が深められたか。】

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）
チラシ等配布 実施後 利用者にパンフレット、チラシを配布

期待する波及効果 公園利用者が気軽にくつろぎながら木に触れ合える機会を創出する。

 町立の施設への備品導入であることから、町が実施することが妥当である。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

 保育園、幼稚園において管理を⾏う。

5．公益性【事業実施により、幅広い県⺠が受益を受けることができたか。また多くの県⺠に受益があるような
工夫がされているか。】
【受益者及び、期待する波及効果】

受益者 公園利用者 約10万人/年間

 県産材木材を使用し、指定する木質製品を加工することのできる請負者を選定。（随意契約）

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施⽅法
②主な委託先及び

補助対象者等
③補助率・
負担率等

④補助の上限及び
定額補助の額

備考

物品購入 木工製造業者 補助事業ではない

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 東員町

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 ⾦額 備 考
テーブル 三重県産桧  卓 10.00 181,500 1,815,000
イス 三重県産桧 回転式 脚 40.00 30,000 1,200,000

3,015,000
301,500

3,316,500合計
消費税

４．森と人をつなぐ学びの場づくり

みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦事業（公園施設の備品等購入）

４．効率性：主な経費内訳

小 計

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

イス（納入状況） イス（納入状況）

写真5 写真6

イス（県民税ロゴ刻印）

写真3 写真4

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 市町名 東員町 新規

事業名 みえ森と緑の県民税市町交付金事業（公園施設の備品等購入）

７の（１）．写真

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとす
る。（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併
載する場合は、同じ角度から撮影したものとす
る。

写真2

テーブル（納入状況） テーブル（納入状況）

資料２－２
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菰野町

資料２－２
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第１１号様式（その１）（評価委員会資料）

１．基礎情報（平成30年度版三重県市町要覧による）
市町名 三重県

40,335 1,782,190
13.9% 12.4%

5,348.67 372,352.55
5,272.74 348,833.49

50.0% 64.0%
4.3 10.1

２．令和３年度 みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠・加算枠）事業実績

小計 対策区分１ 対策区分２ 対策区分３ 対策区分４ 対策区分５ 基⾦積立

1 2 2,291,520 1,103,000 1,103,000

2 2 982,085 245,522 245,522

3 5 4,862,000 4,862,000 4,862,000

4 5 2,558,478 2,558,478 2,558,478

10,694,083 8,769,000 0 1,348,522 0 0 4,862,000 2,558,478

３．令和３年度 みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（連携枠）（防災枠）事業実績
事業量

(ha・m)
事業費

(円)
内交付⾦充

当額(円)

0.08ha14本 982,085 245,521

４．事業方針及び事業実施により期待される効果、情報発信への取組
事業方針

計

事業区分 事業概要

流域防災機能強化対策事業

 公共の道路に倒木の可能性がある又はライフラインに支障を与える可能性がある危険木を事前伐採することにより、通行者に対する安全の確
保及び電線断線の危険の排除ができ、また、病⾍害による被害拡散を防⽌することで地域住⺠の安全な⽣活環境の保全に繋げている。
また菰野富士の遊歩道については、供用開始に伴い、多くの利用客に活用していただいており、菰野町の森林環境の魅力を感じ、事前環境保全
の大切さを学ぶ貴重な場となっている。

情報発信への取組

 伐採作業時はのぼり旗を使うことにより、みえ森と緑の県⺠税を使って作業していることを通行者にPRした。また、町のホームページで事業
報告を行う。菰野富士の現場では、のぼり旗を常設することによりPRを行っている。

森林再⽣力強化対策事業
災害からライフラインを守る事前伐採事業 菰野町小島地内において事前伐採14本（補償費含）

 菰野町は、鈴鹿山脈の麓に位置する自然豊かな環境に恵まれた場所にあり、湯の山温泉や御在所ロープウェイなど、四季折々の自然を満喫で
きる観光スポットを有しており、多くの観光客が訪れます。このような中で、みえ森と緑の県⺠税を活用し、基本方針でもある「災害に強い森
林づくり」の推進のため、病⾍害や松枯れなど、倒木の恐れがある危険木の除去を進めることで、地域住⺠の安全な⽣活環境を守るとともに、
「県⺠全体で森林を支える社会づくり」の推進のため、当町の森林資源を活用して地域住⺠や当町を訪れる⼈が地元の森林環境の魅力を感じ、
自然環境保全の大切さや森林資源活用の意義について考え、学ぶ場の整備を進めます。
事業実施により期待される効果

森林率(%)
都市公園面積（㎡/⼈口）＊３

＊１：全⼈口に占める15歳未満の⼈の割合
＊２：国有林以外の森林（個⼈や法⼈が所有する私有林のほか、都道府県や市町村が所有する公有林も含みます。）
＊３：都市公園法に基づき国または地方公共団体が設置する都市公園及び都市計画区域外において都市公園に準じて設置されている特別地区公園

交付⾦充当額（円）（当年度交付⾦額＋基⾦活用額）

病⾍害被害木伐採搬出事業

危険樹木伐採事業

菰野富士ふるさとの山環境
整備事業

基⾦事業

番
号

対策
区分 事業名

事業費
（円）

⺠有林面積(ha)＊２

令和３年度 みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 市町別総合評価シート

市町名
⼈口（⼈）

年少⼈口割合（％）＊１
森林面積(ha)

0%

22%

0%0%

78%

対策区分別事業費割合 ★①-5、②-5

1

2

3

4

5

対策区分１

対策区分２

対策区分３

対策区分４

対策区分５

資料２－２
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第１１号様式（その１）（参考資料）
令和３年度森林環境譲与税事業の実績

【記載要領】
ア． 事業カテゴリーの欄は下記の項目から該当するものを選択し記載するものとする。

① 意向調査の準備作業

② 意向調査

③ 私有林整備

④ 公有林整備（財産区有林含む）

⑤ 森林保護対策

⑥ 林道・林専道の整備等

⑦ その他（森林整備）

⑧ 担い手確保

⑨ 林業就業者の育成

⑩ 専門員の雇用

⑪ 新たな組織の設立

⑫ その他（人材育成等）

⑬ 木造公共建築物の整備等

⑭ 木質バイオマス利用推進

⑮ 森林・林業・木材普及活動等

⑯ その他（木材・普及啓発関係）

⑰ 基金積立（森林整備等）

⑱ 基金積立（人材育成等）

⑲ 基金積立（木材利用等）

⑳ 基金積立（執行残額等）

8,524

10

合計 8,524

事業カテゴリーの項目

8

9

6

7

4

5

2 ⑰ 基金積立（森林整備等） 8,269 8,269

3

1 ③ 私有林整備 255 255

事業
番号

事業カテゴリー
事業費

（千円） 内、譲与税（千円）

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和３ 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】
 各区、⽣産森林組合、財産区等へ改めて制度の概要及び事業の効果について説明し、事業の周知及び事業個
所の掘り起こしを実施。地域の危険木については、区・団体等から所有者へ働きかけを行っていただき、事前
伐採の重要性を周知していただいた。

 被害木を伐採した地区については、地区での会議等により事業の内容及び状況を説明していただくととも
に、同様な被害木の情報収集を行っていただいている。

2．事業実績概要

 国道、県道及び町道沿道から20m以内の松枯れやナラ枯れ等の病中害被害木の伐採、搬出、処理に対して助
成を行う。

 個⼈、区、⽣産森林組合等

 町内７か所

 病⾍害被害木32本

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県⺠全体で森林を支える社会づくり」を進める
うえで有効な取組であるか。】

 病⾍害被害木の伐採・搬出を行うことで、公共の道路への被害を防⽌することで、地域住⺠の安全を事前に
確保する。また、病⾍害被害木の拡散防⽌を行うことにより、森林景観を保全することで、地域住⺠の⾝近な
森林に対する森林の必要性や保全に対する理解を深める。

 菰野町内において、病⾍害被害等により公共の道路へ倒木の恐れがある樹木の伐採を行い、住⺠の⽣命や財
産を守ることを目的にする。
 また、病⾍害被害木を伐採することにより景観を良くし、病⾍害被害の拡散防⽌に努める。

事 業 費 2,291,520 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦ その他

1,103,000 1,188,520

1．事業の目的

1 病⾍害被害木伐採搬出事業

対策区分 ２．暮らしに⾝近な森林づくり 菰野町

番 号 事  業  名

資料２－２
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令和３ 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 継続

事 業 費 2,291,520 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦ その他

1,103,000 1,188,520

1 病⾍害被害木伐採搬出事業

対策区分 ２．暮らしに⾝近な森林づくり 菰野町

番 号 事  業  名

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】
（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】 

【情報発信の内容】

7．写真及びその他資料
別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

HP掲載 実施後 当該年度の活動について、HPにて広報を行った。

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）
のぼり設置 実施中 事業実施中において、施行箇所においてのぼりを設置しPRを実施。

6．情報発信度【みえ森と緑の県⺠税の事業成果や事業効果を広く県⺠に周知することで、「災害に強い森林づ
くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県⺠の理解が深められたか。】

補助事業 個⼈ 1/2以内
1本あたり
100,000円

5．公益性【事業実施により、幅広い県⺠が受益を受けることができたか。また多くの県⺠に受益があるような
工夫がされているか。】
【受益者及び、期待する波及効果】

 所有者の責ですべきことであるが、地元住⺠の安全な⽣活環境に関わる取組であるため公的な関与が必要で
ある。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

 施設整備等ではなく、転用や目的外使用は想定されない。

受益者
期待する波及効果

地域住⺠
通行者及び地域住⺠の安全確保、森林の必要性の認知

  申請者の申し出による（業務委託先については申請者による見積合わせ）

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等
③補助率・
負担率等

④補助の上限及び
定額補助の額

備考

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 菰野町

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 ⾦額 備 考
田口新田区 病⾍害被害木伐採 本 10.00 74,272 742,720 371,000
個⼈ 病⾍害被害木伐採 本 2.00 239,800 479,600 200,000
田光区・切畑区 病⾍害被害木伐採 本 9.00 48,889 440,000 220,000
釈迦第一⽣産森林組合 病⾍害被害木伐採 本 2.00 35,750 71,500 35,000
三区共有土地管理会① 病⾍害被害木伐採 本 4.00 17,875 71,500 35,000
三区共有土地管理会② 病⾍害被害木伐採 本 4.00 96,250 385,000 192,000
個⼈ 病⾍害被害木伐採 本 1.00 101,200 101,200 50,000

1,103,000
※備考欄は補助⾦額

2,291,520

２．暮らしに⾝近な森林づくり

病⾍害被害木伐採搬出事業

４．効率性：主な経費内訳

合計

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真5 写真6

伐採後① 伐採後②

写真2

伐採前① 伐採前②

伐採中① 伐採中②

写真3 写真4

事業名 病虫害被害木伐採搬出事業

７の（１）．写真

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 菰野町 継続

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和３ 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

2 危険樹木事前伐採

対策区分 ２．暮らしに⾝近な森林づくり 菰野町

番 号 事  業  名

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県⺠全体で森林を支える社会づくり」を進める
うえで有効な取組であるか。】

その他
245,522 736,563

1．事業の目的

 菰野町内において、台風等の災害により電線等のライフラインに倒木の恐れがある樹木の事前伐採を行い、
ライフラインの保護及び住⺠の⽣命や財産を守ることを目的にする。

事 業 費 982,085 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦

2．事業実績概要

 台風等の災害時、電線等のライフラインに倒木等により被害の出る恐れがある樹木を事前に伐採する。

 菰野町

 菰野町小島地内1か所（R2に引き続き）

 0.08haにおいて14本伐採（補償費含む）

 台風等の災害によりライフラインに倒木の恐れがある樹木の伐採を行うことにより、災害時のライフライン
に与える被害を減少させることができる。また、道路の通行車両及び⼈の安全が確保され、景観もよくなる。

 危険木を伐採した地区については、地区での会議等により事業の内容及び状況を説明していただき、事業の
重要性周知した。

 本年度は昨年度に引き続き、小島地内において事業を実施したが、次年度以降については 当町の防災機能
を⽣かすため、伐採候補地を新たにリストアップし、実施地域を再考する。

資料２－２
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令和３ 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 継続

2 危険樹木事前伐採

対策区分 ２．暮らしに⾝近な森林づくり 菰野町

番 号 事  業  名

その他
245,522 736,563

事 業 費 982,085 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】
（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】 

【情報発信の内容】

町競争⼊札参加資格者名簿（業務委託）のうち、「清掃−屋外清掃−伐採」で登録があり、かつ所在地が町内
（朝上・竹永地区）にある業者のうち、町発注の同種業務の実績を有する業者（４者）による指名競争⼊札

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等
③補助率・
負担率等

④補助の上限及び
定額補助の額

備考

委託事業 林業事業体
補助事業ではな

い

5．公益性【事業実施により、幅広い県⺠が受益を受けることができたか。また多くの県⺠に受益があるような
工夫がされているか。】
【受益者及び、期待する波及効果】

受益者 小島区⺠及び停電影響区域に住む住⺠
期待する波及効果 小島区⺠及び停電影響区域に住む住⺠の安全確保、森林の必要性の認知

 地元住⺠等のライフラインを守る取組であり、多くの地元住⺠が受益できる。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

 当事業による伐採は、ライフラインへの影響範囲のみの伐採であり、転用及び目的外使用は想定されない。

6．情報発信度【みえ森と緑の県⺠税の事業成果や事業効果を広く県⺠に周知することで、「災害に強い森林づ
くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県⺠の理解が深められたか。】

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）
のぼり設置 実施中 事業実施中において、施行箇所においてのぼりを設置しPRを実施。

HP掲載 実施後 当該年度の活動について、HPにて広報を行った。
ロゴマーク掲示

(ｼｰﾙ・ﾌﾟﾚｰﾄ
等）

実施前・中・後 R2事業完了後から事業地にロゴマークを掲示しPRを実施。

7．写真及びその他資料
別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 菰野町

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 ⾦額 備 考
委託費 危険樹木事前伐採業務委託 式 1.00 955,900 955,900 伐採木14本

補償費 伐採補償費 式 1.00 26,185 26,185 伐採木14本

982,085

２．暮らしに⾝近な森林づくり

危険樹木事前伐採

４．効率性：主な経費内訳

合計

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真3 写真4

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 菰野町 継続

事業名 危険樹木事前伐採

７の（１）．写真

写真2

伐採前（R2事業完了後） ロゴによるPR

伐採状況① 伐採状況②

写真5 写真6

伐採完了

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和３ 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

3 菰野富士ふるさとの山環境整備事業

対策区分 ５．地域の⾝近な水や緑の環境づくり 菰野町

番 号 事  業  名

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県⺠全体で森林を支える社会づくり」を進める
うえで有効な取組であるか。】

その他
4,862,000

1．事業の目的

 ⾝近でなじみのある菰野富士において、誰もが森林と緑に親しむことのできる環境整備を行い、自然体験や
自然学習を通じて自然とのふれあいを深める。

事 業 費 4,862,000 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦

2．事業実績概要

 森林と緑の中を誰もが散策できるバリアフリー木道の遊歩道等の整備。
 森林の中での癒し、森林や自然とのふれあいゾーンを創出する。

 菰野町

 菰野富士 1か所

 木道工（既設作業道への接続）L=4.3m

 障がいがある方にも楽しめる遊歩道とし、多くの観光客を呼び込む憩いの場とする。また、企業の森活動も
行われており、町や各種団体が実施する森林ウォークなどの健康づくりや自然観察などの体験型プログラムを
活用した利用に資することで森林環境教育に取り組む。

 年１回みどりの少年隊（隊員・指導者計約80名）による自然観察の実施、年２回企業の森（ホンダロジス
ティクス：社員等約30名）による森林整備活動の実施

 遊歩道の早期全面開通を目指し、事業内容の見直しを行い、既設遊歩道と接続部分の整備を実施、これまで
の整備箇所を含めて、全線で利用可能となった。

資料２－２
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令和３ 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 継続

3 菰野富士ふるさとの山環境整備事業

対策区分 ５．地域の⾝近な水や緑の環境づくり 菰野町

番 号 事  業  名

その他
4,862,000

事 業 費 4,862,000 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】
（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】 

【情報発信の内容】

  一般競争⼊札（⼊札参加者24者）

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等
③補助率・
負担率等

④補助の上限及び
定額補助の額

備考

工事請負 建設業者 補助事業ではない

5．公益性【事業実施により、幅広い県⺠が受益を受けることができたか。また多くの県⺠に受益があるような
工夫がされているか。】
【受益者及び、期待する波及効果】

受益者 鳥居道山観光⼊込み客数：約65,000⼈
期待する波及効果 健康づくりや自然観察を通じた森林環境教育を行うことができる。

 新たな観光場となり、また地元住⺠も気軽に散策できる場となり、またバリアフリー遊歩道であるため、障
がいがある方にも楽しむことができるなど、公益性が高いことから公的関与が必要。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

町が管理を行うため、転用のおそれはない。

6．情報発信度【みえ森と緑の県⺠税の事業成果や事業効果を広く県⺠に周知することで、「災害に強い森林づ
くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県⺠の理解が深められたか。】

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）
のぼり設置 実施前・中・後 施行箇所においてのぼりを設置しPRを実施。

HP掲載 実施後 当該年度の活動について、HPにて広報を行った。

7．写真及びその他資料
別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 菰野町

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 ⾦額 備 考
工事費 式 1.00 4,862,000 4,862,000

4,862,000

５．地域の⾝近な水や緑の環境づくり

菰野富士ふるさとの山環境整備事業

４．効率性：主な経費内訳

合計

ユニバーサルツーリズ
ム促進環境整備事業

施工延⻑L=4.3m
土工 N＝一式

木道工A＝8.6m2
(L=4.3m、W=2.0m)

資料２－２

11－14



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真3 写真4

対策区分 ５．地域の身近な水や緑の環境づくり 市町名 菰野町 継続

事業名 菰野富士ふるさとの山環境整備事業

７の（１）．写真

写真2

施工前 のぼり旗によるPR

企業の森との関わり 施工後①（全面供用開始）

写真5 写真6

施工後②（施工箇所） 施工後③（作業道への接続状況）

資料２－２
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朝日町

資料２－２
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第１１号様式（その１）（評価委員会資料）

１．基礎情報（平成30年度版三重県市町要覧による）
朝日町 三重県

11,033 1,782,190
18.9% 12.4%
63.21 372,352.55
63.21 348,833.49
11.0% 64.0%

2.1 10.1

２． 令和３年度 みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠・加算枠）事業実績

小計 対策区分１ 対策区分２ 対策区分３ 対策区分４ 対策区分５ 基⾦積立

1 3 3,947,548 3,400,000 3,400,000

2 4 1,980,000 1,745,548 1,745,548

3 4 214,500 180,000 180,000

4 2 295,452 0 295,452

6,437,500 5,325,548 0 0 3,400,000 1,925,548 0 295,452

３． 令和３年度 みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（連携枠）（防災枠）事業実績
事業量

(ha・m)
事業費

(円)
内交付⾦充

当額(円)

４．事業方針及び事業実施により期待される効果、情報発信への取組
事業方針

計

事業区分 事業概要

流域防災機能強化対策事業

 幼児教育段階から緑に親しむ環境や⽵を使った様々な体験・学びの場を創出する施策を実施することで、町⺠の緑や⾥⼭に関する関⼼が⾼
まった。段階的に町⺠⾃⾝による⾃律的な⽵林・⾥⼭整備に係る活動が持続的な活動へとつなげることで、⾥⼭の安全性を⾼めるとともに、日
常的に若年層や親子が森・緑と親しんでいる状態が期待できる。

情報発信への取組

 町のHP、広報紙等を通じた一般的なPRを実施したほか、⽵あかり関係の事業においては中日新聞等の記事として多数取り上げられた。ま
た、来場者に対してQRコードを活用したアンケートを実施し、極めて良好なアンケート結果が得られたと同時に、多くの方にみえ森の存在を
周知することができた。

森林再生力強化対策事業
災害からライフラインを守る事前伐採事業

 当町は三重県一小さい⾃治体であり、森林面積も約63haと狭く林業がビジネスとして成り立つことは困難な状況であるが、63haの25%に当
たる約16haが⽵林であり、⽵林割合の⾼さでは県内一である。また、人口が増加し続け子どもが多い若い町であり年少人口（15歳未満人口）
割合も日本一である。
 これらの特徴を踏まえ、町と町⺠により適正に管理された⽵林・⾥⼭・緑地や、そこから生み出される生産物等を通じ、若年層や親子が森や
緑と親しめる取り組みに県⺠税を活用することで、⽵林・⾥⼭・緑地が地域の中で魅力を発揮している姿を目指す。
 その実現のため、幼児教育段階から緑に親しむ機会を創出する「森と緑とふれあう環境づくり事業（幼保一体化施設）」や、「森と緑を大切
に思う人づくり事業（教育文化施設）」、あさひ⽵プロジェクトの一環として⽵を使った様々な体験・学びの場を創出する「森林環境教育事
業」を実施した。また、将来における⾥⼭再生整備等に活用するため「⾥⼭再生整備事業（基⾦積立）」を実施した。
事業実施により期待される効果

森林率(%)
都市公園面積（㎡/人口）＊３

＊１：全人口に占める15歳未満の人の割合
＊２：国有林以外の森林（個人や法人が所有する私有林のほか、都道府県や市町村が所有する公有林も含みます。）
＊３：都市公園法に基づき国または地方公共団体が設置する都市公園及び都市計画区域外において都市公園に準じて設置されている特別地区公園

交付⾦充当額（円）（当年度交付⾦額＋基⾦活用額）

森林環境教育事業（あさひ
⽵プロジェクト）
森と緑とふれあう環境づくり事
業（幼保一体化施設）
森と緑を大切に思う人づく
り事業（教育文化施設）
⾥⼭再生整備事業（基⾦積
立）

番
号

対策
区分 事業名

事業費
（円）

⺠有林面積(ha)＊２

令和３年度 みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 市町別総合評価シート

市町名
人口（人）

年少人口割合（％）＊１
森林面積(ha)

0%

0%

64%

36%

0%

対策区分別事業費割合 ★①-5、②-5

1

2

3

4

5

対策区分１

対策区分２

対策区分３

対策区分４

対策区分５

資料２－２
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第１１号様式（その１）（参考資料）
令和３年度森林環境譲与税事業の実績

【記載要領】
ア． 事業カテゴリーの欄は下記の項目から該当するものを選択し記載するものとする。

① 意向調査の準備作業

② 意向調査

③ 私有林整備

④ 公有林整備（財産区有林含む）

⑤ 森林保護対策

⑥ 林道・林専道の整備等

⑦ その他（森林整備）

⑧ 担い手確保

⑨ 林業就業者の育成

⑩ 専門員の雇用

⑪ 新たな組織の設立

⑫ その他（人材育成等）

⑬ 木造公共建築物の整備等

⑭ 木質バイオマス利用推進

⑮ 森林・林業・木材普及活動等

⑯ その他（木材・普及啓発関係）

⑰ 基金積立（森林整備等）

⑱ 基金積立（人材育成等）

⑲ 基金積立（木材利用等）

⑳ 基金積立（執行残額等）

1,014

10

合計 1,014

事業カテゴリーの項目

8

9

6

7

4

5

2

3

1 ⑰ 基金積立（森林整備等） 1,014 1,014

事業
番号

事業カテゴリー
事業費

（千円） 内、譲与税（千円）

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和 3 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

1．事業の目的

2．事業実績概要

①⽵あかり展示イベント （於：JR朝日駅ポケットパーク、縄生桜並木）
 東海道整備事業で完成した施設の完成記念として⽵あかりを展示するイベントを開催した。
②おうちで作ろう！⽵あかり
 町⺠に⼯具を貸し出すことにより⾃宅等で⽵あかりを作製する機会を提供した。なお完成品の一部は①の展
示イベントでも展示した。なお、ワークショップ形式での親子⽵あかりづくりの企画も検討していたがコロナ
禍により中止とした。
③⽵の花挿しプロジェクト
 東海道整備事業と連携し、⽵で作製した花挿しを東海道沿いの有志宅において花を入れて常設展示してい
る。花挿しの材料となる⽵の伐採及び加⼯を東海道を盛り上げる有志団体である「朝日まちなみ検討会」およ
び「⽵細⼯サークル」が、花挿しの絵付けを町内のサークルである「トールペイント教室」がそれぞれ担い、
完成した花挿しを東海道沿いの協力いただける住⺠宅に設置し、住⺠が⾃ら花の入れ替えを⾏うという取組で
ある。
※予定していた⽵水鉄砲合戦、⽵テント作製ワークショップ、⽵駕籠作成ワークショップはコロナ禍により中
止とした。

朝日町（⽵の花挿しプロジェクトのみ朝日まちなみ検討会主体）

⽵あかり展示：2箇所、⽵の花挿し設置：東海道縄生地区の⺠家等約30軒

イベント来場者延べ1,000人、おうちで作ろう！⽵あかり 道具貸出40件

対策区分 ３．森を育む人づくり 朝日町

番 号 事  業  名
1 森林環境教育事業（あさひ⽵プロジェクト）

 当町は森林面積約63haの25％に当たる約16haが⽵林であり、割合の⾼さでは県内一となっているが、⾼齢
化等により適切な管理が⾏き届かない⽵林が増えつつあるため、⽵を町の地域資源として見つめ直し、町全体
で⽵・⽵林の活用や課題解決を目指すとともに、⽵を通じた新旧住⺠の交流を生み出し、⽵に関する知識と理
解の促進を図ることを目的とする。

事 業 費 3,947,548 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦ その他

3,400,000 547,548

資料２－２
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令和 3 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 継続対策区分 ３．森を育む人づくり 朝日町

番 号 事  業  名
1 森林環境教育事業（あさひ⽵プロジェクト）

事 業 費 3,947,548 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦ その他

3,400,000 547,548

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための⼯夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】①⽵あかり展示イベント

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】②おうちで作ろう！⽵あかり

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】③⽵の花挿しプロジェクト

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】
（別紙のとおり）

委託事業 その他 補助事業ではない

・専門性の⾼い⽵あかりの演出・展示について県総合文化センター等での実績が豊富な県内事業者を選定（1
者随契）

 おうちで作ろう！⽵あかりについては昨年度のアンケートの要望を反映し、新たなデザインを用意したとこ
ろ、好評であった。コロナ禍でワークショップ系の事業が軒並み実施できなかった中、町⺠有志の団体である
「朝日まちなみ検討会」等と連携した⽵の花挿しの取組は、地域の特徴である「東海道」「⽵」に「地域住
⺠」の視点を取り入れ実施した。⽵林への関⼼喚起とともに日常的に花の溢れる良好な景観形成の観点からも
意義深い事業となった。また、昨年度からの当取組の結果、町⺠有志による団体設立に向けた議論が進んでい
る。

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等
③補助率・
負担率等

④補助の上限及び
定額補助の額

備考

 コロナ禍によりワークショップ形式の事業が実施できなかったため、⾃宅でできる企画や屋外の開放的な場
所で実施できる事業を実施した。⽵の花挿しプロジェクトは有志団体を中⼼に多くの町⺠を巻き込んだ取組と
なった。⽵あかりの展示は駅や幹線道路沿いのロケーションで実施し、町内外の多くの方々の注目を集めるこ
とができた。

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県⺠全体で森林を⽀える社会づくり」を進める
うえで有効な取組であるか。】

 三重県一⽵林面積割合の⾼い当町において、子ども、親子、地域住⺠が⽵の魅力に触れることをきっかけ
に、町内の⽵林が荒廃しつつある現状に対する問題意識を⾼め、最終的には住⺠主体による⾃立的な⽵林整
備・活用につなげることを目指す。

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等
③補助率・
負担率等

④補助の上限及び
定額補助の額

備考

委託事業 その他 補助事業ではない

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等
③補助率・
負担率等

④補助の上限及び
定額補助の額

備考

委託事業 その他 補助事業ではない

資料２－２
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令和 3 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 継続対策区分 ３．森を育む人づくり 朝日町

番 号 事  業  名
1 森林環境教育事業（あさひ⽵プロジェクト）

事 業 費 3,947,548 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦ その他

3,400,000 547,548

【公的関与の必要性】 

【情報発信の内容】

7．写真及びその他資料
別紙のとおり 写真、新聞記事、アンケート結果を添付

8．その他特記事項（受益者の反応等）

 アンケート結果はいずれも極めて良好であったが、特に縄生桜並木の⽵あかり展示については回収数も多
く、町外からの来訪者も多数あり効果的な事業であった。また、来場者による⾃主的なインスタグラムアカウ
ントの作成やハッシュタグ付きの写真投稿が積極的に⾏われた。

TV（⾏政チャン
ネル等）

実施前・中 地元ローカル局（CCnet）にて各企画について紹介する番組を放送

その他 実施前・中 新聞（中日新聞）にて各企画を紹介する記事掲載

HP掲載 実施前・中・後 各企画開催前や開催中、開催後にHPに記事掲載
アンケート実施 実施中 各企画開催時にアンケート実施

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（⾃由記載）
のぼり設置 実施中 展示企画実施時に⽵製ポールをつかったのぼりを設置

6．情報発信度【みえ森と緑の県⺠税の事業成果や事業効果を広く県⺠に周知することで、「災害に強い森林づ
くり」や「社会全体で森林を⽀える社会づくり」への県⺠の理解が深められたか。】

5．公益性【事業実施により、幅広い県⺠が受益を受けることができたか。また多くの県⺠に受益があるような
⼯夫がされているか。】
【受益者及び、期待する波及効果】

 ⽵林の問題は⽵林所有者個人の問題となりがちであるが、⽵や⽵林の魅力に触れ、関⼼を持つきっかけを⾏政が作るこ
とで⽵林と無関係である住⺠も含めて⽵林を地域資源として捉え、町⺠全体で解決を図る機運醸成に繋げる。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】
 ⼯具類については引き続き担当課により適切に管理する。

受益者
期待する波及効果

イベント来場者延べ1,000人、⽵あかり道具貸出40件、東海道沿い⺠家約30軒

町内の方が⽵に親しむきっかけとなり、町外の方へのPRにもつながった。

広報誌掲載 実施前 各企画について案内する記事を広報誌に掲載

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 朝日町

事業名

①⽵あかり展示イベント （於：JR朝日駅ポケットパーク、縄生桜並木）
区分 仕 様 単位 数量 単価 ⾦額 備 考

⽵あかりの演出委
託（JR朝日駅ポ
ケットパーク）

約300㎡における⽵あか
り、オブジェ等の設置

式 1.00 804,100 804,100

⽵あかり会場準備
委託（JR朝日駅ポ
ケットパーク）

⽵あかり設置のための
電源等準備

式 1.00 14,300 14,300

⽵あかりイベント
撮影委託（JR朝日
駅ポケットパー
ク）

⽵あかり展示イベント
時の写真撮影

式 1.00 33,000 33,000

⽵あかりの演出委
託（縄生桜並木）

約380㎡における⽵あか
り、オブジェ等の設置

式 1.00 1,476,200 1,476,200

⽵あかり会場準備
委託（縄生桜並
木）

⽵あかり設置のための
電源等準備

式 1.00 83,380 83,380

⽵あかりイベント
撮影委託（縄生桜
並木）

⽵あかり展示イベント
時の写真撮影

式 1.00 33,000 33,000

2,443,980

②おうちで作ろう！⽵あかり
区分 仕 様 単位 数量 単価 ⾦額 備 考

⽵あかり用デザ
イン作成委託

⽵あかり用デザインの
新規作成

点 30.00 3,300 99,000

⽵あかり用⽵材
調達

⽵あかり用⽵材の伐
採、加⼯、油抜き

式 1.00 935,000 935,000
⽵あかり材料400本
分

⽵あかり用消耗品 ドリル刃等 式 1.00 398,760 398,760
1,432,760

③⽵の花挿しプロジェクト
区分 仕 様 単位 数量 単価 ⾦額 備 考

花挿し用⽵材伐
採・加⼯用消耗品

⽵引き、ヤスリ、コン
テナ等

式 1.00 28,018 28,018
  ⽵の花挿し
  ３０セット分

花挿しペイント用
消耗品

ニス 式 1.00 18,040 18,040

花挿し用花材 生花、ホルダー 式 1.00 24,750 24,750
70,808

合計

合計

３．森を育む人づくり

森林環境教育事業（あさひ⽵プロジェクト）

４．効率性：主な経費内訳

合計

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真6

トールペイントが施された竹の花挿し（縄生地
区住民宅に設置）

町民有志団体「朝日まちなみ検討会」による花
挿し用竹材調達

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとす
る。（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併
載する場合は、同じ角度から撮影したものとす
る。

写真2

JR朝日駅ポケットパーク竹あかり展示 縄生桜並木竹あかり展示

縄生桜並木竹あかり展示（おうちで作ろう、竹
あかり！にて町民が作製したもの）

縄生桜並木竹あかり展示時ののぼり（竹製ポー
ル）

写真3 写真4

事業名 森林環境教育事業（あさひ竹プロジェクト）

７の（１）．写真

対策区分 ３．森を育む人づくり 市町名 朝日町 継続

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

JR朝日駅ポケットパーク竹あかり　中日新聞朝刊　R3.7.30 縄生桜並木竹あかり　中日新聞朝刊　R4.1.8

縄生桜並木竹あかり　四日市ホームニュース　R4.1.22

竹の花挿し　中日新聞朝刊　R3.10.28

よっかいちai2022年1月号イベントニュース

※竹あかりの展示（縄生桜並木、JR朝日駅ポケットパーク）、おうちで作ろう竹あかりについてのアン
ケート結果を別途添付（代表のアンケート結果を添付。その他のイベントでもアンケート実施済）
※町HPにおける竹あかりの展示（縄生桜並木）の開催報告記事を別途添付。

継続

事業名 森林環境教育事業（あさひ竹プロジェクト）

７の（２）．その他資料

対策区分 ３．森を育む人づくり 市町名 朝日町

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和 3 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

2 森と緑とふれあう環境づくり事業（幼保一体化施設）

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 朝日町

番 号 事  業  名

3．有効性【２つの基本⽅針である「災害に強い森林づくり」「県⺠全体で森林を⽀える社会づくり」を進める
うえで有効な取組であるか。】

その他
1,745,548 234,452

1．事業の目的

 公共施設（幼保一体化施設）の園庭を緑化することにより、幼児教育の場において園児が緑にふれあい、森
や草木を大切にする心を養うための環境をつくることを目的とする。

事 業 費 1,980,000 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦

2．事業実績概要

 幼保一体化施設（あさひ園）の芝⽣の維持管理（平成28年度〜30年度みえ森交付⾦を活⽤して緑化した芝
⽣）

 朝日町

 1箇所

 芝⽣面積（あさひ園）延べ1,286㎡

 裸足で芝⽣の上で遊ぶ園児もおり、芝⽣や緑の心地よさの実感に繋がる。また、それらの体験からも草木を
大切にする心を養う。

 あさひ園は約400名の園児を抱える県内有数のマンモス園であり、多数の園児が日常的に走り回る園庭に芝
⽣は劣化が激しいため、区画分けをして計画的に芝⽣の維持管理を図っている。

 新たにあさひ園通信「えんだより」にみえ森を活⽤して芝⽣を維持管理していることを紹介する記事を掲載
した。

資料２－２
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令和 3 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 継続

2 森と緑とふれあう環境づくり事業（幼保一体化施設）

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 朝日町

番 号 事  業  名

その他
1,745,548 234,452

事 業 費 1,980,000 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦

【実施⽅法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】
（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】 

【情報発信の内容】

  令和2年度から実施している⻑期的な維持管理のため昨年度受託者である地元造園業者に委託（1者随契）

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活⽤されたか。】

①実施⽅法
②主な委託先及び

補助対象者等
③補助率・
負担率等

④補助の上限及び
定額補助の額

備考

委託事業 造園業者 補助事業ではない

5．公益性【事業実施により、幅広い県⺠が受益を受けることができたか。また多くの県⺠に受益があるような
工夫がされているか。】
【受益者及び、期待する波及効果】

受益者 園児等約500名

期待する波及効果
子どもたちにとって最も身近な緑とのふれあいにつながる。また、家庭での
自然への関心の高まりが期待できる。

 町有施設の整備であるため
【実施後の管理体制及び転⽤、目的外使⽤の規制等】

 町有施設の整備であるため、今後も引き続き担当課により適切に管理する。
6．情報発信度【みえ森と緑の県⺠税の事業成果や事業効果を広く県⺠に周知することで、「災害に強い森林づ
くり」や「社会全体で森林を⽀える社会づくり」への県⺠の理解が深められたか。】

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）
HP掲載 実施後 みえ森を活⽤して芝⽣整備をしている旨を記載した記事を掲載している

標識・標柱等設
置

実施前・中・後
入り口付近にみえ森を活⽤して芝⽣を維持管理している旨を記載した看板
を設置している。

学校だより等掲
載

実施後
「えんだより」にみえ森を活⽤して芝⽣整備をしている旨を記載した記事
を掲載している

7．写真及びその他資料
別紙のとおり えんだより、HP記事

8．その他特記事項（受益者の反応等）

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 朝日町

事業名

幼保一体化施設（あさひ園）の芝⽣の維持管理
区分 仕 様 単位 数量 単価 ⾦額 備 考

夏芝管理工 芝刈り ㎡ 4800.00 35 168,000
施肥 ㎡ 3600.00 33 118,800
エアレーション ㎡ 2400.00 35 84,000
張芝工 ㎡ 200.00 1,328 265,600
その他 式 1.00 142,120 142,120

芝⽣除草剤散布工薬剤除草（除草剤散布）人力施工㎡ 2400.00 40 96,000
モニュメント粒剤 袋 2.00 11,250 22,500
アージラン乳剤 本 2.00 4,950 9,900
ザイトロン液 本 2.00 6,750 13,500

共通仮設費 式 1.00 99,000 99,000
現場管理費 式 1.00 434,000 434,000
一般管理費 式 1.00 346,580 346,580
消費税 式 1.00 180,000 180,000

1,980,000

４．森と人をつなぐ学びの場づくり

森と緑とふれあう環境づくり事業（幼保一体化施設）

４．効率性：主な経費内訳

合計

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

（写真調整中） （写真調整中）

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 市町名 朝日町 継続

事業名 森と緑とふれあう環境づくり事業（幼保一体化施設）

７の（１）．写真

（写真調整中）

園庭に設置されている看板 ブランコエリア施工前

ブランコエリア剥ぎ取り中 ブランコエリア施肥

ブランコエリア芝敷き並べ ブランコエリア完了後、園児利用

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

７の（２）．その他資料

全園児に配布される「えんだより」１１月号に記事掲載

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 市町名 朝日町 継続

事業名 森と緑とふれあう環境づくり事業（幼保一体化施設）

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和 3 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

3 森と緑を大切に思う人づくり事業（教育文化施設）

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 朝日町

番 号 事  業  名

3．有効性【２つの基本⽅針である「災害に強い森林づくり」「県⺠全体で森林を⽀える社会づくり」を進める
うえで有効な取組であるか。】

その他
180,000 34,500

1．事業の目的
 町有施設で最も集客力のある朝日町教育文化施設（図書館と博物館等の機能を持つ複合施設）において、三
重県産材で作られた展示架を購入し、これまで未活⽤であった換気のいいエントランスや屋外スペース（太陽
の広場）に設置し、森林環境教育に資する書籍を棚に配架することで、森林環境に関する町⺠の関心を喚起す
るとともに、コロナ禍に対応した新たな施設利⽤につなげる。

事 業 費 214,500 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦

2．事業実績概要

 教育文化施設において、三重県産材で作られた展示架を購入し、これまで未活⽤であった換気のいいエント
ランスや屋外スペース（太陽の広場）に設置し、森林環境教育に資する書籍を棚に配架することで、森林環境
に関する町⺠の関心を喚起するとともに、コロナ禍に対応した新たな施設利⽤につなげる。

 朝日町

 1箇所

 木製展示架3台

 森林環境に関する町⺠の関心を高め、理解を深めることにつながる。また、これまで未活⽤であった換気の
いいエントランスや屋外スペースを有効活⽤することでコロナ禍に対応した施設利⽤に繋がる。

 森林環境教育の一環として、展示架には森林に関する書籍を設置したほか、期間中に親子を対象とした森林
に関する本の「おはなし会」,まつぼっくりを使った「工作」を実施した。

 集客力のある施設での効果的な木材製品の利⽤を図るとともにコロナ禍に対応した新たな施設利⽤に繋が
る。

資料２－２
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令和 3 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 継続

3 森と緑を大切に思う人づくり事業（教育文化施設）

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 朝日町

番 号 事  業  名

その他
180,000 34,500

事 業 費 214,500 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦

【実施⽅法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】
（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】 

【情報発信の内容】

  同等品の製作実績がある事業者に対して一者随契により契約

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活⽤されたか。】

①実施⽅法
②主な委託先及び

補助対象者等
③補助率・
負担率等

④補助の上限及び
定額補助の額

備考

委託事業 森林組合 補助事業ではない 木製展示架の作成

5．公益性【事業実施により、幅広い県⺠が受益を受けることができたか。また多くの県⺠に受益があるような
工夫がされているか。】
【受益者及び、期待する波及効果】

受益者 イベント来場者延べ200人

期待する波及効果
集客力のある施設での効果的な木材製品の利⽤を図るとともにコロナ禍に対
応した新たな施設利⽤に繋がる。

 町有施設での備品導入であるため
【実施後の管理体制及び転⽤、目的外使⽤の規制等】

 町有施設の整備であるため、今後も引き続き担当課により適切に管理する。
6．情報発信度【みえ森と緑の県⺠税の事業成果や事業効果を広く県⺠に周知することで、「災害に強い森林づ
くり」や「社会全体で森林を⽀える社会づくり」への県⺠の理解が深められたか。】

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）
のぼり設置 実施中 竹製ポールをつかったのぼりを設置

ポスター掲示 実施中 みえ森を使った県産ヒノキ製の棚であることを示すポスターを掲示

ロゴマーク掲示
(ｼｰﾙ・ﾌﾟﾚｰﾄ

等）
実施中 購入した木製棚にロゴマークプレートを貼り付け

8．その他特記事項（受益者の反応等）

7．写真及びその他資料
別紙のとおり 写真、掲示ポスター

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 朝日町

事業名

木製展示架購入
区分 仕 様 単位 数量 単価 ⾦額 備 考

木製展示架購入 W585 D585 H1597 台 3.00 71,500 214,500 三重県産ヒノキ製

214,500

４．森と人をつなぐ学びの場づくり

森と緑を大切に思う人づくり事業（教育文化施設）

４．効率性：主な経費内訳

合計

資料２－２

12－27



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真3 写真4

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 市町名 朝日町 新規

事業名 森と緑を大切に思う人づくり事業（教育文化施設）

７の（１）．写真

写真2

エントランスで活用中の展示架とのぼり（花の
本を設置）

エントランスで活用中の展示架とのぼり（花の
本を設置）

展示架　ロゴプレート 屋外で活用中の展示架

写真5 写真6

屋外で展示架活用時に併催したおはなし会（題
材は森に関する本）

屋外で展示架活用時に併催した工作教室（まつぼっく
りを使ったクリスマスツリーづくり）

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

７の（２）．その他資料

施設内に掲示したポスター

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 市町名 朝日町 新規

事業名 森と緑を大切に思う人づくり事業（教育文化施設）

資料２－２
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川越町

資料２－２
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第１１号様式（その１）（評価委員会資料）

１．基礎情報（平成30年度版三重県市町要覧による）
川越町 三重県

15,283 1,782,190
14.3% 12.4%

0.00 372,352.55
0.00 348,833.49
0.0% 64.0%

0.3 10.1

２．令和３年度 みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠・加算枠）事業実績

小計 対策区分１ 対策区分２ 対策区分３ 対策区分４ 対策区分５ 基⾦積立

1 3 801,464 575,000 575,000

2 3 443,524 335,000 335,000

3 4 3,839,000 3,760,000 3,760,000

4 4 470,800 268,000 268,000

5 4 10,073,000 10,073,000 10,073,000

15,627,788 15,011,000 0 0 910,000 4,028,000 0 10,073,000

３．   年度 みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（連携枠）（防災枠）事業実績
事業量

(ha・m)
事業費

(円)
内交付⾦充

当額(円)
0 0 0
0 0 0
0 0 0

４．事業方針及び事業実施により期待される効果、情報発信への取組
事業方針

計

事業区分 事業概要

流域防災機能強化対策事業

 緑豊かな環境の中で、集団生活を通じ中学生活においての「仲間づくり」や「信頼関係」の土台を築き、自然と触れ合うことで、身近な木や
緑に親しむ機会を増加させることができる。また、県産材を使用することにより、三重県の森林や木材への関心を深めてもらい木の温もり、肌
触りや香りを身近に感じてもらことができ、木材利用に対する理解や関心が深まった。

情報発信への取組

 当町の公式サイトを利用して「令和３年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦事業」を掲載し情報提供を⾏いました。

森林再生力強化対策事業
災害からライフラインを守る事前伐採事業

 朝明川の河口に位置する当町は森林を有していない一方で、人口が増加傾向にあり年々人口割合も県平均を上回っています。このような中
で、学校施設に木製備品を導入することで、子供たちが日常的に木に触れ森林について学ぶ場づくりを⾏うのと併せて、小学校における自然教
室を通じて自然に触れ森の木の大切さや親しみの気持ちを持った人づくりを進めます。

事業実施により期待される効果

川越町あいあいホール改修工事（基金積立）

森林率(%)
都市公園面積（㎡/人口）＊３

＊１：全人口に占める15歳未満の人の割合
＊２：国有林以外の森林（個人や法人が所有する私有林のほか、都道府県や市町村が所有する公有林も含みます。）
＊３：都市公園法に基づき国または地方公共団体が設置する都市公園及び都市計画区域外において都市公園に準じて設置されている特別地区公園

交付⾦充当額（円）（当年度交付⾦額＋基⾦活用額）

川越北小学校自然教室

川越南小学校自然教室

川越南小学校図書室机・椅子整備事業

総合センター椅子整備事業

番
号

対策
区分 事業名

事業費
（円）

⺠有林面積(ha)＊２

令和３年度 みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 市町別総合評価シート

市町名
人口（人）

年少人口割合（％）＊１
森林面積(ha)

0%

0%

18%

82%

0%

対策区分別事業費割合 ★①-5、②-5

1

2

3

4

5

対策区分１

対策区分２

対策区分３

対策区分４

対策区分５

資料２－２
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第１１号様式（その１）（参考資料）
令和３年度森林環境譲与税事業の実績

【記載要領】
ア． 事業カテゴリーの欄は下記の項目から該当するものを選択し記載するものとする。

① 意向調査の準備作業

② 意向調査

③ 私有林整備

④ 公有林整備（財産区有林含む）

⑤ 森林保護対策

⑥ 林道・林専道の整備等

⑦ その他（森林整備）

⑧ 担い手確保

⑨ 林業就業者の育成

⑩ 専門員の雇用

⑪ 新たな組織の設立

⑫ その他（人材育成等）

⑬ 木造公共建築物の整備等

⑭ 木質バイオマス利用推進

⑮ 森林・林業・木材普及活動等

⑯ その他（木材・普及啓発関係）

⑰ 基金積立（森林整備等）

⑱ 基金積立（人材育成等）

⑲ 基金積立（木材利用等）

⑳ 基金積立（執行残額等）

1,396

10

合計 1,396

事業カテゴリーの項目

8

9

6

7

4

5

2

3

1 ⑲ 基金積立（木材利用等） 1,396 1,396

事業
番号

事業カテゴリー
事業費

（千円） 内、譲与税（千円）

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和３ 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

 １箇所（朝明渓谷・朝明茶屋）

自然教室１回

 緑豊かな環境の中で、集団生活を通じて、社会性を育むことができ、さらに自然に触れ合うことで、身近な
木や緑に親しむ習慣が身についた。

 屋外活動では、昼間は屋外での体験を中心に学習し、夕方は屋内で体験のふりかえりを⾏うことで一層の学
習効果の向上を図った。

 新型コロナウイルス感染症対策を講じて制限のある中ではあるが、今後も継続的に自然教室を実施すること
により、森林や緑と接し、児童・生徒の心身ともに調和のとれた健全な育成を図ることを目的として実施す
る。

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県⺠全体で森林を⽀える社会づくり」を進める
うえで有効な取組であるか。】

その他
575,000 0 226,464

1．事業の目的

 野外活動を通じ自然に親しみ、自然を大切にする気持ちを育てる。
 集団生活の中で、自分の役割を果たし、互いに協力し合うことにより、仲間どうしのつながりを深める。

事 業 費 801,464 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦

2．事業実績概要

 小学5年生を対象に、四日市市で1泊2日の集団生活を送る中で、ウォークラリーやキャンプファイヤーなど
で自然と触れ合う活動を実施する。

 川越町

1 川越北小学校自然教室

対策区分 ３．森を育む人づくり 川越町

番 号 事  業  名

資料２－２
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令和３ 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 継続

その他
575,000 0 226,464

事 業 費 801,464 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦

1 川越北小学校自然教室

対策区分 ３．森を育む人づくり 川越町

番 号 事  業  名

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】
（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】 

【情報発信の内容】

特になし

7．写真及びその他資料
別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

学校だより等掲
載

実施後 生徒、保護者

6．情報発信度【みえ森と緑の県⺠税の事業成果や事業効果を広く県⺠に周知することで、「災害に強い森林づ
くり」や「社会全体で森林を⽀える社会づくり」への県⺠の理解が深められたか。】

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）
HP掲載 実施後 町⺠

期待する波及効果 保護者家族とのキャンプなどに⾏くきっかけに期待できる

 小学校の授業の一環であるため。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

 施設整備等でなく、転用や目的外使用は想定されない。

5．公益性【事業実施により、幅広い県⺠が受益を受けることができたか。また多くの県⺠に受益があるような
工夫がされているか。】
【受益者及び、期待する波及効果】

受益者 生徒９１人（教員９人）

  直営のため該当しない。

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等
③補助率・
負担率等

④補助の上限及び
定額補助の額

備考

直営

資料２－２

13－5



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 川越町

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 ⾦額 備 考
交通費（バス代） 台 3.00 66,075 198,225
宿泊代 人 91.00 1,370 124,670
ウオークラリー
活動費用

人 91.00 397 36,127
防虫剤、冒険協会指
導代

キャンプファイ
ヤー活動費用

人 91.00 801 72,891 薪材

レクリエーショ
ン活動費

人 91.00 1,583 144,053
飯ごう用機材の購
入、焼きマシュマロ
創作活動費

食費 朝１食、昼１食、夜２食 人 91.00 2,478 225,498 交付対象外

801,464

３．森を育む人づくり

川越北小学校自然教室

４．効率性：主な経費内訳

合計

資料２－２

13－6



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真3 写真4

対策区分 ３．森を育む人づくり 市町名 川越町 継続

事業名 川越北小学校自然教室

７の（１）．写真

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとす
る。（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併
載する場合は、同じ角度から撮影したものとす
る。

写真2

自然教室（焼杉体験の様子） 自然教室（焼杉体験の様子）

自然教室（ウォークラリーの様子） 自然教室（ウォークラリーの様子）

写真5 写真6

資料２－２

13－7



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

☐川越北小だより（令和３年１２月１５日発行　第２８号）

自然教室５年生　１２月７日・８日＜＜四日市市少年自然の家＞＞

継続

事業名 川越北小学校自然教室

７の（２）．その他資料

対策区分 ３．森を育む人づくり 市町名 川越町

資料２－２

13－8



資料２－２

13－9



資料２－２

13－10



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和３ 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

 １箇所（朝明渓谷・朝明茶屋）

 自然教室１回

 緑豊かな環境の中で、集団生活を通じて、社会性を育むことができ、さらに自然に触れ合うことで、身近な
木や緑に親しむ習慣が身についた。

 屋外活動では、昼間は屋外での体験を中心に学習し、夕方は屋内で体験のふりかえりを行うことで一層の学
習効果の向上を図った。

 新型コロナウイルス感染症対策を講じて制限のある中ではあるが、今後も継続的に自然教室を実施すること
により、森林や緑と接し、児童・生徒の心身ともに調和のとれた健全な育成を図ることを目的として実施す
る。

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県⺠全体で森林を⽀える社会づくり」を進める
うえで有効な取組であるか。】

その他
335,000 0 108,524

1．事業の目的

 野外活動を通じ自然に親しみ、自然を大切にする気持ちを育てる。
 集団生活の中で、自分の役割を果たし、互いに協力し合うことにより、仲間どうしのつながりを深める。

事 業 費 443,524 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦

2．事業実績概要

 小学５年生を対象に、四日市市で１泊２日の集団生活を送る中で、キャンプファイヤー など
自然と触れ合う活動を実施する。

 川越町

2 川越南小学校自然教室

対策区分 ３．森を育む人づくり 川越町

番 号 事  業  名

資料２－２

13－11



令和３ 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 継続

その他
335,000 0 108,524

事 業 費 443,524 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦

2 川越南小学校自然教室

対策区分 ３．森を育む人づくり 川越町

番 号 事  業  名

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】
（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】 

【情報発信の内容】

特になし

7．写真及びその他資料
別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

学校だより等掲
載

実施後 生徒、保護者

6．情報発信度【みえ森と緑の県⺠税の事業成果や事業効果を広く県⺠に周知することで、「災害に強い森林づ
くり」や「社会全体で森林を⽀える社会づくり」への県⺠の理解が深められたか。】

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）
HP掲載 実施後 町⺠

期待する波及効果 保護者家族とのキャンプなどに行くきっかけに期待できる

 小学校の授業の一環であるため。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

 施設整備等でなく、転用や目的外使用は想定されない。

5．公益性【事業実施により、幅広い県⺠が受益を受けることができたか。また多くの県⺠に受益があるような
工夫がされているか。】
【受益者及び、期待する波及効果】

受益者 生徒６９人（教員９人）

  直営のため該当しない。

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等
③補助率・
負担率等

④補助の上限及び
定額補助の額

備考

直営

資料２－２

13－12



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 川越町

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 ⾦額 備 考
交通費（バス代） 台 3.00 48,533 145,599
宿泊代 人 69.00 1,260 86,940

キャンプファイ
ヤー活動費用

人 69.00 1,484.943 102,461
火おこし体験セッ
ト、焼き杉、手袋、
ごみ袋

食費 朝１食、昼１食、夜１食 人 69.00 1,463.00 100,947 交付対象外

冷暖房料 人 69.00 109.82 7,577 交付対象外

443,524

３．森を育む人づくり

川越南小学校自然教室

４．効率性：主な経費内訳

合計

資料２－２

13－13



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真3 写真4

対策区分 ３．森を育む人づくり 市町名 川越町 継続

事業名 川越南小学校自然教室

７の（１）．写真

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとす
る。（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併
載する場合は、同じ角度から撮影したものとす
る。

写真2

自然教室の様子 自然教室（キャンプファイヤーの様子）

自然教室（飯ごう炊飯体験の様子）

写真5 写真6

資料２－２

13－14



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

☐川越南小だより（令和３年１２月２３日発行　№１６）文責：校長　渡瀬幹久

自然教室での５年生の成長

継続

事業名 川越南小学校自然教室

７の（２）．その他資料

対策区分 ３．森を育む人づくり 市町名 川越町

資料２－２

13－15



 

 

 

資料２－２

13－16



資料２－２

13－17



資料２－２

13－18



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和３ 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

 １箇所（川越南小学校図書室）

 図書室用椅子 Ｗ480×Ｄ495×Ｈ760 57脚
 図書室用机  Ｗ1800×Ｄ900×Ｈ700 9台

 県産材を使用することにより、木の温もり等の良さを感じてもらい、木材利用に対する理解が深まった。

 児童が日常的に授業や休憩時間等で図書室を利用する際に県産材の木製品に触れる機会が増え森林や木材に
対しての親しみを感じ理解を深める。そのために、授業等で森林や木材について、学べる機会を設けた。

 授業や休憩時間等で図書室を利用する際に、みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦事業での整備をした机や椅子を
紹介してもらい、生徒に森林や木材について学びふれあう場を創出する。

3．有効性【２つの基本⽅針である「災害に強い森林づくり」「県⺠全体で森林を⽀える社会づくり」を進める
うえで有効な取組であるか。】

その他
3,760,000 0 79,000

1．事業の目的

 川越南小学校の生徒に、木製品にふれて関心を持ってもらい、木について学習を行っていく。

事 業 費 3,839,000 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦

2．事業実績概要

 川越南小学校の図書室で利用する机・椅子を整備し、利用者に森林等の実情や問題について理解を深めても
らい関心を持ってもらう場をつくり木育学習を進めていく。

 川越町

3 川越南小学校図書室机・椅子整備事業

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 川越町

番 号 事  業  名

資料２－２

13－19



令和３ 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 継続

その他
3,760,000 0 79,000

事 業 費 3,839,000 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦

3 川越南小学校図書室机・椅子整備事業

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 川越町

番 号 事  業  名

【実施⽅法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】
（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】 

【情報発信の内容】

学校だより等掲
載

実施後 川越南小だよりにて掲載し、生徒・保護者に配布。

特になし。

7．写真及びその他資料
別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

パネル展示 実施後
みえ森と緑の県⺠税を活用した取組の⼀環として、役場町⺠ホールにてパ
ネル展示した。

ロゴマーク掲示
(ｼｰﾙ・ﾌﾟﾚｰﾄ

等）
実施中・後 購入設置した備品本体にロゴマーク標示シールを設置。

6．情報発信度【みえ森と緑の県⺠税の事業成果や事業効果を広く県⺠に周知することで、「災害に強い森林づ
くり」や「社会全体で森林を⽀える社会づくり」への県⺠の理解が深められたか。】

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）
HP掲載 実施後 町⺠

期待する波及効果 県産材利用の促進に寄与する。また、児童家族への普及効果も期待できる。

 公共施設であるため。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

 公共施設であるため、転用等が想定されず、該当しない。

指名競争入札による

5．公益性【事業実施により、幅広い県⺠が受益を受けることができたか。また多くの県⺠に受益があるような
工夫がされているか。】
【受益者及び、期待する波及効果】

受益者 生徒３９５人

 県内登録業者から県⺠税の契約実績のある業者を選定し、指名競争入札にて実施。

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施⽅法
②主な委託先及び

補助対象者等
③補助率・
負担率等

④補助の上限及び
定額補助の額

備考

物品購入 森林組合

資料２－２

13－20



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 川越町

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考
図書室椅子 W1800×D900×H1700㎜ 脚 57.00 36,735 2,093,895
図書室机 W480×D495×H760・SH430㎜ 台 9.00 135,450 1,219,050
椅子産業廃棄物 脚 49.00 1,846 90,454
机産業廃棄物 台 9.00 3,692 33,228
机・椅子現場引き取り・運搬費 式 1.00 53,373 53,373
消費税 式 1.00 349,000 349,000

3,839,000

４．森と人をつなぐ学びの場づくり

川越南小学校図書室机・椅子整備事業

４．効率性：主な経費内訳

合計

資料２－２

13－21



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真3 写真4

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 市町名 川越町 継続

事業名 川越南小学校図書室机・椅子整備事業

７の（１）．写真

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとす
る。（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併
載する場合は、同じ角度から撮影したものとす
る。

写真2

導入した机・椅子の配置状況 導入した机・椅子の配置状況

導入した椅子 ロゴマーク表示の状況

写真5 写真6

パネル展示の状況

資料２－２

13－22



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

☐川越南小だより（令和４年３月１１日発行　№２２）文責：校長　渡瀬幹久

図書室の机と椅子が新しくなりました

継続

事業名 川越南小学校図書室机・椅子整備事業

７の（２）．その他資料

対策区分 ３．森を育む人づくり 市町名 川越町

資料２－２

13－23



 

 

資料２－２
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資料２－２

13－25



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和３ 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

 １箇所（総合センター内、いきいきセンター）

 ロビーベンチ 4台

 県産材を使用することにより、木の温もりや木の肌触りや香りを身近に感じることができ、木材利用に対す
る理解が深まった。

 いきいきセンター（総合センター）利用者に対し、県産材の木製品に触れる機会が増え森林や木材に対して
の親しみを感じ理解を深めるため、同施設内で県⺠税のパネル展⽰を⾏った。

 いきいきセンター（総合センター）利用者へ、森林や木に対して学べる場を創設していく必要がある。

3．有効性【２つの基本⽅針である「災害に強い森林づくり」「県⺠全体で森林を⽀える社会づくり」を進める
うえで有効な取組であるか。】

その他
268,000 0 202,800

1．事業の目的

 いきいきセンターの椅⼦を木製品にて整備し、来庁する町⺠に改めて木の良さを感じていただき、木につい
て学ぶきっかけをつくり、森林や木材についての理解を深める。

事 業 費 470,800 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦

2．事業実績概要

 いきいきセンターに椅⼦4脚を整備。

 川越町

4 総合センター椅⼦整備事業

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 川越町

番 号 事  業  名

資料２－２
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令和３ 年度みえ森と緑の県⺠税市町交付⾦（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名 新規・継
続の別 継続

その他
268,000 0 202,800

事 業 費 470,800 円 (財源内訳)
当年度交付⾦ 市町基⾦

4 総合センター椅⼦整備事業

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 川越町

番 号 事  業  名

【実施⽅法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】
（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】 

【情報発信の内容】

特になし。

7．写真及びその他資料
別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

パネル展⽰ 実施後
みえ森と緑の県⺠税を活用した取組の⼀環として、役場町⺠ホールにてパ
ネル展⽰した。

HP掲載 実施後 町⺠

6．情報発信度【みえ森と緑の県⺠税の事業成果や事業効果を広く県⺠に周知することで、「災害に強い森林づ
くり」や「社会全体で森林を⽀える社会づくり」への県⺠の理解が深められたか。】

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）
ロゴマーク掲⽰

(ｼｰﾙ・ﾌﾟﾚｰﾄ
等）

実施後 購入設置した備品本体にロゴマーク標⽰シールを設置。

期待する波及効果 県産材利用の促進に寄与する。利用者の家族への普及効果。

 公共施設であるため。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

 公共施設であるため、転用等が想定されず、該当しない。

見積り入札による

5．公益性【事業実施により、幅広い県⺠が受益を受けることができたか。また多くの県⺠に受益があるような
工夫がされているか。】
【受益者及び、期待する波及効果】

受益者 施設利用者（年間６５，１１２人：月平均約５，４２６人）

 県内登録業者から県⺠税の契約実績のある業者を選定し、指名競争入札にて実施。

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施⽅法
②主な委託先及び

補助対象者等
③補助率・
負担率等

④補助の上限及び
定額補助の額

備考

物品購入 森林組合

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 川越町

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 ⾦額 備 考
ロビーベンチ W1800×D900×H1700㎜ 台 4.00 107,000 428,000
消費税 式 1.00 42,800 42,800

470,800

４．森と人をつなぐ学びの場づくり

総合センター椅⼦整備事業

４．効率性：主な経費内訳

合計

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継
続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真3 写真4

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 市町名 川越町 新規

事業名 総合センター椅子整備事業

７の（１）．写真

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとす
る。（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併
載する場合は、同じ角度から撮影したものとす
る。

写真2

導入した椅子の状況 導入した椅子の状況

ロゴマーク表示の状況 パネル展示の状況

写真5 写真6

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

☐みえ森と緑の県民税市町交付金事業【ＨＰ】

川越町におけるみえ森と緑の県民税を活用した取組

https://www.town.kawagoe.mie.jp/index.php/business/moritomidori/

令和３年度　みえ森と緑の県民税市町交付金事業の実績

☐パネル展示

「令和３年度　みえ森と緑の県民税市町交付金」により整備されました。

７の（２）．その他資料

対策区分
４．森と人をつなぐ学びの場づくり

市町名 川越町 新規・継
続の別

３．森を育む人づくり

事業名 みえ森と緑の県民税市町交付金事業

継続

資料２－２
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